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・人類さまを救済致します。

・そのために、一人のイケニエ少女を殺して下さい。

・ただし彼女を不死の体にしました。

・彼女を殺す方法はただ一つ。──幸せにすることです。

・彼女の十八歳の誕生日までに、彼女を幸せにする事が出で来きなければ、超能力を持つ方々に死んでもらいます。







　説明は以上です。それでは皆さま精一杯、彼女のことを──







　──ぶっ殺して下さい幸せにして下さい。






　　　回想　イケニエ少女の終わり









　──わたしは幸せになれなかった。

　時計の針が天を仰ぎ、鐘の音が鳴る。

　わたしは、十八歳の誕生日を迎えてしまった。

　失敗した。わたしは失敗した。

　わたしは、幸せになれなかった。

　時を刻む針の音が続く。二度と時間は戻らない。

　多くの超能力者達が死んでしまった。

　もう取り返しはつかない。

　わたしは──幸せになれなかった。




　この世界も失敗です。でも、必ず──私があなたを幸せにしますから。






　　　序章　イケニエ少女の作り方









　──生きていることは、不幸が続くことだ。

　超能力者の権威が確立したこの社会において、超能力者として生を受けることは、幸福なことだ。

　わたしは瞬間移動の超能力者だった。しかし、わたしの瞬間移動はたったの五十メートルしか飛べなかった。瞬間移動の平均移動距離が五百キロメートルと言われている現代において、この飛距離は桁けた外れに短い。

　もしかしたらこれは、瞬間移動の超能力ではないのではないか？　という疑念もあったが、飛べない超能力者のわたしは、暫しばらくもしない内に無能のレッテルを貼はられた。

　しかし、国はそんな出で来き損そこないの超能力者さえも有効活用しようとした。わたしは超能力者の軍事転用を目的に格闘術、射撃等の様々な訓練を課せられた。

　超能力者達の枠から外れてしまったわたしを、周囲は哀れんだ。

　それでもわたしは幸福だった。

　超能力者としては使い物にならなかった自分にも役割を与えられたことで、母子家庭でわたしを育ててくれた母に少しでも楽をさせてあげられると思ったからだ。

　わたしの訓練は超能力者としての公務であり、その給金は離れて暮らす母に届けられた。

　わたしは訓練に励んだ。

　母のためと思えば、苦ではなかった。

　だけど──。




　その日は、簡単な射撃訓練を受けていた。

　数メートル先の的に、拳けん銃じゆうで狙ねらいを付けて撃つ。簡単な訓練だ。特にその日は調子が良かった。一切外すこと無く、的の心臓部と頭部を的確に射抜いた。

　わたしは何発も何発も撃った。

　──的の中に、最愛の母が入れられているとも知らないで。

　的の中で、口を布で縛られ、目を開けたまま絶命している母を見た時は、まずそれが何なのか分からなかった。

　ただ息をしている感覚が無くなって……。

「ふっ、っくふっ。ふーっ、ふーっ、ふー……っ」

　息が吸えなくなった。

　何回も息を吸い込もうとしている内に、胸の辺りがギチギチと痛み出した。

　肺が膨らみ過ぎて痛い。息を吐き出さなきゃいけないのに、息が吸い込めないから息を吐き出せない。

　呼吸をしないと。呼吸を。呼吸──。

　──気が付くと、わたしは舌を噛かみ切きっていた。




　あとで知った話だが、母はわたしが軍事目的で利用されることに反対運動を起こしていたらしい。

　兵士としてのわたしを完成させるために、母は丁度良い犠牲者だったのだろう。

　恐らく母をわたしに殺させたであろう大人達が、舌の治療を終えたわたしに言った。

　わたしがこのまま死ねば、母の死は無駄になると。

　利用されているだけだと分かっていた。だけど、その通りだと思った。

　だからわたしは、人を殺すことにした。

　この世の中を良くするための殺しなら。

　この世の中を幸せにするための殺しなら。

　人を殺して構わない。

　そして目一杯この世の中を幸せに出で来きたなら。

　母の死も意味があったと思えるようになったなら。

　──わたしを殺そう。





　　　＊






　──ある一人を殺せば、世界は幸せになると教えられた。

　息を殺して夜の闇やみに潜る。心ここ地ちよく冷たい風が吹き抜けた。

　ここは昔ながらの家屋の残る、直径二キロメートル程の小さな島だ。超能力者の出現によって世界が便利になる中で、人々に捨てられてしまった離島。

　わたしは高台に在る廃はい墟きよの中に身を潜ませ、スコープ越しにターゲットの女を見た。

　停泊船の目の前に建った、ガラス張りの建物の中にその女は居た。

　女の風ふう貌ぼうは二十代の前半といったところか。

　仰あお向むけに横たわったその女は、癖のある長いブロンドの髪を床に広げて、エメラルド色に輝く瞳ひとみで真上を見上げていた。

　女の目線の先、ガラス張りの建物の天てん井じようには、無数の文字が浮かび、不規則に形を変えていた。

　あれが何を意味しているのかは分からないが、恐らくあの文字は何かの超能力だろう。

「殺す相手は、超能力者か……」

　特に感慨も無い。

　ライフルの引き金に指を掛ける。ターゲットまでの距離はおよそ百五十メートル。この距離なら、目視で撃っても外さない。

　女の頭を狙ねらって、引き金を引いた。

　薬やつ莢きようが跳ねる。放った弾丸はガラスに大きなヒビを作りながら、建物の中に飛び込んで行った。ガラス面のヒビ割れて出来たモザイクの向こうに、血の色が滲にじむ。

「当たった」

　ライフルをその場に置いたまま立ち上がる。

　瞬間移動を三回繰り返し、百五十メートル向こうの建物の中まで飛ぶ。

　ひび割れたガラスの向こうには、大きな血ち溜だまりが出来ていた。

　だが、女の死体が無い。

「逃げられた……？」

　だが、この出血量ならそう遠くへは行っていないだろう。

　どこかに転がっているはずの女の体を探して、周囲を見渡そうとした。その時、

「どちら様ですか？」

　気の抜けた声が背後から聞こえた。

「っつ！」

　咄とつ嗟さに脇わきに下げた拳けん銃じゆうを抜いた。

　振り返るよりも速く、銃口を背後に向ける。

「わっ」

　まるで水でも掛けられた様な間抜けな声。

　振り返ると、ターゲットの女が背後に立っていた。

　女が向けられた銃口に手を翳かざす。

　超能力の攻撃が来ると思ったわたしは、咄嗟に引き金を引いた。

　──キンッ。

　淡い虹にじ色に輝く透明な薄い膜が女の前に現れて、弾丸を阻はばんだ。

　残弾を撃ち尽くす。だが、その薄っぺらい膜には傷一つ付けられない。

「あなたの超能力は、バリア？」

　相手を警戒しながら、硝煙を上げる銃をホルスターに戻す。

「もしかして私を殺しに来た殺し屋さんですか？」

　緊張感がまるで無い様子で、バリアの向こうから女が問いかけてくる。

　殺し屋。

　そう呼ばれたのは初めてだった。

　だが、あながち間違いでもない。

　返答の代わりにナイフを抜くと、女はそれを肯定と受け取ったのか、サンタクロースを見つけた子供みたいにパッと表情が明るくなった。

「わぁ！　若い方だとは聞いてましたけど、こんなに可愛かわいらしい女の子だとは思いませんでした。でも、ごめんなさい、銃やナイフでは、私は殺せな……ぎ、……」

　語気を弾ませて話をしていた女の喉のどが、蚊の鳴くような音を上げた。

　女の喉元に、鋭利なナイフが深々と突つき刺さっていた。

　女はバリアの中で、完全な安全圏に居るつもりだったのだろう。

　信じられないものを見るような女の瞳ひとみが、こちらを見上げてくる。

　きっと彼女には、わたしが突如としてバリアの中に現れたことが予想外だったのだ。

「わたしも超能力者なの。と言っても、使えるのはたった五十メートルしか飛べない瞬間移動なんだけれど……。痛い思いをさせて、ごめんなさい」

　ナイフを引き抜く。

　噴水みたいに血を撒まき散ちらしながら、女の体がドサリと床に崩れ落ちた。

　血の水たまりが広がっていく。

「殺せた……うぷっ」

　込み上げてきた吐き気に、口元を押さえ、踵きびすを返す。

　死体に背を向けると、胃の中身を吐き出した。

「うっ……くっ、はぁ……」

　人を殺すのがこんなに気持ち悪いことだとは思わなった。

　吐き気が落ち着くと、無線機を取り出し、完了の報告を一方的に送りつける。

「終わった……」

　これで世界は幸せになるのだろうか。

　母の死に、意味を持たせることは出で来きただろうか。

　考えるのも、億劫だった。

　わたしは脇わきのホルスターから拳けん銃じゆうを抜くと、側頭部に当てて引き金を引いた。

　──カチッ。

「あ……」

　そういえば先程、全弾を撃ち尽くしていたのだった。

　我ながら間抜けだなぁと思いつつ、マガジンを差し替え、撃鉄を起こす。

　側頭部に押し当てる。

「これでようやく……」

　死ねる。

　引き金を引くのは、簡単だった。

「──危ないですよ」

　スッ──と、背後から手が伸びてきた。その手は今当まさにわたしの頭を撃ち抜こうとしていた銃身を鷲わし掴づかみにし、銃口を上に逸そらした。

　銃声。

「熱っ！」

　手が暴発した銃を投げ捨てる。

　振り返る。

　殺したはずの女が、そこに立っていた。

「なん……で……？」

　殺したはずだ。

　完全に殺したはずだ。

「鉄砲で遊ぶと、危ないんですよ。メッです」

　女の手におでこをペシンと叩たたかれる。

　女の首元がどす黒い血で汚れている。あの出血は夢ではない。だが、ナイフで切り裂いたはずの女の喉のど元もとから、完全に傷が消えていた。

「ふっ──」

　わたしは即座に足下に転がった拳けん銃じゆうを拾い上げると、銃口が女に向くのと同時に、狙ねらいも付けずに引き金を引いた。

　乱暴に引き金を引く。すぐに弾が切れた。

　真まっ赤かな血で汚れてしまった服の上からでは分かりにくいが、七発だ。七発の弾丸が彼女の腹部に、三発が四肢に命中していた。

　出血も確認できた。致命傷だ。

「っ……お腹なかより、手の方が痛いんですね……」

　苦しそうな声で女が言う。

　何な故ぜそんな他ひ人と事ごとの様にしていられるのか。

　女の余裕に底知れぬ不気味さを感じた。

　そして次の瞬間、目の前に光の粒が溢あふれた。

「何っ!?」

　超能力による攻撃を予測して、身構える。

　床、女の服、そしてわたしの持つ拳銃、女を囲む様々な物から光の粒が溢れだしてきた。

　そして生じた光は女の銃じゆう創そうに吸い込まれていく。

　すると、光を吸った痛々しい銃創が、スポンジケーキの様に膨らんだ。

　肉に押し出された銃弾が排出され、瞬またたく間まに女の傷が塞ふさがった。

　傷が、治っていた。

「これも……超能力なの……？」

　思わず呟つぶやいたが、違う。

　これはそんな生易しいものではない。

「違いますよ。私は不死なんです」

　わたしの疑問に、何でもないことのように答えた。

「どれだけ撃たれても、斬きられても、刺されても、焼かれても、潰つぶされても、溶かされても、私は絶対に死にません」

「死なない……って……？」

　彼女の言葉を反はん芻すうする。

「何なの……あなた……？」

「あれ？　ご存ぞん知じなかったんですか？」

　女が意外そうに目を丸くする。

　傷を癒いやす光の粒がフッと消えた。

　そして女は血で汚れた顔でニッコリと笑って、名乗った。

「私が──カミサマですよ」





　　　＊






　カミサマ──この世界には、そう呼ばれる超能力者がいる。

　この世界で最初に超能力者が現れたのは、わたしが生まれるよりもずっと前。

　超能力者は、突如として人類の中に生まれた。最初の一人は予知の力を持っていたと言われている。その予知の超能力者は、人類の明るい繁栄を予知した。

　そして後長い年月を経て、多くの超能力者が生まれ、彼かれ等らは社会の中で格別な存在として扱われるようになった。

　そしてそんな超能力者達の中でも、特別な存在──カミサマ。

　カミサマとは、一人一つずつしか持たないはずの超能力を無数に持つ超能力者の称号だ。誰がそう呼び出したか分からないが、そう呼ばれていた。

　カミサマは不死身だ。しかし、死んでもいいと思えるぐらい幸せになると死ぬ。

　カミサマが死ぬと人類の中から新しいカミサマが生まれる。

　新しいカミサマは、前のカミサマよりも使える超能力の数が多い。

　カミサマが死を繰り返すことで、人類の不可能は可能へと変わっていった。

　カミサマが死ねば死ぬ程、世界は人類にとってより幸せな形へと、進化していった。

「そして私が七人目のカミサマです。名前はまだありません。死んだ人を生きかえらせること、この世界の時間を戻すこと以外は、だいたいのことが出で来きると思います」

　机を挟はさんで向かいに座ったカミサマが、自身の特性について説明する。

　聞き及んでいたカミサマの情報と、彼女の説明はだいたい合致した。

「殺す相手が、カミサマだなんて……」

　最悪だった。

　七代目のカミサマについては、幾つか聞き及んでいた情報がある。

　人嫌いだとか、高飛車だとか、人類の繁栄に非協力的だとか。平均寿命が十五歳前後のカミサマの中で、特に長生きしているカミサマだとか。

　だけど、問題はそこではない。

　わたしには、カミサマを殺すことが出で来きない。

　それが問題だった。

「……何で殺すことが出来ないなんて思うんですか？」

「声に出ていた……？」

「いえ、心を読みました」

　いつの間にか、机の上でカミサマに手を握られていた。そういえば、相手の体に触れるだけで、心を読むことが出来る超能力があると聞いたことがある。

「わたしはあなたを殺しに来たの」

「ええ、知ってますよ。私が殺し屋さんに依頼をしたのですから」

「……え？」

「はい。私が誰か私を殺せる子を派遣してくれと頼みました。まさかガチガチの殺し屋さんが来るとは思ってもみませんでしたが……何なら、確認して頂いても結構です」

　耳を疑った。

　だが、嘘うそを吐ついている様子は無い。

「どうして、そんな事をするの……？」

「勿もち論ろん、私が死ぬことが大きく人類の幸せに貢献できるからです。私が死ねば、次に生まれてくるカミサマは私よりも優秀なカミサマですから。私の死には大きな意味が有るのです」

　そしてカミサマはあっけらかんと。

「殺し屋さん、どうか私を──幸せにして頂けませんか？」

「……」

　幸せにして。誰かにそんなことを言われるのは、初めてだった。

　たとえその本質的な意味が、「殺してくれ」であったとしても、わたしは思わず呆気にとられた。殺すのは、得意だ。

　だけど、

「無理よ」

　わたしは答える。

「わたしに出来る殺しは、撃つか刺すか爆発させるかだけ。誰かを幸せにすることなんて、わたしには出来ないわ……」

「何でそう思うんですか？　自分の頭を撃ち抜くことに比べたら、誰かを幸せにするのなんて、簡単じゃないですか」












　人類を幸せにするために生きて死ぬカミサマが言う。

　だけど、それは違うと思う。

　この世界を幸せだと思えるのは、本当に不幸になったことがない人間だけだ。

　盲目的に生きなければ、人は幸せになんかなれない。

　たとえそれが間違いであったとしても、そんな風に考えているわたしに──。

「そんな風に考えているあなたに、私を幸せにすることは出で来きない……ですか」

　少し低い声で、カミサマがわたしの心中を読み上げた。

「成る程。先程ご自身の頭を銃弾でぶち抜こうとなさったのは、私を殺せば死ぬおつもりだったんですね。それぐらいあなたはこの幸せな世界に絶望していたと。そうですか。ほほう。そうですか……」

　カミサマの声の端はし々ばしに怒りのような物を感じる。

　美人は怒ると怖いと言う。

　鼻筋の通った端正な顔のエメラルド色の瞳ひとみに見つめられて、わたしは思わずカミサマの手を振り払った。

「なるほどっ！」

　カミサマの声のトーンが急に上がった。

「超能力で幸福に満ちたこの世界で、自害を希望する方など初めて見ました。これは七代目カミサマである私に対する挑戦と受け取りましょう！」

　カミサマが立ち上がる。

　そして机の上に登って、高い所からビシッとわたしを指差した。

「──私があなたを幸せにしてあげます！」

「…………は？」

　わたしは目を丸くした。

「何に替えてもあなたを幸せにすると約束しましょう。それはもう、死ぬ気なんて起きなくなるぐらいの、スペシャルな幸せをプロデュースしてあげます！」

　幸せにしてくれと願ったカミサマが、今度はわたしを幸せにすると宣のたまった。

「どうしました黙りこんで？　もしかしてカミサマに『幸せにしてあげるよ』なんて甘い言葉を言われて、既に嬉うれしくなっちゃいましたか？　照れるぅー！」

　まるで新しいオモチャを手に入れた子供のように、カミサマがはしゃぐ。

　本当に変な人だと思った。

　でもこうして、幸せになれば死んでしまうカミサマと、幸せになれないと死んでしまうわたしの奇妙な共同生活は始まった。





　　　＊






　私がカミサマとして生まれておきながら、こんなにも長生きをしたのは死ぬのが怖かったからじゃありません。

　自分が生を受けたことに意味を見み出いだしたかったからです。

　先代のカミサマ達よりも使える超能力は多い私ですが、六代目のカミサマが出で来きる事と、私が出来る事はさして変わりません。

　もう既に、カミサマが死ぬ必要がないぐらい、私の超能力は人類にとっての完成形であったのです。人類は実現できる幸福をもう殆ほとんど実現してしまっていたのです。

　だから仮に私が幸せになって死んだとしても、人類の世界は変わらないでしょう。

　だから私は自分が何もしないで死んでしまうことが嫌でした。

　カミサマとして生まれた意味をずっと探していました。

　そして私は、彼女と出会いました。

　鉄砲の扱いが上じょう手ずな、黒髪ロングの小柄な女の子です。

　彼女はこの幸福な世界に生きながら、不幸を感じていました。

　それを知った時、私は胸が弾みました。

　彼女を幸福にしよう。

　そうすれば、私の人生にもきっと意味が生まれるから。

　──私は、何に代えても彼女を幸せにします。





　　　＊






　わたしにもカミサマを殺すという目的が、少なからず心の隅に残っていたことから、わたしは彼女の提案を受け入れた。

　隙すきがあれば、カミサマを幸せにして殺そう。

　でも、どんな隙を突つけば、人は幸せになれるのだろうか？




　初日の事だった。

　パリっとしたタキシードを着たカミサマが、調理台に向かって何かをしていた。

「……何をしているの？」

「見ての通りご飯を作っています。そして出で来きました。さぁ、召し上がって下さい」

「何であなたはわたしに食事を振る舞っているの？」

「幸せな毎日は、まず美お味いしい食事からです。毒なんか入っていないので安心して下さい」

「…………」

「はい、ちょっとそこー？　八宝菜をクンクンしないで下さぁーい？　変な物は入ってないって言ってるでしょー？」

「……一応確認するけど、わたしがあなたを殺しに来たってことは忘れていないのよね？」

「はい。何回も撃たれたことなら気にしていませんよ」

「……根に持つタイプ？」

「もう、疑うたぐり深ぶかいですね。何なら私が先に毒味をしましょうか？」

「あなたは毒では死なないんでしょう？」

「まぁ、毒が入っていたら入っていたで良いじゃないですか。あなたは死にたがっていたんでしょう？　その時はサクッと死ねて良かったね☆ですよ。殺し屋さん」

「変な名前で呼ばないで。でも、それもそうね……っつ」

「ちょ、何ですか？　口に含んだ途端にのたうち回るなんて!?　本当に毒が入っていたみたいじゃないですか。嫌がらせですか？　泣きますよ！」

「っ……っ、っ……。この料理……」

「お、お口に合いませんでしたか……？」

「熱いっ……！」

「はい？　…………それは出で来き立たての熱々が美お味いしいのですし……熱々ですよ？」

「熱いなら熱いって先に言って欲しかったわ……」

「湯気が出てる時点で気付いて下さい」

「常識みたいに言わないで」

「いえ、多分常識の範はん疇ちゆうだと思います」

「知らないわよ。温かい料理なんて、もう何年も口にしてなかったもの……」

「……。ふーふーして食べると熱くないですよ。食べさせてあげましょうか？」

「自分で食べられるわ……」

「そうですか……」

「…………それと……」

「何です？」

「味はとても美味しいと……思うわ」

「そうですか」

　カミサマが満足気に笑う。

　カミサマの鼻の下を真まっ赤かな鼻血が伝った。





　　　＊






　それから、わたしはカミサマと一緒に過ごした。

　暫しばらく様子を見て、どうやってもわたしにはカミサマを幸せに出来そうにないと思った。

　人がどうすれば喜ぶのかなんて分からないし、これ以上ここに居て分かるとも思えなかった。カミサマを殺すことを諦あきらめて、島を離れる決心はついていた。

　だけど、翌日も、翌々日も、温かいご飯が出てきたから、帰れなかった。

　そして遊ぶことを殆ほとんど知らないわたしに、カミサマは色々な事を教えてくれた。

　それらの日々は、本当に楽しかった。

　寝て、遊んで、食べて、寝て、……そんな生活。

　今までわたしが知らなかった事がいっぱいで。世界には美味しい物も、楽しいことも、優しい人もいるんだという事を教えてくれた。

　ずっと胸の中で蟠わだかまっていた気持ちの悪い何かが、徐々に消えていくのを感じていた。




　そんなある日のこと。

「今日きようはサバゲーをしましょう」

「構わないけれど……これっ。本物じゃない！」

「はい。私の銃も本物です。当たると殺し屋さんは死んでしまいますよ」

「そんな危ないことは……ちょっと、安全装置の外れた銃口は人に向けちゃ危な……」

　話の途中でカミサマが撃ってきた。

　瞬間移動で何とか躱したが、避けなければ当たっていた。

　背筋に冷たいものが這はう。

　島の雑木林の中に逃げ出したわたしをカミサマが追ってくる。

　その日は島中を戦地にして、本気で撃ち合った。

　勿もち論ろん、銃の扱いなら素人しろうとのカミサマに負けるわけがなかった。

　結果、カミサマが蜂はちの巣になるだけだった。しかし、彼女は驚異的な速さで技術を伸ばし、夕日が沈みかける頃には……。

「フリーズ！　……ホールドアップです」

　ニヒルな笑みで、わたしの背中に機関銃を向けていた。

「妙な素振りを見せないで下さい。瞬間移動を使おうとしてもダメですよ」

「……分かっていると思うけど、あたしは撃たれたら死ぬわよ……？」

「ええ、分かってますよ。今日は何回も撃たれて、死ぬほど痛かったですから。とりあえず、そのまま銃を捨てて両手を上げてこっちを向いて下さい」

　言われるがままに従う。

「懺ざん悔げの時間です。カミサマの前では正直に答えて下さいね。……第一問、あなたは私を何回撃ちましたか？」

「……八回よ。内、三回は確実に絶命させたわ」

「正直ですね。正直者だからって、金の斧おのと銀の斧が貰もらえると思ったら大間違いですよ？」

「鉛の弾丸を貰わないでいられるのであれば、何でも良いわ」

「でも、私ばっかり撃たれてるんですよ。ズルくないですか？」

「ズルくない！　そもそもわたしはあなたが本気で撃ってこなかったら、撃ち返すつもりなんて無かったのにっ……あなたが本気で殺しに来るから！」

「本気で撃たないと、ゲームやめよって言うじゃないですか！」

「当たり前じゃない！　撃たれたらわたしは死ぬのよ！」

「撃っていいのは撃たれる覚悟の有る奴やつだけです！」

「撃たれる覚悟が無いから、身を守るために必死だったの！」

「じゃあ……。今日きよう一日語尾に『ニャ』を付けて、私の事を『ご主人様』と呼ぶなら、サバゲーごっこは終わりにしてあげましょう」

「…………拒否すれば？」

「私は殺し屋さんを失った悲しみに、今晩枕まくらを濡ぬらすことになります」

「嫌なら撃たなければいいじゃない！」

「語尾に『ニャ』を忘れていますよ！」

「嫌なら撃たなければ良いニャ！」

「……よろしい」

　カミサマが銃を下ろす。

「まぁ、心配しなくても、撃った後で私が傷を治してあげるつもりだったんですけどね」

「一応は撃つつもりだったのニャ!?」

「はい、その通りです！」

「死んだらどうするニャ!?」

「ははっ。何ですか、その話し方。真剣な顔しているのにバカみたいです」

「あな……ご主人様がしろって言ったんでしょ！　ニャ！」

　わははははと、カミサマがとても嬉うれしそうに笑う。

　何がそんなに楽しいというのか。

「でも、良かったです」

　唐突にカミサマが言った。

「初めて会った時、死のうとしていたあなたが、自分の身を案じるようになってくれて、私は安心しました」

　カミサマの手が優しく頭を撫なでてくる。

　彼女の鼻の下に、ツッと赤い線が伝った。

　鼻血だ。

「……」

　そう言えば、いつの間にか死にたいという気持ちが消えていた。

　その事をカミサマは、心の底から喜んでくれている様子だった。

　彼女を見て不思議に思う。

「何であなたは、……わたしにそんなに優しくしてくれるの……？」

「ニャが抜けてますよ、ばか者が」

　カミサマがセミオートで機関銃をぶっ放した。

「うニャアアアアアア！」

　瞬間移動で何とか避けたが、変な悲鳴が出た。
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　それから何日かが経たった。

「小さいですねー。小さいですねー……」

　人の胸を触りながら、カミサマがそんな事を呟つぶやく。

「胸を触られているのに、何か感想とかないんですか？」

「触って楽しい物なの？」

「殺し屋さんが全然反応してくれないから、あんまり楽しくありません。もしかして胸を触られるのなんて朝飯前なんですか？」

「そんな事ないわ。胸を揉もまれたのは初めてよ」

「へぇ……」

　少し眠たいのか、カミサマが殆ほとんど取り合ってくれない。

「あと、わたしは殺し屋さんじゃない……」

「え？　何です」

「わたしの名前は──エルよ」

　カミサマがキョトンと目を丸くした。

「名前を教えてくれるということは……私に心を開いてくれたということですか？」

　そう聞かれると、気恥ずかしかった。

　カミサマはニマニマと笑っている。

　何だかその顔が少し腹立たしかったので、

「あなたのお陰で、最近は毎日が楽しいわ……」

　言ってやった。

「ありがとう、カミサマ。──わたしは幸せよ」

　カミサマがキョトンと目を丸くする。

　褒められていることに慣れていないのか、彼女の顔がみるみる赤くなった。

「……私も、エルが居てくれて最近、毎日が楽しいです……えっと……だから……」

　カミサマが頭を掻かく。

「どういたしまして。エル」

　カミサマが満足気ににっこり笑って鼻血を垂らす。

　楽しい日々が続いていた。





　　　＊






　エルを幸せにすることが出で来きました。

　きゃーっ。私、きゃ─────っ！

　何かを成し遂げるという事が、こんなにも心満たされることだとは思いませんでした。

　興奮しています。

　嬉うれし過ぎて、血が止まりません。

　心なしか胸も痛いです！

　私はエルを幸せに出来たことにとても満足していました。

　生きた証あかしをここに残せたと、実感していました。

　だけど、それは浅はかな私の勘違いで──。

　本質的なところで、私はエルを幸せになんて出来ていなかったんです。





　　　＊






　その日は突然訪れた。

　カミサマが鼻血を零こぼすことはよくあったのだが、最近はその頻度がだんだん増していることに、わたしが気付いた矢先の出来事だった。

　──カミサマが、血を吐いて倒れた。

　ふざけているのかと思った。だってカミサマが血を流すところなんて、日常茶飯時に見ていたから。だけど、カミサマの傷を癒いやす光の粒は一向に現れない。

　不思議に思ってカミサマの肩を揺する。血ち溜だまりに横たわる彼女があまりに冷たくて、心臓が口から飛び出そうなぐらい大きく跳ねた。

　幸せになると死ぬカミサマが、──幸せを感じて昏こん睡すいした。

　すぐさまカミサマの使用人達が現れて、血で汚れた彼女の体を丁寧に拭ふき、服を着替えさせ、島の北部にあった塔に彼女を寝かせた。

　部へ屋やの真ん中にベッドが置かれ、光沢のある美術品で彩いろどられた塔の中。柱にまで彫刻の彫り込まれたこの部屋は、カミサマが息を引き取る時のために用意された特別な場所だ。

　使用人達はせわしなく動きまわり、夜になる頃には祭が始まった。

　カミサマとわたしだけだったはずの島の中に多くの人が訪れた。カミサマの眠る寝室まで、人々が長蛇の列を成し、昏こん睡すいするカミサマの枕まくら元もとを参拝する。

　エルは眠るカミサマの傍かたわらにずっと居た。

「カミサマがお眠りになられた」

　カミサマが昏睡していることをありがたがるように、人々が手を合わせる。

　ありがたいに決まっている。だって、カミサマが死ねば、人々は幸せになるのだから。

　そう、カミサマが死ねば、人類は幸せになれる。

　なのにわたしは、胸が締め付けられるような不安に駆られていた。

　そして、三日後の夜。

「…………エル？」

　枕元に顔を埋うずめ、椅い子すに座った姿勢で眠っていたら、耳元でカミサマの声が聞こえた。

　頭を上げると、カミサマの瞳ひとみがエルを見て笑っていた。

「口の横、涎よだれが出てますよ」

　カミサマがいつもの笑え顔がおで軽口を叩たたく。その目にはどこか覇気が無い。

　すると、扉が開く音がして、スーツを着た初老の男が部へ屋やに現れた。

　恐らくカミサマが目覚めたことに周りも気付いたのだろう。

　男は笑顔の形で深く皺しわが刻まれた頬ほおを、更にしわくちゃにしながら笑って、温厚そうな声でカミサマに言った。

　あたかもそれがカミサマにとって良い事のように。

　あたかも世界がそれを良しとしているように。

　男はカミサマに言ったのだ。

「カミサマを更にお幸せにするために、我々に出で来きることは御座いませんか？」

　何でもしてやるから、──早く死ね、と。

　この世界の誰もが、彼女を幸せにしようとしていた。

　この世界の誰もが、カミサマを殺そうとしていた。

　──そんなこと、絶対に許さない。
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　久しぶりに銃の手入れをした。

　ここに来て、ろくに触らなかった装備の数々。人を殺すための道具の数々。

　組み上げた銃の引き金を引く。空砲が鳴る。

　わたしはカミサマを殺すために、ここに来た。

　この世界を少しでも良くするために、ここに来た。

　これからわたしがしようとしている事は、誰も幸せにしない。

　それでも──。

「お母かあさん……ごめんね……」

　この世界が彼女を殺そうとしていた。

「あの子の味方になってあげられるのは、わたし以外にいないから……」

　──わたしはカミサマを守ると決めた。




　準備を済ませて。その夜、決行した。

　カミサマの寝室に行き、「逃げよう？」と告げた。

　拒絶されても連れて行くつもりだったが、彼女は静かに頷うなずいた。

　彼女の手を引いて、島から出た。

　逃げるのは、思っていたよりも簡単だった。

　人の出入りが激しくなっていた島から、誰の目に触れることも無く逃げ出せた。

　大陸に着くと、カミサマを抱え、瞬間移動で進んでいく。

　暫しばらく進んだ先で空き家を探し出し、中へ。

　背中でずっと眠気を訴えていたカミサマをベッドに寝かせると、電気を消して台所へ向かい、食事の準備を始めた。

　水道はまだ通っていた。しかし、エルには缶詰を開けるぐらいの料理しか出で来きない。持参したコンロで、試しに缶詰の中身を温めてみた。

　味見をするとカミサマの料理が恋しくなった。

　彼女が元気になったら、きっとまた作ってもらおう。

　カミサマを呼びに行く。

　電気を点つけたのに、カミサマはピクリとも反応しなかった。

「食事の準備ができたわ」

「……ご飯ですか？」

　声を掛けるとカミサマの目が開いた。

　虚うつろな瞳ひとみが焦点を合わせないまま、部へ屋やの中を彷徨さまよう。

　最初は、まだ寝ぼけているのかと思った。

「エル？」

　起き上がったカミサマの手が、まるで暗くら闇やみで誰かを探しているかのように、宙を掻かいた。

「エル……どこですか？」

　瞳ひとみの焦点が、合わない。

「あなた、……目が…………」

「早く明かりを点つけて下さい」

　嗚お咽えつのように沸き上がってきた悲鳴を、何とか飲み込んだ。

「…………電気なんか点けたら、ここに人がいるのがバレちゃうじゃない……バカね……」

　それらしい理由を付ける。

「ああ、そうでした。……そういえば、今の私達は愛の逃避行の最中だったんですね……」

「わたしは夜目が利きくから、今日きようは食べさせてあげるわね……」

「あーんってしてくれるんですか？」

「ええ。ちゃんとフーフーもしてあげられるわ……。じゃあ、食事を持ってくるわね」

　これ以上彼女を見ていられなくて、踵きびすを返した。

「エル……」

　ドアノブに手を掛けた所で、カミサマが背後から言った。

「こういうのも、楽しいですね……」

　その言葉に、胸の中で何かが跳ねる。

　逃げるように部へ屋やを後にした。

　背中で扉を閉める。

「くっ……ひっく……」

　部屋を出た途端、涙が溢あふれだした。

　閉めた扉にもたれ掛かると、立ってられなくなって床に座り込んだ。

　ポロポロと涙を零こぼす瞼まぶたを乱暴に袖そでで拭ぬぐう。

「止まって……止まってよ……泣く資格なんかないの……」

　何が、彼女を守るだ。

　彼女の状況。

　知っていたルール。

　不死のカミサマを殺す唯一の手段。

　それは──彼女を幸せにすること。

　知っていた。知っていたし、少し考えれば分かった。

　だけど、分かりたくなかった。

「──彼女を幸せにしている殺そうとしているのは、……わたしじゃないっ」

　自分自身の愚かさに、自分で自分を殺してしまいたい。

　そう思った。

　逃げても、逃げなくても。

　何をしても、何もしなくても。

　きっとこのままじゃカミサマは死ぬ。

「わたしが、殺してしまう……」

　そう呟つぶやいたわたしの右手が、脇わきに掛けた冷たい拳けん銃じゆうに触れた。

　どうせ死にたがっていた命なのだ。

　彼女が死ぬのなら……、自分も死んでしまおうか……。

　カミサマと出会ってから、生きているのが楽しくなった。毎日眠ってしまうのが勿もつ体たい無なくて、目が覚めるのが楽しみで、彼女と過ごした毎日は、本当に楽しかった。

　そんな彼女がいなくなるなら、ここで彼女と一緒に果ててしまおうか。

　そう考えると、少しだけ気持ちが楽になった。

　彼女と生きた時間の終わりに、彼女と一緒に時を止めてしまう。

　きっとそれがわたしの幸せなのだ。

　死にたがっていたわたしをカミサマが変えてくれた。

　カミサマがわたしを救ってくれた。

　そこまで考えて、ようやく自分の成すべきことが分かった。

　今度はわたしがカミサマを救う番なのだ。

　涙を拭ぬぐう。

　わたしは立ち上がると、扉を開いて再び部へ屋やに戻った。

　その扉を開くのは、少しだけ怖かった。

　でも、もう迷わない。

　扉の開く音に、カミサマが反応した。

　目は見えなくなっても、まだ音は聞こえているらしい。

　カミサマに歩み寄る。

　わたしは身を乗り出すと、彼女を抱き締めた。

「…………エル？」

　一、二、…………三。

　三秒だけと。

　決めていた。

　何が起こったのか分からないといった様子で、カミサマが首を傾かしげる。

「わたしがあなたを守ってあげる」

　そしてわたしはニッコリ笑うと、自身の側頭部に銃口を突つき付けた。

　──自分の命と引き換えに、彼女を不幸にすると決めた。
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　カミサマはエルに抱きしめられていた。

　伸のし掛かかる彼女の体重。

　暗くら闇やみの中、重々しい部へ屋やの空気に嫌な気配を感じる。

　すると、

「ッ──」

　耳を劈つんざく破裂音が、耳元で鳴り響いた。

　伸し掛かっていたエルの体が、ビクリと揺れた。

　そして彼女の体から、生暖かい液体が伝ってくる。

　何だ、これは……？

「エル？」

　名前を呼び、彼女の体を揺する。

　返事の代わりに、彼女の体がダラリと垂れ下がり床に落ちた。

「っ……」

　錆さびた鉄みたいな匂においが鼻を突く。

　嫌な予感が頭をよぎった。

　満たされていた気持ちが不安へと変わっていく。

　そして、いつの間にか見えなくなっていた目が再生し、カミサマは視力を取り戻した。

「────」

　まず目に飛び込んできたのは、どす黒い赤。

　血液を撒まき散ちらしながら、エルの体が床に落ちていた。

　目の前で何が起こっているのか、すぐに理解できなかった。

　ただ一心不乱にエルに手を伸ばした。

　彼女の体を抱え上げると、すぐに傷を治した。

　瀕ひん死しの重症だったが、何とか間に合った。

　脳の修復は特に難しい。エルに後遺症が残らないよう祈りながら、彼女の傷を癒す。

　すぐにエルは意識を取り戻した。

「何してるんですか。危ないじゃないですか……エル」

　胸を撫なで下おろす。

　しかし、エルはこちらを見て。

「失敗」

　と、困ったような笑え顔がおで呟つぶやいて。

　銃声が再び鳴り響いた。

　腕の中で、再びエルが自分の頭を銃弾で弾はじき飛とばした。

　その後、何度彼女の傷を癒しても、エルは自ら命を絶った。

　腕の中で何度も、エルが絶命した。

　彼女を殺してしまう銃を奪いたかった。だけど、彼女の傷が深すぎる。傷を癒すことから手が離せなかった。

　何度も彼女を癒いやす内、何度も彼女が死ぬのを見る内、訳が分からなくなってきて。

「────────」

　何を叫んだのかは、分からない。思わず声を張り上げて、喉のどが嗄かれるまで何かを叫んだ。




　──そして、カミサマは世界の時間を止めた。




　複数の超能力を使った合わせ技だ。止まった時間の中で動けるのはカミサマだけだ。

　銃を砕いて、エルの体を地面に横たえた。

　エルの頭を膝ひざの上に乗せて、眠るように瞳ひとみを閉じたままの彼女の顔を覗のぞき込こむ。

「幸せ……だったんですよね……？」

　自分はエルを幸せに出で来きているつもりだった。エルも「幸せだ」と言ってくれた。

　あの言葉が嘘うそだったとは思わない。

　では、何な故ぜ……今更になって、エルは命を絶とうとしたのだろうか？

　エルに触れる。

　心を読む力で、エルの記憶を探った。

　そして──、

「っつ──！」

　カミサマはエルの過去を知ってしまった。

　直向ひたむきにこの世界が幸福であると信じていたエルが、誰かの都合で裏切られた過去。最愛の母を撃ち殺してしまった幼いエルの絶望が、感情ごとカミサマの中に流れ込んでくる。

「何ですか、これ……？」

　カミサマ達が作った幸せな世界の中に、こんな絶望が有るなんて知らなかった。

　あまりの醜悪さに直視する事が出で来きず、エルから手を離す。

　催した吐き気を何とか飲み込んだ。

「この世界は……幸せな世界なんかじゃなかった……」

　頭を抱えた。

　何だこの醜い世界は──。

　自分が死ねば、エルはまたこんな世界に帰らざるを得ないと言うのか。

「こんな世界で……エルが幸せになれるはずなんてない……」

　この世界を人類にとって幸せにするために生きるカミサマは嘆く。

「私は……エルを幸せに出来ていなかったんですね……」

　エルを幸せにすると口にしながら、彼女の本質に触れてこなかった自分を責めた。

「どうすれば私は──」

　嘆くようにカミサマが訴える。

「どうすれば、私は──エルを幸せに出来ますか？」

　エルが返事をしてくれることはない。

　止まった時間の中で、カミサマは考える。

　あんなに幸せに形作った世界の中で、エルは不幸だった。これから先、どれだけこの世界を幸せに形作ったところで、不安が残る。

　いつかまたエルにあんな絶望が降り掛かるのではないかと思うと、恐ろしくなる。

　ずっと自分がエルの側そばに居て、彼女を守ってあげたかった。だけど、カミサマは短命だ。きっといつかまた自分は、今日きようの様に死に掛ける。

　そして今度こそ、死んでしまうかもしれない。

「私が死んだら……誰がエルを守るんですか……？」

　このまま時間を進めるのが怖くなった。

　無限に止まった時間の中でカミサマは考えた。

　どうすればエルを幸せに出来るのか。

　思いつかない。

　どうすれば、この世界をエルにとって幸せな物に出来る──？

　どんなに考えても不安になった。

　自分が死んだ後で、一人残されたエルが不幸になってしまったらという疑念が振り払えない。

　どうやったってこの世界じゃ、エルは幸せになれない。

「そうだ」

　そして唐突に、思いついた。

「異世界を作ろう」

　この世界を模倣した異世界を作る。

　その世界は、誰もがエルを幸せにしようと努める。エルにとって幸せな異世界だ。

　その異世界にエルを放ほうり込めば、彼女は永遠に幸せでいられる。

「まずはエルに似せた存在を作って、それを使ってエルがその異世界で本当に幸せになれるのかをシミュレートします」

　自身の超能力を最大限に駆使して、異世界を作った。

　自分が作った異世界の中でなら、何もかもを思い通りに出で来きる。

　皆がこぞってエルを幸せにするように、彼女にはカミサマになってもらおう。

　自分と同じ、幸せになると死ぬカミサマだ。

　人々には自分の持つ超能力を分け与え、あたかもその世界に自分が存在しているような状況を作り出した。

「シミュレートの開始は、精神が大きく成長する第二次成長期の辺りが良さそうですね。ある日突然カミサマに選ばれて、皆に幸せにして貰う。……うーん。この設定では周りの反感を買う可能性もありますね……そうだ！」

　すぐに思いついた。

「カミサマではなく、エルはイケニエということにしましょう。そして、超能力者には特に頑張ってもらうために、もうひとつルールを付け加えます」

　エルを幸せに出来なかった時、超能力者達は死んでしまうというルールを。

「では、何をもって幸せに出来なかったと判断しましょうか……」

　そうだ。制限時間を設けよう。

　エルの十八歳の誕生日までが制限時間だ。

　エルが十八歳の誕生日を迎えるまでに幸せになれなければ、超能力を与えられた人類に死んでもらう。

　これならエルを幸せに出来るかもしれない。

　そう思うと、少しだけ胸がワクワクした。

　数億年の内に異世界は出来上がり、エルそっくりのエルという名前の女の子が、その異世界に生まれた。

　そして彼女が十二歳を迎える。

　準備は整った。この世界ではエルは目一杯幸せになるんだ。

「その始まりの福音を鳴らす私が、暗い顔をしていてはいけませんね」

　瞳ひとみの中の悲ひ愴そうを隠すため、目元を仮面で隠した。

　そして、異世界の全人類の夢の中にカミサマが現れる。

　楽しく、陽気に、ニッコリ笑って。

　──カミサマは言った。

「それでは皆さま──精一杯彼女のことを、幸せにして下さいぶっ殺して下さい」

　夢から覚めた異世界のエルと、今も膝ひざの上で眠るエル、二人を見つめる。

「エル──きっと私が……」




　私が──幸せにしてあげますからね。






　　　プロローグⅢ









　エルはあたしの親友だ。幼い頃から家が近所で、親のいないあたしはよくエルの家に世話になっており、物心付く頃には、姉妹みたいな関係になっていた。どっちが姉でどっちが妹かという話で、喧けん嘩かになるぐらいには、仲の良い二人だった。

　ある日、おかしな夢を見た。

　カミサマを名乗るタキシードの女が、人類を救済すると言って、エルをイケニエに選んでしまう夢だ。

　胸むな糞くそ悪い夢だった。

　だけど、夢は夢だと思った。

　翌日も、そのまた翌週も、平凡な世界は何も変わらなかったから。




　しかし、それは束つかの間まの平凡だった。

　ある朝目が覚めると、枕まくら元もとに見覚えの無いクマのヌイグルミが座っていた。

　これは自分の作り出した物だ。何な故ぜかすぐに分かった。

　目線を虚こ空くうに向ける。

　何も無い空間から、クマのヌイグルミが現れた。あたしが出現させた。

　ふよふよと宙に浮かぶそれが、ジッとこちらを見つめてくる。それがあたしからの命令を待っているのだと、直感的に分かった。

　まるで指を動かすように、クマのヌイグルミを出現させ、思いのままに操ることが出で来きた。

「これが、超能力なのか……？」

　思わず口にして恐ろしくなる。

　エルがイケニエに選ばれたあの夢が、現実になってしまった気がしたからだ。

　そしてあたしは、超能力者に選ばれてしまった。

　あの夢が真実だったとするならば、生き残れるのはイケニエか超能力者どちらかだけだ。エルかあたしのどちらかだけだ。

　そうなれば、あたしはもうエルと一緒には居られない。

　だからあの夢を現実だと認めたくなかった。

　だからあたしは、周りが超能力に目覚めていく中で、「何も出来ない」と言って、超能力を隠し続けた。

　だけど、見て見ぬふりをしても世界は変わらない。

　エルが刺された。

　刺した男はすぐに捕まり、エルは無事だった。

　特番のニュースがエルの事件を取り上げる。

　エルが刺された現場はたまたま撮影されていた。その映像がテレビで繰り返し流される。

　刺されて切られて、血を吹き出しながらエルが倒れる。そして彼女の傷を癒いやす光の粒が溢あふれ、次の瞬間には何事も無かったかのようにエルが起き上がる。

　エルは夢の通り、不死のイケニエになっていた。

『イケニエの少女が幸せになれなければ、超能力に目覚めた子供達は皆死んでしまう』

　その光景を観みた大人達の反応がそれだった。

　あたしの親友が刺され、死にそうなぐらい血を吹き出して倒れる姿を見て、世界が口にした感想がそれだった。

　夕方からどのチャンネルでも、エルの事件の話ばかりをやっていた。

　テレビの中で、何度も何度もエルが血を流して死んでいく。

　なのに、世界はエルの痛みを思いやるどころか、彼女に「死ね幸せになれ」と言う。

　世界中の誰もがエルの死幸せを望んでいた。

「あの子が、……何したって言うんだよ……」

　エルは悪い事なんてしていない。

　なのに世間はエルを殺そうとする。

　どうしてだ？　──そうしないと、超能力者が死んでしまうからだ。

　クマのヌイグルミが視界に入った。

　そうだ。今は、あたしも超能力者になってしまっていた。

　エルが幸せになれなければ、あたしは死んでしまうかもしれない。

　そう思うと、急に怖くなった。

　先刻まで胸に湧わいていた憤いきどおりも忘れて、あたしは一人、声を殺して泣いた。

　ただただ死ぬのが怖かった。

　だから、心の中でエルに謝りながら、メソメソ泣いて事態が収束するのを待った。

　頭の片隅に「エルは死ぬんじゃない。幸せになるんだ」そんな言い訳があった。

　──あたしは、卑ひ怯きよう者ものだ。




　世界の全すべてがエルを幸せにしようとしていた訳ではない。

　たった一人、それを望んでいない人がいた。

　エルの母親だ。

　彼女はエルを家に閉じ込め、エルを幸せにしようとする全ての人から彼女を遠ざけた。

　その事を快く思わない人もいたが、あたしはそうは思わなかった。親のいないあたしには、エルの境遇が決して不幸な事ではないと分かったからだ。

　きっとエルは最愛の母の側そばで幸せに暮らしているのだろう。

　幸せに暮らし、エルは死んでしまうかもしれないけれど、それはエルが幸せだったということなのだ。なら、それでいいじゃないか。

　そう自分に言い聞かせていたある日の事だった。

　エルの家から悲鳴が聞こえた。

　すぐにエルの声だと分かった。

　考えるよりも先に体が動いた。

　あたしはすぐにエルの家に向かった。命惜しさにエルを見捨てたにもかかわらず、ただただ無心にエルのもとに駆けつけた。

　そこで見たのは、首を吊つって死んでいたエルの母親と、その亡なき骸がらの前で声を上げて泣くエルの姿だった。

　久しぶりに見たエルは、ボロボロだった。

　恐らく暴あばれたのだろう。散乱した家具の破片が皮膚に突つき刺さり、血が沢山出ていた。

　エルが刺された時、テレビの中で見た光の粒が溢あふれだして、エルの傷口に吸い込まれていく。綺き麗れいな光だった。でも、その光は優しくはない。

　そして、あたしはようやく自分の愚かしさに気付いた。

「何が……幸せになれるなら死んでも良い……だよ……」

　幸せになれば死んでしまう。

「そんな状況で……あの子が、──幸せになれるわけがないじゃないか」

　彼女が受けた痛みを思うと、体が震えた。

　何もしてこなかった事を後悔した。

　代われるものなら、代わってあげたい。この時は、心の底からそう思った。

　何でエルがこんな目に合わなければいけないのだ。

　運命を司つかさどる誰かを呪のろった。

　眩まばゆい光に包まれて、ボロボロに傷ついたエルが、たった一人で泣いていた。

　誰もに幸せを望まれているはずなのに、超能力で幸せになったこの世界で、たった一人、エルだけが不幸になっていた。




　翌朝、エルを超能力者達が迎えに来た。

　超能力者達に連れて行かれた先で、エルは幸せになるために頑張っていた。

　幸せになろうとしていた。

　目を見れば分かる。超能力者かエルか、どちらかしか選べない状況で、エルは自分の命より超能力者を選んだのだ。

　──エルは、自分の命よりあたしの命を選んでくれたのだ。

　世界中が、エル自身さえもが、彼女の『幸せ』を望んでいた。

　エルを幸せにしようとしていた。

　許すものか……。絶対に許すものか……。

　死ぬのは怖かった。

　だけど、こんな状況で彼女を死なせてしまいたく幸せにしたくなかった。

　だからあたしは、あたしのために命を懸けてくれたエルのために、あたしも命を懸けると決めた。

「あたしは絶対にエルが幸せになることを許さない」

　エルを幸せになんか、させない。

　声に出して叫んだ。

　だが、あたし一人の声なんて、誰にも届かない。

　だから暴力に訴えた。

　斧おのを持つクマのヌイグルミを操って、街を襲った。

　関係ない人々を襲い、皆の街を、誰かの家を、壊した。

　明らかに超能力で動いているクマのヌイグルミが、テロにも似た破壊活動を行っている。

　あたしの思おも惑わく通り、すぐに大人達は超能力の危険性について議論を始めた。

　あたしは超能力の危険性を思い知らせるため、破壊活動を続けた。

　メディアは煽あおる。

　大人達でも持て余すような銃よりも強大な力を、不特定多数の未熟な子供達が持ってしまっているという危険性は計り知れない。もしも普通の人類が超能力者達と戦うとなれば、きっと総力戦になるだろう。

　しかし、そんな危険な超能力者達を根絶やしにしてしまえる方法がある。

　十八歳の誕生日まで、エルを幸せにしないことだ。

　クマのヌイグルミを操る超能力者あたしは、すぐに悪のレッテルを貼はられた。

　大切な物を壊された人々は口々にクマのヌイグルミを操る超能力者あたしを罵ののしった。

　それで良い。

　見え透いた悪に釣られろ。疑心暗鬼に囚とらわれろ。本質を見失え。

　どうせあたしは二億人を超える超能力者を、これから殺してしまおうという大罪人だ。何と言われても構わない。

　あたしは悪人で構わない。

　だから、エルを──。

『イケニエの少女を幸せにさせるな』

　誰かが言った。

　その言葉が、「超能力者を殺せ」という悪意に満ちていたことぐらい分かった。

　そうなるように仕向けたのは、あたしなのだから。

　だけど、

　それでも、

　──この世界で、ようやく誰かがエルに「生きろ」と言ってくれた。

「……ははっ」

　思わず笑みが溢あふれる。

　こんな薄汚い言葉が、嬉うれしくて嬉しくて仕方がなかった。




　たとえその結果、あたしが死ぬことになったって。

　──絶対にエルを幸せになんかさせない死なせやしない。

　あたしが、エルを守るんだ。






　　　四章　イケニエ少女の秘密









　エルが死んだ。

　少々ひょうきん者という部分も含め、平凡な男子高校生である高たか松まつ裕ユタカは、何の前触れも無く異世界なんかに迷い込んで、瞬間移動の超能力に目覚めた。

　たったの五十メートルしか飛べない、へなちょこの瞬間移動だ。

　クマのヌイグルミと戦う同い年の女の子、エルと出会った。

　そして一緒にクマのヌイグルミと戦って、裕を庇かばってエルは死んだ。

　エルが死んだ。

　双そう眸ぼうを開く。

　埃ほこりの積もったフローリングの床の上に、うつ伏せに転がった状態で、裕は目を覚ました。

　大窓から差し込む月明かりが、照明の無い室内をこうこうと照らしている。

　ここはどこなのだろう？

　もしかしたら、さっきまでの出で来き事ごとは全すべて夢だったのだろうか？

　瞼まぶたの裏に、爆発に包まれて消えてしまったエルの姿が浮かび上がる。

　全すべてが夢だったら良かったのにと思う。

　窓の外に、異世界特有の双子の月が見えた。

　何もかも、夢じゃなかった。

　変な異世界に迷い込んだのも、超能力者に出会ったのも……幸せにすると約束した少女──エルが、死んでしまったのも。

「どこだよ……ここ？」

　考えを断ち切るように、口にした。

　クマのヌイグルミに連れ去られ、またしても意識を失った裕ユタカは、気が付くとここに居た。

「気がついたみたいだな」

　不意に声を掛けられる。

　声の方向に向く。

　半開きの扉の向こうに、キャスケットを被かぶった女の子が半身を覗のぞかせていた。

　低い身長に、猫みたいな瞳ひとみと、腰まで伸びた燃えるように赤い癖っ毛。

　間違いない。クマのヌイグルミが蔓延はびこっていた超能力者の街で、一人逃げ遅れていた小学生ぐらいの女の子だ。

　ああ、そうか。彼女は無事だったのか。

「……怪け我がしてないか？」

　そう聞くのが精一杯だった。

　クマのヌイグルミに連れ去られ、女の子を含めた自分達の身の安全が保証されているというわけでもないのに、裕の心はエルが死んでしまった事に囚とらわれていた。

　頭の中で何度も、空中で消し飛んでしまったエルの姿が思い浮かぶ。

　裕を助けようとして、彼女は死んだのだ。

「っ……」

　唇が震えた。

　目の前の女の子に感情を悟られないように唇を噛かむ。

　感情を表に出すな。目の前の女の子を不安にさせるだけだ。いつも前向きなだけが、自分の取り柄じゃなかったのか。

　言い聞かせた。

　そんな裕を静かに見下ろしたまま、キャスケットの女の子は言った。

「何か勘違いしてるみたいだから、教えてやるよ」

　吐き捨てるような、冷たい声音だった。

「はじめまして、超能力者。あたしの名前はカレン──」

　カレンと名乗った女の子の手から、ドアノブが滑り、慣性の力でゆっくりと扉が開いていく。

　開き切ったドアの向こう。彼女の足下に、まるで彼女に寄り添うようにして、一匹のクマのヌイグルミが佇たたずんでいた。




「──あたしが、クマのヌイグルミを操る超能力者だ」




　何を言われているのか、分からなかった。

　何度も瞬まばたきをして、カレンという女の子を見上げる。

　彼女は、クマのヌイグルミを操る超能力者と名乗った。

　カレンの猫のような瞳ひとみが裕ユタカを見下ろしていた。

「今からあたしの質問に答えろ。正直に答えたら生かしてやるなんて、中途半端なことは言わない。何を答えても、お前を生きて帰さない。だから、嘘うそを吐つきたけりゃ吐けばいいし、正直に答えたければ正直に答えろ」

　カレンが部へ屋やの中に入ってきた。

　付き従っていたクマのヌイグルミが、彼女の背後で扉を閉める。

　音を立てて扉が閉まった。

「何で、超能力者がエルの傍そばにいる？」

「……」

　裕はただ呆ほうけた顔でカレンを見上げていた。

　無言の裕を見下ろすカレンが、指を鳴らす。

　すると突然、足下のクマのヌイグルミが裕に飛び掛かった。

　モコモコの腕が顔面を殴おう打だする。

　痛くはないが勢いがあった。

　口の内側が歯に当たって、血の味がした。

「人生最後のお喋しやべりなんだ。せめて何か言ったらどうだ？」

　彼女がクマのヌイグルミを操っていた。

　クマのヌイグルミが暴れる街で、エルの命と引き換えに守ったはずの被害者が、実はクマのヌイグルミを操っている超能力者だった。

　理解は出で来きた。

　でも、それじゃあエルは……。

「あいつは……無駄死にだったのか……？」

　全身から力が抜けていく。

　その様子を見たカレンが、クハッと破顔した。

「はっ、友達でもクマのヌイグルミに殺されたのか？」

　嘲ちよう笑しようするカレンを、思わず裕ユタカは睨にらみつけた。

　だが……。

「被害者面してんじゃねぇぞ、超能力者」

　裕の怒りを凌りよう駕がするような確かな憎悪を持って、カレンが裕を睨み返した。

　そして、忌々しいものを吐き捨てるように。

「お前達はエルを殺そうとしているくせにっ……」

　静かな声。

　だけどその声は、確かな怒気を孕はらんでいた。

　思わず裕が唇を結ぶ。

　カレンの怒気に気け圧おされたわけではない。唇を噛かみ締しめなければ、彼女の言葉に触発された怒りが、今にも口から溢あふれてきそうだった。

「エルを殺す、だ……？」

　いつの間にか、拳こぶしを握り締めていた。

「エルを殺したのは、お前だろうがっ！」

　裕は相手が小柄な女の子であることも忘れて、カレンに飛びかかった。

　カレンの足元に控えていたクマのヌイグルミが即座に反応して、裕に体当たりを食くらわせてくる。

　その外見からは想像が出で来きないぐらいクマのヌイグルミの力は強く、カレンに伸ばした裕の手は空を掴つかみ、裕は後ろ向きに倒された。

　裕は床に押さえつけられながら、それでも死に物狂いでカレンに手を伸ばしていた。

　カレンが鼻を鳴らす。

「何を言うのかと思えば、あたしがエルを殺しただと？」

「そうだよ！　クマのヌイグルミに、エルは殺された。あいつらを巻き込んで、自爆して……」

　裕を庇かばって、エルは死んだ。

「お前がっ、エルを殺したんだ……！」

　クマのヌイグルミを振りほどけないまま、地に伏した裕が叫んだ。

　どれだけ吠えても、クマのヌイグルミ一匹振ふり解ほどけない。

「さっきから何を言ってるんだ？　クマのヌイグルミがエルを殺せるわけがないだろう？」

　風に窓が鳴る。

「──エルは死んでなんかいない」

　月は雲に隠れ、室内に暗くら闇やみが滲にじむ。

「エルは死んでなんかいない。死なせるもんか……。あたしは絶対にあの子を死なせたりなんかしない。テメェ……白しらを切るのも大概にしろ」

　そして、カレンは怨えん恨こんを込めた呪じゆ詛そでも吐き出すように。

「エルを殺そうとしているのは、お前たち超能力者だろうが」

　と、言った。

　何を言われたのだろうか？

　意味が分からない。

　だけど目の前のクマのヌイグルミを操る超能力者は、確かに言った。

「エルが……生きてる？」

　そんなはずはない。

　裕ユタカは目の前でエルが跡形も無く消し飛ぶのを見たのだ。

　そう、生きているはずがない。

　だけど裕はすがるように、カレンを見上げていた。

　たとえどんなに信じられないような話でも、たとえ仇かたきの言葉でも、エルが生きているという可能性があるのなら、その言葉を信じたかった。

「どうも話が噛かみ合わねぇ」

　カレンが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「もしかして、お前……何も知らないのか？」

「何もって……何がだよ……？」

　完全に毒気を抜かれてしまった裕が、弱々しく呟つぶやく。

『何も知らない』──エルにも、リタやアガサにも言われた言葉だ。

「成る程……。どういう訳だか知らないが、お前は超能力者のくせに、この世界のルールを何も分かってない奴やつだったのか。それなら、あの子の傍そばに超能力者が居るのも納得だ」

　カレンが歩み寄ってくる。

　そして、床に伏す裕の真横で足を止めた。

「余計質たちが悪いっての」

「痛っ」

　カレンが裕の前髪を掴つかんで、強引に頭を引き上げた。

「宣言通りあたしはお前を殺す。何で殺されるのか知りたいってんなら、冥めい土どの土産みやげに聞かせてやるよ。選べ、超能力者」

　困惑する裕ユタカの瞳ひとみがカレンを見上げる。

　それでも裕は、エルが生きている可能性について聞きたかった。

「ああ、そうかよ」

　呆あきれたような声で言って、カレンが裕の髪を放す。

　裕はクマのヌイグルミに引き上げられ、強引に床の上に座らせられた。

「教えてやるよ。何でエルが生きているって言えるのか。超能力者が何をしようとしているのか。そして……このままじゃ、お前がエルを殺すことになる理由を教えてやる」

「俺が、エルを殺すだと？」

「そうだ。だからお前は、あたしに殺される」

「そんなはずないだろう」

　裕は断言した。

　しかし、カレンが首を横に振る。

「訳が分からないだろうな。あたし達だって何でこうなっちまったのか分かってないんだ。だけど、このままじゃお前は必ずエルを殺すことになる」

　風が止やむ。

「ある日、あたし達の夢の中に、カミサマが現れて言ったんだ。イケニエに選ばれた少女を一人殺す代わりに、超能力を与えて人類を救ってやるってな。そしてあたし達は試しに超能力を与えられた」

　そう言うと、カレンは空中に手をかざした。

　何もない空間にクマのヌイグルミが現れてフヨフヨと宙を浮遊し始める。

「与えられたのがこの超能力だった。全人類の中でイケニエの少女と同じ年度に生まれた人間なら、国文化性別宗教地域を問わず、誰でも何かしらの超能力が使えるようになった。

　そして、超能力を与えられた超能力者は、カミサマの命令に従ってイケニエに選ばれた少女を……、エルを殺そうとしている」

「待ってくれ」

　カレンの話を、裕が制した。

　彼女の言葉が、裕にはまるで理解できない。

「超能力者がエルを殺そうとしている？　そんなはずはないだろ。だって、あいつらの目的は、クマのヌイグルミと戦い続けているエルを保護する事で……」

「保護して、その後、幸せにするんだろ？」

「……」

「エルが傷を負ったところを見たことがあるか？　あの子は、肉体的な損傷であれば、どんな傷でも治すことが出で来きる。たとえ全身を粉々に吹き飛ばされたって、死んだりなんかしない」

「死んだりなんかしない？　それじゃまるで不死身みたいじゃないか」

「不死なんだよ。カミサマによって、エルは死なない体にされちまったんだ」

　それこそ矛盾していた。

「何でカミサマがそんな事をするんだよ？　だって、エルがイケニエだとすれば、カミサマにとっては、エルは……」

　死んでもらわなければいけない存在のはずだ。

「ああ、そうだよ」

　カレンが肯定した。

「エルがイケニエに選ばれた時点で、カミサマはあの子を不死にした。……死なないイケニエの少女を殺す方法をたった一つ、提示した上でな」

　イケニエの少女を殺す方法はただ一つ。

「──幸せにすることだ」

　カレンが言った。

「あの子は幸せを感じる度、体を蝕むしばまれ血を流す。最初は小さな鼻血が出る程度だ。だけど、そのまま放置すればいずれは血を吐いて倒れ、昏こん睡すいする。そして多分、その後は……」

　言いかけたカレンが口を噤つぐむ。

「お前の前で、あの子が血を流すことは無かったのか？　特にあの子が楽しそうに、嬉うれしそうにしている時に、だ」

　言われて、裕ユタカの心臓が跳ねた。

　思えば、エルは笑え顔がおの後に鼻血を流すことが多かった。

　彼女が血を吐いて倒れたのも、彼女を喜ばせようと裕がケーキを用意した後だ。

『エルを幸せにしてほしい』

　超能力者であるリタとアガサに、そしてエル自身に願われたことだった。

　それを実現するために、裕は出来る限りのことをしていた。そして裕とエルの仲が近づく度、裕がエルを喜ばせる度、彼女は真まっ赤かな血を流していた。

　幸せになれば、エルは死ぬ──突拍子も無い話だった。

　だけど、その話を肯定すれば、辻つじ褄つまが合う事実があった。

「あの子は生きてる。外傷を与えるだけじゃ、どうやったってエルは殺せない」

　カレンが言う。

「……俺が、エルを殺しかけていたのか……？」

　言葉にして、背筋に冷たいものが這はった。

「嘘うそだろ……」

「嘘じゃない」

「だって、おかしいじゃないか」

　裕ユタカが首を振る。

「俺にエルを『幸せにしろ』って頼んできた超能力者は、いくら超能力を与えてもらったからって、何の罪も無い女の子が死ぬのをよしとするような……そんな奴やつらじゃない。……だいたい何よりもまず、俺はエル自身に頼まれたんだ。『幸せにしてくれ』って。あんたの言うとおりだとすれば、エルは……」

　裕に対し、『殺してくれ』と口にした事になる。

「あいつはちょっとズレてたところはあるけど、自殺するような奴じゃない。イケニエに選ばれたからって、自ら命を絶つような真ま似ねあいつがするわけ……」

「命が懸かってたらどうだ？」

　カレンはキャスケットを脱いでいる。

「言っただろ。あたし達は試しに超能力を与えられたって」

　脱いだキャスケットを胸に抱えると、カレンは虚こ空くうを見つめて言った。

「エルが十八歳の誕生日までに死ねなかったら幸せになれなかったら、あたし達超能力者は、死んじまうんだよ」

「……」

　天てん井じようから暗くら闇やみが重く伸のし掛かかってくる。

「嘘だ……」

　頭を抱えた。

　突つきつけられた事実を否定できる要素を探した。

「じゃあ、何で……クマのヌイグルミは人を襲うんだよ……」

「エルを守るためだ」

「それこそ矛盾してる」

「矛盾なんかしてない」

　カレンが首を横に振る。

「あたしは、エルを殺そうとするこの世界に『エルを死なせてはならない』と思わせたかった。

　だから、自分達に有益だと思っていた超能力者が、本当は人類の敵になるかもしれない存在だったって事を教えてやったのさ。明らかに超能力で動いているクマのヌイグルミが街を破壊すれば、人々は思う。『超能力者は危険な存在なんじゃないか』ってな。

　世界人口の約二％が超能力者だって言われてる。だけど、超常的な超能力を操るあたし達を相手に、残りの九十八％が戦争をふっかけりゃ、どっちもただじゃ済まない。だけどそんな超能力者を、一瞬で根絶やしに出で来きてしまう方法がある……」

　抱えたキャスケットにシワが寄る。

「エルの十八歳の誕生日タイムリミツトまで、エルを幸せにしない死なせないことだ」

　窓の外から再び月明かりが差して、カレンの横顔に差し込む。

「クマのヌイグルミで街を襲ってやったら、すぐに過激な連中が声を上げたよ。『イケニエの少女を殺させるな幸せにさせるな』ってな」

　カレンが感情を隠すように、目を閉じた。

「その言葉は、『超能力者を殺せ』っていう悪意に満ちていたのなんて、すぐ分かった。だけど、あたしはその言葉が嬉うれしかった。エルを殺そうとしていたはずのこの世界が──」

　カレンが瞳ひとみを開く。

「──エルに死ぬなと言ってくれたことが、嬉しくて嬉しくて仕方がなかった」

　月明かりに照らされたカレンが、心の底から嬉しそうな顔で、笑った。

「超能力者以外の人間が、エルに関かかわろうとしているのを見たことがあるか？　関わりたくないのさ。大人達は責任を取りたくないからな。有益だが危険性も大いに孕はらんでいる超能力者が生き残っても、死んでしまっても、それは自然の成り行きで、それを選んだのは当事者であるあたし達だ。

　クマのヌイグルミは暴あばれる。超能力者の危険性を世界に誇示するためにな。あたしは誰かを殺すことになっても、絶対にエルを幸せになんかさせない。あの子を殺させたりしてたまるもんか……」

　カレンが頷うなずく。

「クマのヌイグルミは、イケニエ少女エルを守るために、人類を襲ってるんだよ」

「だけどそれじゃあ、あんたも死ぬんだろ？」

「それがどうしたよ？」

　カレンがキャスケットを被る。

「元よりあたしは、超能力者を全員殺そうっていう大罪人だ。いまさら自分の命を惜しいだなんて思わない」

　カレンの決意に、裕ユタカの手に汗が滲にじんだ。

　何も言えなかった。

「そして、お前が何も知らなかったんだとしても……お前がエルを殺す可能性がある以上、あたしはお前を殺さないといけない」

　カレンの足下に、一匹のクマのヌイグルミが現れた。その個体は片手に斧おのを携え、じっと裕ユタカを見ていた。

　殺される恐怖すらもどうでもいいぐらい、裕の思考はグチャグチャになっていた。

　何も知らないまま、エルを殺そうとしていた。

　目の前で何度も血を流していたエルを傷つけていたのは、自分だった。

　考えるだけで、目眩めまいがした。

「そんな、……はずがない……」

　唇が勝手に動いて言葉を発した。

「あんたの話が事実だって確証は……」

「どこにもないよ」

　頭の中がどうにかなってしまいそうだった。

「だけど、エルは生きてる。お前はエルを殺そうとしていた。これは事実だ」

　カレンが告げる。

　彼女の言葉を一概に否定は出で来きない。

　全すべてを否定してしまえば、それはエルが生きていることも否定してしまうことになる。

　エルが生きている。

　信じたかった。だけど、信じたくなかった。

「……そうだ！　エルには、傷を治す超能力があったじゃないか！　エルはただの自分の傷を治す超能力者で、あんたの言っているイケニエの話は、全部嘘うそだって可能性も……」

「そうだな」

　裕の言葉を遮さえぎるように、カレンが口にした。

　裕は思わず口を噤つぐんで、息を呑のんだ。

　並べ立てた都合のいい仮説を否定されると思った。

　だけど、カレンはただ一言。

「もしお前の言う通りだったら、……どれだけ良かっただろうな」

　と言った。

　その言葉に全てを察してしまった。

　全て事実なのだ。

　クマのヌイグルミはエルを殺したりなんかしていない。エルは生きている。エルを殺そうとしていたのは──。

「俺が、エルを殺そうとしていたのか……」

「そうだ……。だからお前は、ここであたしに殺されろ」

　カレンが目を細める。

　指揮棒ぼうを振るう指揮者のように、カレンが手を横に凪ないだ。

　手ぶらのクマのヌイグルミが更に強い力で裕ユタカを押さえつけてくる。

　そして、カレンの隣に控えていた斧おのを持つクマのヌイグルミが浮かび上がって、裕の頭の真横に来た。

　クマのヌイグルミが狙ねらいを定めるように、一度裕の後頭部に斧の刃を当て、ゆっくりと斧を持ち上げた。

「恨みたきゃ恨んでいい……」

　そして、身動きの取れない裕の首筋目掛けて、一直線に斧が振り下ろされ──。




　──その斧を、突如現れた光を乱反射する薄い透明な膜が、阻はばんだ。




　床から斜めに突つき出るようにして裕の後頭部の真上に現れた透明な膜に激突して、振り下ろされた斧が甲高い金属音の悲鳴を上げて弾はじかれた。

「なっ……」

　音と共に斧が震え、クマのヌイグルミの手から斧が滑り落ちる。

　金属が転がる音。

　続いて、建物全体が突如として大きく揺れ始めた。

「何だ!?　うっ」

　揺れる足下にカレンがフラつく。

　裕を押さえつけていたクマのヌイグルミが飛び上がって、カレンを支えた。

　状況が飲み込めないで、裕が目を白黒させていると。

「──ユタカくん！」

　月明かりの差し込んでいた窓の向こうから、名前を呼ばれた。

　この声には聞き覚えがあった。リタの声だ。

　声の方を振り返るよりも先に、誰かが裕の腕を掴つかんだ。

「掴まって下さい！」

　超能力者の制服を着た、髪の毛をシニョンに結った女が裕の腕を掴んでいた。

　そして、突然目の前の光景が切り替わった。

　テレビのチャンネルを切り替えるように、薄暗い屋内から、幅の広いマンションの立ち並ぶ団地の様な場所へ景け色しきが切り替わる。

　裕ユタカはこの感覚を知っていた。

「瞬間移動……？」

　恐らく裕の腕を掴つかんだシニョンの女が、裕を連れて飛んだのだろう。

　そして一拍の間を置いて、裕の目の前に、超能力者の制服に身を包んだ同年代ぐらいの男女の大群が、列を成して現れた。

　超能力者達は、三人一組で手を繋つないでいた。おそらく、彼らの真ん中で手を繋いでいる超能力者が瞬間移動の超能力者で、彼かれ等らの瞬間移動によってこの場に現れたのだろう。

「それでは失礼します」

　シニョンの女は裕から手を離すと、一瞬で消えた。

　代わりに超能力者の列の中から、一人の人物が飛び出してきた。

「ユタカさん！　無事ですか!?」

「アガサ……」

　現れたのはアガサだった。アガサは抱えるように裕の両肩を掴むと、眼めの色を変えて裕の顔を覗のぞき込こんできた。

　そして裕の体を闇やみ雲くもに押さえて、彼の体に外傷が無いことを確認すると、「ハァ」と息を吐ついて胸を撫なで下おろした。

「怪け我がはしてないみたいですね」

「何で、ここに……？」

「私の差し上げたお守り、ずっと持っててくれたんですよね。……実は、心を読んでクマのヌイグルミに攫さらわれたユタカさんの行方ゆくえを追ったんです」

　言われて裕がズボンのポケットを弄いじる。

　中にはお守りのような形をした小袋が入っていた。これはアガサから貰もらった物だ。

　確かリタの話だと、この中にはアガサの髪の毛が入っていて、持っているだけでアガサに心を読んでもらえるアイテムらしい。

「プライバシーを侵害するような真ま似ねをして本当にごめんなさい。ユタカさんを助けるには、こうするしかなかったんです」

「助けに……？」

「わたしが頼んだの」

　声が聞こえた。

　この世界で、最も聞き慣れた彼女の声が。

「……エル」

　振り向くと、超能力者達の中にエルが佇たたずんでいた。

　エルの目線が戸惑いがちに裕ユタカを窺うかがってくる。

　こんな時、どう人と接すれば良いか、測りかねている様子だった。

「えっと……怪け我がは、……してないのよね？」

「……」

　胸の中で、感情がざわついた。

　エルが生きていた。

　自分を庇かばって、死んでしまったとばかり思っていたエルが生きていたんだ。

　嬉うれしい。嬉しいはずだ。

　持ち前のプラス思考が、嫌な事を忘れようとする。

「エルこそ、無事で良かった……」

　エルが無事だった。エルが無事だったんだ。もっと喜べばいい。

　そうだ。クマのヌイグルミを操る超能力者は敵なんだ。カレンが嘘うそを吐ついていた。そう考えればいい。そうすれば、エルとの再会を心の底から喜べるはずなんだ。

「本当に……エルが無事で良かった」

　口角を強引に吊つり上あげた。

「クマのヌイグルミを操る超能力者に訳が分からないことを言われたんだ」

「……」

　裕の言葉に、エルとアガサの空気が張り詰めるのを感じた。

「何か……幸せになったら死ぬイケニエとか、ぶっ飛んだ作り話をされたんだよ。最近、お前……調子悪そうだったじゃん。それが、俺のせいだって言うんだよ」

　冗談でも言うような口調で説明する。

　エルは少しだけ目を逸そらしたが、覚悟を決めるように裕の方を向くと。

「ユタカが何を聞いたのか、知っているわ。アガサそこの超能力者から、逐一報告があったから」

「そっか。じゃあ説明はいらないのか……。俺、バカだからさ。相手はクマのヌイグルミを操る超能力者なのに、ちょっと信じそうになっちまったんだけど……やっぱ嘘だよな？」

　気が付くと、裕は縋すがるような目をエルに向けていた。

「嘘だよな？　あいつの話には説得力があったよ。だけど、お前まえ等らが一言、嘘だって俺に言ってくれたら、俺はお前等を信じるから……。なぁ、嘘だって言ってくれよ。何でエルもアガサも黙ってんだよっ!?」

　無意識に語調が強くなった。

　ただ一言、否定して欲しかった。

　だけど、隣を振り向くとアガサは顔を伏せ、エルは唇を震わせながら、ただ一言。

「ユタカは、悪くないわ……」

　そう言った。

　そして裕ユタカは逃げ場をなくし、ようやく受け入れた。

　カレンの言っていたことは、本当なのだと。

　考えることを放棄するように、裕は目の前が真っ暗になった。





　　　＊






　リタはシニョンの女と共に、超能力者達の大群の先端、開けた道路の真ん中に現れた。

　リタを残し、シニョンの女が消える。

　地鳴りのような鈍い音が聞こえて、リタの向こうで背の高いマンションが音を立てて崩れ落ちた。

　崩れ落ちるマンションの窓から、小さな人影が飛び出す。カレンだ。

　空を飛ぶクマのヌイグルミにぶら下がって、崩れ落ちるマンションの中から脱出したカレンが、地面に降り立った。

　彼女の靴がアスファルトを踏むのと同時に、彼女の背後に斧おのを携えた無数のクマのヌイグルミがズルリと現れる。

　現れたクマのヌイグルミ達に、今すぐ襲ってくる様子は無い。

　彼女の背後に蠢うごめくクマのヌイグルミの群れは、異様なプレッシャーを放ちながら、超能力者達を静かに見つめていた。

「やっぱり、そう簡単には倒されてくれないわけね……」

　リタがため息を吐つく。

　カレンを見つめながら、口元に通信端末のカードを当てて。

「撃て──」

　と呟つぶやいた。

　その瞬間、背後に広がる超能力者達の軍勢から、無数の超能力の砲撃が飛んだ。

　カレンの背後に控えていたクマのヌイグルミの群れが、まるで一つの生き物のようにカレンの前に飛び出した。

　クマのヌイグルミ達は、カレンに向けて飛来した超能力の砲撃を体で受け止めて、無残に引き裂かれ、黒く焦げた綿わた屑くずとなって空気中を舞う。

　引き裂かれたクマのヌイグルミの斧おのが音を立てて地面に落ちる。辛かろうじて数匹がカレンの手前に生き残った。

　間かん髪はつ入れずに、カレンの背後に新たなクマのヌイグルミが現れ、補充される。

　力は拮きつ抗こうしているように見えた。だが、カレンには底知れぬ余裕があった。

　彼女の鋭い視線に晒さらされ、リタが生なま唾つばを飲み込む。

　だが、引き下がる訳にはいかない。

「投降しなさい。今後あなたが人を襲わないと約束してくれるのであれば、私達はあなたの罪を問わないわ」

「投降だ？　する理由が無いだろ」

「お互いの力がぶつかれば、あなたもただじゃ済まないわよ」

「何を言ってやがる？」

　リタの脅迫に、カレンは鼻を鳴らすと、超能力者達の軍勢を一いち瞥べつした。

　途端、大群の中から悲鳴が上がる。

　見ると、超能力者達の隊列の中に数匹のクマのヌイグルミが佇たたずんでいた。

　超能力者達の中に現れたクマのヌイグルミは、斧を片手にふわりと宙に浮かび上がり、超能力者達を傍観していた。

「この距離ならお前まえ等らの群れの中にも出せる。かき乱されて怪け我がしたくなかったら、さっさと消えろ。超能力者」

　力での勝負は、カレンの方が一枚上うわ手てだ。

「……そう、分かったわ」

　リタが手を振りかざした。超能力者達の大群とリタ達を隔てるように、ドーム状の光を乱反射する半透明の膜が現れて、超能力者達を包み込んだ。

「これは私の超能力バリアよ。一度作ると自分でも二十四時間は消せないけど、音声以外の全すべてを阻はばむ。もちろん、瞬間移動だってこのバリアは超えられないわ」

「へぇ……」

　カレンが鼻を鳴らして、バリアを一瞥する。

「なるほど。確かにそのバリアの向こう側には出せなかった。中に出しておいた奴やつ等らも動かせないみたいだ。でも、あんたの意志でもあの壁が消せないなら、結果的にあんたが孤立しちまっただけじゃないのか？」

「ええ、そうね」

　頷うなずくリタに、カレンの眉まゆがピクリと動いた。

「……何を企たくらんでやがる？」

「乱戦になって怪け我が人にんを出すのは嫌だし……それに、こっちに攻撃の意志が無いことを伝えるには、これが一番分かりやすいでしょう？」

「何……？」

　リタの真意を理解しかねるように、カレンが目を細めた。

　リタがカレンに歩み寄ろうとする。

　しかし、カレンが目線でそれを制した。

「これ以上、あなたと争うつもりは無い。人を襲うクマのヌイグルミを止めてくれるというのなら、超能力者の仲間として、あなたの罪は問わないわ」

　そう言って、握手を求めるようにリタが右手を差し出す。

「は──っ」

　気に触ったようにカレンが口角を吊つり上あげた。

「仲間だ？　お断りだね。クマのヌイグルミはこれからも人を襲い続ける。嫌なら、力ずくで止めてみな」

「あくまで悪役を演じるのね」

「演じるだって？」

「少し、話をしましょうか。クマのヌイグルミを操る超能力者さん。……いいえ、名前でカレンさんと呼ばせてもらっても、いいかしら？」

　カレンと、彼女の名前を強調するような口調だった。

　カレンの表情が強こわ張ばる。

　リタが彼女の名前を知っていたことに、驚いている様子だった。

「元より、カレンさんと私達は、同じ超能力を得た仲間よ。カレンさんに敵対する意志さえなければ、私達はカレンさんに危害を加えたりしないわ」

　カレンが警戒を強めていく。

「クマのヌイグルミには手を焼かされたけれど、幸い死傷者も出ていない。これからする質問の返答次第では、あなたをこのまま見逃してもいい……」

「見逃す、だ？」

「ええ。破壊を行う理由さえ無くなれば、あなただって、クマのヌイグルミを街に放ったりはしなくなるでしょう？」

「へぇ。じゃあ、つまり？　何が目的であたしが街を壊してたか、聞きたいって事か？」

　不敵にカレンが笑う。

「そんな事、決まってるだろ？　この世界が気に入らないんだよ。だから、壊してやってるんだ。別に何かが欲しくてやってる訳じゃない。残念だったな。あたしの目的を聞いたって、お前たちにあたしを止めることなんか出で来きない」

「そう……私はてっきり」

　リタが顎あごに手を当てた。

「クマのヌイグルミ達は、神み子こを死なせないために、暴あばれているんだと思ったわ」

「何だそりゃ？」

　核心を突つかれているにもかかわらず、カレンは表情を崩さない。

　嘲ちよう笑しようするような笑みが、あくまでリタの言葉が空論であると主張する。

「無尽蔵に無遠慮に無作為に、街を壊して暴れまわるクマのヌイグルミ。これらは、人々に超能力者の危険性を訴えるに足る存在だったわ。現にあなたのおかげで『神子を生かして超能力者わたしたちを殺せ』なんて声も上がっている」

　感情の無い笑え顔がおのままリタが続ける。

　無言でカレンが手を横に振るった。

　彼女の背後に控えていた群れが、一斉にリタに襲いかかる。

　リタはカレンとの間に巨大なバリアを作ってそれを阻はばむが、群れは物量で押し込むようにして、数匹の個体がバリアを迂う回かいしてリタに近付いていった。

　接近する個体をバリアで阻もうとして、リタが躊ちゆう躇ちよする。

「下へ手たに壁を作り過ぎると、あたしが逃げちまうぞ？」

「くっ」

　リタが唇を噛かむ。

　カレンを閉じ込めようとバリアを出現させるが、カレンはまるでどこにバリアが出現するかが目に見えているかのようにそれを避よけた。

　すぐにリタはクマのヌイグルミに追いつかれ、リタの目の前で斧おのが振り上がる。

　超能力者達の中から悲鳴が上がる。

「ふんっ」

　カレンが鼻を鳴らすと、リタに斬きり掛かろうとしていた個体が斧を地面に落とした。

「ぐっ」

　モコモコの体が、頭からリタの腹部に体当たりを食くらわせて、彼女を砂だらけのアスファルトの上に横倒しにした。

　そのままリタはクマのヌイグルミによって、地面に押さえつけられる。

「あたしの勝ちだ。諦あきらめろ」

「あなたの目的は、神子を死なせないことね？」

　リタが肩で息をしながら問う。

「まだ言うのか？」

「ええ。犯行予告が出される破壊活動なんて、破壊が目的じゃないのはあからさまじゃない。少なくともあなたの目的は、破壊ではないわ」

　言葉を続けるリタをカレンが一いち瞥べつする。

　リタを押さえつけていたモコモコの手が、彼女の口を塞ふさいだ。

「そりゃまた随分と面白い妄想を思いついたもんだ」

　呆あきれたような口調で言ったカレン。しかし、その表情が、

「だけどもしもあんたの言う通りだったとするならさ……あたしを仲間だなんて言っちゃいけないだろ。あたしはあんたらを皆殺しにしようとしてるんだからさ」

　少しだけ和らいだように見えた。

「あんたはあんたの守るもののために、全力であたしを止めに来いよ」

　リタを押さえていた個体が離れ、リタがゆらりと立ち上がる。

　お互いの視線が交差して、リタは思わず口元に笑みを浮かべた。

「ええ、そうね」

　リタが頷うなずく。

　次の瞬間、リタを取り囲んでいたクマのヌイグルミ達を、出現した球体状のバリアが一斉に包み込んだ。

　そしてリタがカレン目掛けて一直線に駆け出した。

「っ！」

　カレンはすかさず無数のクマのヌイグルミを出現させ、兵員を補充する。

　しかしそれをリタが目視するなり、それらは球体状のバリアに包まれ、命令が飛ばせなくなった。

「やれば出で来きるじゃねぇか！」

　即座にカレンは作戦を変えた。

　死角を狙ねらい、駆け抜けてくるリタの背後にクマのヌイグルミを出現させる。しかし、距離を詰めてくるリタが、自身の背後に巨大なバリアの壁を出現させた。

　バリアの向こうに出現した個体は斧おのを振りかぶるが、バリアに阻はばまれリタに届かない。

「ちっ」

　初めて、カレンの表情から余裕が消えた。

　自身の背後にクマのヌイグルミを出現させ、防御を固めようとするが、リタに目視された個体は瞬またたく間まにバリアに包まれ、地面に落ちる。

　そして二人の距離は、手を伸ばせば届く程に肉薄した。

　カレンが身構え、リタが手を伸ばす。

　リタの手がカレンの首筋を掠かすめ──。

　──カレンが凄すさまじい速度で背後に下がった。

「……はっ」

　カレンの背後、リタから見て死角になる所に出現したクマのヌイグルミが、カレンの襟首を掴つかんで思いっきり背後に引っ張ったのだ。

「惜しかったな。ナイフでも持っていれば、あたしを殺せたものを」

「ええ、そうね……」

　リタの足が止まる。

　額に汗を浮かべたカレンの表情に、余裕が戻ってくる。

　カレンの余力を示すように、無数のクマのヌイグルミがカレンの背後に出現した。

「あたしの勝ちだ。どんなに防御に優れていても、お前の超能力じゃあたしを殺せない。怪け我がする前に、諦あきらめたらどうだ？」

「確かに、あなたの言うとおりだわ。さっき触れられたのは不意打ちみたいなものだし、このまま戦ったって、私には勝ち目が無いでしょう。……でも」

　リタが人差し指でカレンを指さし、

「私達の勝ちよ」

　その指先で自身の首元を二度突つついた。

「何？　……っ!?」

　カレンが自身の首筋に触れ、その存在に気付く。

「何だよ、これ……？」

　カレンの首元に、首輪のような形をしたリタのバリアが張り付いていた。

「さっき、掠った時か？」

「ええ」

　先程、リタの手がカレンの首を掠めた時に付けた物だ。

　リタの出方を窺うかがうように、カレンの表情が強こわ張ばる。

「何のつもりだ……？」

「その位置からじゃ見えないのかしら？　首輪の中に、髪の毛が一本入ってるでしょ？」

「髪の毛……？」

　それがどうしたのだと言いたげなカレンの表情。

　その視線が背後の超能力者に向く。

　バリアに包まれた超能力者の群れの中に、一人だけバリアから外れている超能力者が居た。ショートカットの小柄な少女だ。

「あなたがクマのヌイグルミで街を襲うのは、どうしてかしら？」

「またその質問か。知りたけりゃ、心を読む超能力者でも連れて……」

　言いかけたカレンが、目を見開いた。

「まさかっ」

　カレンが首輪を掴つかむ。外そうと引っ張るが、ビクともしない。

「アガサァ！」

「十分です！」

　リタが叫ぶ。

　アガサが呼応した。

　カレンがアガサの隣にクマのヌイグルミを出現させた。斧おのを振り上げたそれは、アガサに襲いかかる。だが、リタのバリアの方が早かった。

　アガサを包み込んだバリアが、斧の斬ざん撃げきを阻はばむ。

「くそっ」

　カレンの背後に控えていたクマのヌイグルミの一匹が、カレンの首目掛けて斧を振り下ろした。

　凄すさまじい金属音が鳴るが、首輪はビクともしない。

「あまり無む茶ちやをしない方が良いわよ。斧ぐらいじゃ私のバリアは壊れないけど、アガサの超能力が通るように、その首輪には小さく穴が空いているんだから」

「クマのヌイグルミを操る超能力者の目的が分かりました！」

　アガサが叫ぶ。

「我々の予想通りです。彼女の目的は、超能力を用いた破壊活動による世論操作。イケニエに選ばれた神み子こを殺させないために、彼女は暴あばれていたんです」

「違う！」

　思わず、カレンは語気を強めて否定した。

　核心を突つかれ、明らかに動揺していた。

「──っ」

　歯をむき出しにしたカレンが手を振るう。クマのヌイグルミがリタに襲い掛かるが、リタは自身をバリアで包んでそれを阻んだ。

「だから、どうした？　たとえあたしの目的が分かったところで、あたしを止めるすべなんてお前らには──」

「止めなくても問題ない。あなたは、止まらざるを得ないんだから」

　リタが言う。

　カレンが押し黙る。

　見つけてしまったからだ。

　バリアに包まれた超能力者の中に、超能力者に守られるようにしてエルが佇たたずんでいた。

「……」

　カレンの表情が強こわ張ばる。

　超能力者の背後に、すっぽりと隠れて──エルが立っていた。

　エルはリタのバリアの際きわまで寄って、バリアに手をつくとポツリと呼んだ。

「カレン……」

　名前を呼ばれて、カレンの背筋が凍りついた。

　エルの視線が、戦せん慄りつに見開かれたカレンの視線と交差する。

　カレンが息を呑のむ音が聞こえた。

　騒然としていた空気が、一瞬で静かになる。

　あれ程熱を帯びていたカレンが、今は目を見開いて沈黙している。

　エルが居た。

　最も知られてはいけない相手に、カレンの真意を聞かれてしまった。

「……エ、ル……」

　うわ言のようにカレンが呟つぶやいた。

「違う……これは……」

　開いた唇が何かを言おうとした。

　だけど、すぐにカレンは唇を閉ざした。

「……」

　エルはジッとカレンを見つめていた。

「カレン……」

　まるで夢でも見ているような声で、エルがカレンを呼んだ。

　カレンの肩が震える。

　その顔色がみるみる青ざめていく。

「お約束の通り、私達は嘘うそ偽いつわりなく事実を伝えましたよ」

　追い打ちをかけるように、アガサがエルに説明する。

　イケニエに選ばれた少女を守るため、たった一人の超能力者が、命を懸けて世界と戦っていた。

　当事者ではないリタにすら、その事実は重く伸のし掛かかって、心を強く揺さぶった。ましてや当事者であるエルの心が、その事実にどれだけ震えたのか。想像すら出で来きない。

　これが、超能力者達がエルを殺す幸せにするために用意した手段だった。

　カレンを捕縛する手段。

　エルにカレンの真相を伝える手段。

　ここに至るまでの障害は様々あったが、何とか……。

「上う手まくいった……」

　リタが安あん堵どの息を吐つく。

　エルがカレンを見ていた。

「違うっ」

　カレンが叫ぶ。

　今にも泣き出しそうな顔で、カレンが言葉を探していた。

「違うんだ。あたしは本当は、……」

「カレン」

　名前を呼ばれたカレンが息を呑のんだ。

　顔を伏せ、エルから目を逸そらす。

「わたしのために、ずっと一人で戦ってくれてたのね」












　その言葉に、カレンは何も言えなかった。

　何も言えなかったカレンの反応は、肯定でしかなかった。

　エルが頬ほおを綻ほころばせた。

　彼女の笑え顔がおに、カレンの表情が強こわ張ばる。

　カレンも超能力者も、その場に居た誰もが彼女の幸せを確認する。

　そして、エルが言った。

「えっと……ごめん、知ってた」

　言って、困ったように笑った。

　今にも崩れてしまいそうだったカレンが顔を上げる。

　薄いバリアに手を当てて、エルがカレンを見て笑っていた。

「ごめんなさい。全部知ってたの。最初から。……カレンは昔から嘘うそが下へ手たなのよ。隠し事したって、わたしには分かっちゃうんだから。

　わたしがクマのヌイグルミを止めようって思ったのはね。カレンにあんなことして欲しくなかったから。意地っ張りだけど優しいカレンが、あんな事する理由も最初から分かってた」

　楽しそうにそう言って、「だって、友達だもの」エルが言う。

「でも、そんな事されても、わたしは嬉うれしくない。生きていて欲しいって思ってもらったことよりも、カレン自身が死んでも構わないなんて思ってたことの方が、ずっと悲しい」

　エルが優しい声音で言った。

「カレン、もういいよ」

「っ。……」

　カレンの唇が歪ゆがむ。

　彼女が歯を食いしばる。

「もういいって、何だよ……っ。あたしは、エルに生きていて欲しくて……」

「うん。ありがとう……」

　エルが胸に手を当てた。

「何もかもを犠牲にして、命まで懸けて、あたしのために戦ってくれて」

　思いを噛かみしめるように。

「本当にありがとう」

　告げられて、カレンが小さく震えていた。

　バリアの向こうのエルがそれに気付いて、困ったように笑った。

「あら」

　エルが口元を袖そでで押さえる。

　エルの鼻の下を赤い液体がツッと伝った。

「っ……」

　それを見たカレンが血相を変えてエルの方を見る。

　だが歯を食くいしばると、直すぐに目を逸そらした。

　クマのヌイグルミ達が、カレンを隠すように包み込む。

　そしてクマのヌイグルミは四方に霧散し、クマのヌイグルミが消える頃、そこにカレンの姿は無かった。

　エルの瞳ひとみが、アガサのジャケットの上に寝かされている裕ユタカに向く。

　裕に歩み寄り、地面に膝ひざを突つくと、気を失ったままの裕の手を取って、両手を添えた。

「ユタカ……」

　気を失ったままの裕に訴える。

「カレンを見つけてくれてありがとう。やっぱり、わたしを幸せにしてくれるのは、ユタカだったわ」

　ポタポタと、真まっ赤かな血液が地面に滴したたっていく。

「だから何度だってお願いするわ。ユタカ──」

　裕に向かって、祈るように。

「──わたしを、幸せにしてくれないかしら？」




　──殺してくれと、願った。






　　　五章　イケニエ少女は殺せない









　リタのバリアが消えた後、意識を取り戻した裕ユタカは、エルと共に超能力者達に連れられ、超能力者達の街に戻って来た。クマのヌイグルミの被害を受け、瓦が礫れきが散乱する街にかつての面影はない。

　エルとはあの後一言も言葉を交わさなかった。

　超能力者達はもう何も言わなかった。

「少し眠るといいわ。クマのヌイグルミを操る超能力者がまた襲ってこないとも限らないから、一人での外出は控えて」

　そう言って、リタが裕に部へ屋やを用意してくれた。ビジネスホテルのような内装の薄暗い部屋の中、裕はベッドの上で座り込んで、夜が明けるのを待っていた。

　開きっぱなしのカーテン。窓の向こうにはふたつの月が顔を覗のぞかせている。

　ここが異世界で、今までのことは何もかもが現実であると、突つき付けられているような気がした。

　もう、何も考えたくない。

　しかし、現実は裕を逃してはくれない。

　部屋の扉をノックする音が聞こえて、ドアの向こうから声が聞こえた。

「起きてる？　ユタカくん」

　リタの声だ。

　返事をせずにいると、鍵が開く音がして、ゆっくりと静かにドアが開かれた。

「何だ。起きてるじゃない」

　裕を見つけたリタが笑い掛けてくる。

「何だよ……」

　感情を隠すつもりもない、疲れきった声で裕が返事をする。

　リタの表情が真顔に戻り、リタは扉を閉めると部屋の中を進んで来た。ベッドの上、裕の隣に腰掛け、思いつめたように手を合わせ、虚こ空くうを見つめる。

　重苦しい空気が、二人の間に流れた。

「君の力を貸してほしいの」

「……」

　思わず体が震えた。

　初めて出会った日、裕を助けてくれたリタが口にした言葉だ。

　その後、リタが裕ユタカにお願いしたのは、──エルを幸せにすること。無知で脳天気でノリの軽い裕の人格は、この世界を救う切り札になるかもしれない、と言って、エルを幸せにしてくれと裕に頼んだ。

　目の前の超能力者は、裕に言った──。

「お前らは言ったじゃねぇか……エルを幸せにしてあげたいって。お前らが口にしてた幸せにするってのは、殺すってことだったのかよ!?」

「ええ」

「ああ、そうかっ。だからお前らはエルを保護するなんて言いながら、平気な顔してあいつを傷つけることが出で来きたのか。ああ、よく分かったよ！　よくも騙だましてくれたよな！」

「私達が神み子こを殺そうとしている事実は、否定しないわ。だけど、彼女に対してあんな仕打ちをしてしまったのは、決して彼女を殺したいと思っていたからじゃない」

「だったら、何でだよ！　何でエルにあんな真ま似ねが出来た!?」

「命が懸かっているから」

　静かに、だけどはっきりと、リタが言った。

　リタの想おもいに、激げき昂こうしていた裕が揺らぐ。

「神子を幸せにすることが出来なければ、超能力者達が死んでしまうの」

　それは、カレンからも聞いていたことだった。

　事実なのだろう。

「時間はもうひと月と無い。だから私達は力ずくでも何でもいいから、神子を捕まえて幸せにしないといけなかった」

　リタの表情が悔しげに歪ゆがむ。

「ユタカくんが現れなくても、捕まえさえすれば私達は神子を幸せに出来ると思ってたわ。そのためのカードも何枚も何枚も用意していた。カレンさんの一件もその手段の一つよ。だけど、ダメだったの……」

　リタの声が沈む。

「神子がクマのヌイグルミを操る超能力者の正体を、知っていたと答えた時、どうしようもないぐらいに私達は思い知った。彼女のことを何一つ想おもっていなかった私達では、もう彼女を幸せにすることは出来ないんだって……」

　リタは瞼まぶたを閉ざす。

　そして、顔を上げて裕の方を縋すがるような目で見上げた。

「お願い、ユタカくん……私達を助けて」

　風が吹いてカーテンが揺れる。

　深く差し込んできた月明かりが、リタの瞳ひとみに反射して、瞳が水みな面ものように揺らいだ。

　だから何だというのだ。

「そう言ったら、俺が手を貸すとでも思ってんのか……？」

　寒くもないのに、声がやたら震えた。

　リタがベッドから降りる。床の上に膝ひざをついて正座すると、裕ユタカに向かって手を突ついて、深く頭を下げた。彼女の額が、冷たい床に擦こすり付けられる。

「お願いします……」

　リタの背中を見下ろして、裕は思わず目を逸そらした。

「ふざ、けるなよ……。そんな真ま似ねして、俺が……」

　裕が歯を食くいしばる。

「分かってんのか……？　人を殺すところだったんだぞ。俺が……俺がエルを殺しかけてた……。あいつが血を流すところも、弱っていく姿も、全部見てたのに……」

　目に見えて体調を崩していくエルを、本当に心配していた。

　彼女が血を流すのか、裕には分からなかった。何か、悪い病気だと思っていた。

「俺があいつを傷つけてたんだっ……」

　気付けなかった。












　感情が胸を掻かき毟むしる。

「私は君を騙だました。君に神み子こを殺させたのも、私。悪いのは全部私よ。ユタカくんは悪くない。怒る気持ちも分かるわ。私のことは、ユタカくんの気が済むようにしてくれていい」

　リタが何かを言っている。

「だけどお願い、私の仲間を助けて。もうユタカくんに頼るしかないの」

「助けてって何だよ？　まだ俺にエルを殺せって言うのか？」

「ええ」

「ふざけるな！　出で来きるわけがないだろう！」

「ふざけてなんかいないっ！」

　リタが声を荒げた。

「神子を幸せに出来なければ、二億人を超える超能力者が死ぬわ……」

　裕ユタカがこれ以上エルに関かかわればエルを殺してしまうことになる。

　何もしなければ、リタやアガサ、その他の超能力者達が死んでしまう。

　まるで、脅されている気分だった。

「ふざけんな……。ふざけんなよ……！」

　目の前のリタを卑ひ怯きようだと思った。

「何で俺を巻き込むんだよ……。言っただろ、俺は違う世界から来たって……。関係ないじゃないか。俺には関係ないじゃないか……」

「ユタカくん……」

「もういい！」

　ポケットに入っていた物を掴つかんで、床に叩たたきつけた。床に跳ねて転がったのは、この世界に来てアガサから貰もらったお守りだった。

「頼むから、もう俺を放ほうっておいてくれ……」

　リタに背を向け、耳を塞ふさぐ。

　それでも、指の隙すき間まから音が入り込んでくる。

　どんなに目を逸そらしても、耳を塞いでも、この世界は裕を逃してはくれなかった。

　そして、暫しばらく時間が立った頃。

　誰かの手が、学ランの裾すそを引っ張った。

　リタが裕に触れたのかと思い、その手を払いながら、振り向くと。

「ユタカ……」

　ベッドの側そばにエルが立っていた。

　そこには既にリタの姿は無い。

「超能力者の代表には、外して貰もらったわ……」

　裕ユタカの顔が恐怖に引きつる。

　彼女と言葉を交わすことすら、裕には恐ろしかった。

　エルが振り払われた手を再び伸ばしてきたのが見えて、裕は目に力を込めて、エルを睨にらんだ。

「どっか行ってくれ。今は誰の顔も見たくない」

　敵意ある瞳ひとみを向けられたのは初めてだったのだろう。エルは身を強こわ張ばらせると、一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、それでもエルは裕に向けて手を伸ばしてきた。

　その手が裕の袖そでを掴つかむ。

　人の顔色を窺うかがって空回りをするばかりだったエルが、拒絶するような裕の視線を前にしても尚なお、裕から手を放さなかった。

「放せよ……」

「聞いて、ユタカ」

「放せって」

　裕の声に焦じれたような苛いら立だちが交じる。

　突つき放すような裕の態度に、エルの唇が少しだけ震えた。しかし、覚悟を決めたような強い眼まな差ざしを裕に向けると、倒れ込むようにして体を裕に預けてきた。

「なっ」

　突然のエルの行動に、裕が驚く。

　咄とつ嗟さにエルの体を押し返そうとしたが、エルは裕の学ランにしがみついて、頑かたくなに裕から離れなかった。

「お願いユタカ……！」

　押し返す裕の力が強くなる程、エルは頑なに裕にしがみついた。

「わたしを幸せにして」

　消え入りそうな声だった。

　体から血の気が引いていく。もう、押し返す力も湧わかない。

「何で俺なんだよ……。だいたい、俺とお前は出会ったばっかりじゃないか……。俺なんかが、お前を死ぬほど幸せに出で来きるわけがねぇだろ……」

「ユタカなら出来るわ」

「出来るわけない」

　裕が首を振る。

「俺はお前のことなんか知らなかった。俺がお前にしてやれたことなんて……普通にしてりゃ、誰だって普通に手に入る普通のことで……」

「それでもわたしは幸せだったわ」

「知らないだけだろうが。お前が、楽しいことも、嬉うれしいことも、何もやって来なかったから、知らないんだ。そんなもんで死んでいいなんて思ってんじゃねぇよ。普通に生きてりゃ、もっと幸せなことだって、幾らでもあるんだ……。それも知らないで死んじまって、お前はそれで満足なのかよ……」

　どうしようもないのは、エルだって一緒だ。

　なのに裕ユタカは自分勝手に言葉を並べた。

　一言、彼女の口から『死にたくない』と聞きたかった。

　それでもエルは、答えた。

「わたしは幸せになりたいの」

　冷えた彼女の体に、体温を奪われていく。

「もう自分でも、どうすればわたしを幸せに出で来きるか分からないの。でもユタカなら、わたしを幸せに出来る。お願い。わたしのために、わたしを幸せにして」

　そして母の腕に抱かれた子供のような、安心しきった声で。

「ユタカだけが──わたしを幸せに出来るの」

　と言った。

「何だよ、それっ……」

　裕の表情を窺うかがうように、エルが裕の顔を見上げた。だが、裕は自分の表情を隠すように、エルの肩に顎あごを乗せた。

「な、なに？」

　突然抱きすくめられ、エルの体が強こわ張ばる。

　裕は手でスカートの中から、彼女の足を押さえ付けた。

　硬い何かが手に当たる。

　やはり、彼女は持っていた。

「っ」

　裕は不意を突ついて彼女のスカートの中、ホルスターに掛けてあった銃を掴つかんだ。

「ユタカ!?」

　銃が奪われようとしていることに気付いたエルが、裕の腕を抑えた。

　裕はすぐにエルから距離を取る。

　ベッドと対面の壁際ぎわまで飛んで、手にした銃を自らの顎の下に当てた。

「来るなっ！」

　裕ユタカの方に駆け出そうとしたエルが、怒声に足を止める。

「……何してるの？　危ないわ。銃を返して」

　冷静な声でエルが言う。

　銃口の冷たい感覚が顎あごにチクチクと刺さる。引き金に指を掛けると、自分が呼吸をしているのかしてないのか分からなくなった。

「エルを幸せに出で来きるのが俺だけなら……」

　荒い呼吸のまま裕が言った。

「目の前で俺が死んで見せたら、お前を死なせないで済むよな……？」

　表情が歪ゆがんだ。笑っていた。

　こんな理論でも、エルを殺させない選択肢を作れたことに、ほくそ笑んでいた。

「誰がお前らの思い通りになんかなってやるもんかっ……」

　エルとの距離は十分にある。

　銃なんて握ったことも無かったが、密着させた状態でなら外さないだろう。

　殺さないで済む。

　引き金を引けば、自分は誰も殺さないで済む。

「だったら、っ、だったら俺が死ねば──」

　誰かを殺してしまうぐらいなら、自分が死んだ方が──

　引き金に掛かった指が、ガチガチと震えた。

　指先を動かそうとした。指に力を込めようとした。

　動かなかった。動いてくれなかった。

「……っく、ふっ、っ……」

　聞こえるはずの銃声はいつまでも聞こえず、裕の呼吸音だけが静かな部へ屋やに響く。

「ユタカ……」

　エルが優しく裕の名前を呼ぶ。

「っ……俺は……」

　このままだと自分がエルを殺してしまう。なのに──。

　裕の首筋に銃口を押し当てた手が力なく項うな垂だれた。

　死ねなかった。

　死ぬのが怖かった。

　エルが歩み寄ってきて、裕の手から銃を奪った。窓の側そばのテーブルに銃を置く。

　そしてエルの手が裕の頭に乗った。頭を撫なでられた。

「それで良いよ。ユタカは間違ってない」

「良い訳ないじゃないか……」

　情けなさに涙が出そうだった。

「このままじゃ、お前が死んでしまうかもしれないのに……。俺が、エルを殺してしまうかもしれないのに……」

　お喋しやべりな口を閉ざそうとした。だけど、止まらない。

「死にたくない……」

　言ってしまった。

「俺は……死ぬのが怖い……」

「いいよ」

　エルに言われて裕ユタカは気づく。

　自分は目の前のエルに甘えていただけだった。泣き言を吐いて甘えて、優しい言葉でエルに許して欲しかった。

　自分でさえ受け入れられない罪を、エルに許して欲しかった。

「何だよ、これ……」

　自じ己こ嫌けん悪おに胸が締め付けられる。

「ユタカ、わたしを幸せにして」

「……嫌だ……」

「わたしが幸せになれないと、大勢の人が死んでしまうわ」

「それでもっ……俺にエルを殺すなんて、出で来きるわけがないだろう……！」

「お願い。わたしは幸せになりたいの」

「そうしないと、大勢の超能力者が死ぬからか……？　大勢の超能力者が死ぬのはダメで、何でエルだけは死んでも良いんだよ……!?」

「……本当のことを言うと、大勢の超能力者なんてどうでも良いの。わたしはただ……」

　裕の頭を撫なでていたエルの手が、裕の肩に乗った。

「わたしが幸せになれないと、カレンと……ユタカも死んでしまうかもしれないから。わたしは二人を守りたいの」

　裕が呆ぼう然ぜんとエルを見る。

「死ぬのは、怖いでしょ？」

「……そっか。俺も今は超能力者なんだっけ……」

　この世界に来て、超能力者になってしまった自分も、彼女を幸せに出来なければ死んでしまうのかもしれない。

　肩に乗るエルの手が、服にシワを作る。

「わたしのお母かあさんはね、わたしのせいで死んでしまったの。お母さんが傍そばに居てくれることを、わたしが幸せだって思ってしまったから。お母さんはわたしを幸せにしないために、命を絶ったの。……悲しかった」

　エルの体が小さく震えた。

「だからユタカは死んじゃダメ。ユタカが死んだら、悲しむ両親がユタカの世界には居るんでしょ？　わたしを殺したって、ユタカは死んじゃダメよ」

「自分は死んでもいいみたいな言い方、するなよ……」

「それがわたしの幸せなの。大切な人のために生きたなら、わたしの人生にだって意味があったって、胸を張って言えるから。わたしは幸せだったって言えるから。

　──わたしは幸せになるわ」

　裕ユタカを見上げるエルの顔がニッコリと笑った。

「わたしと友達になってくれてありがとう。ユタカ」

　エルの鼻の下をツッと、赤い線が伝った。

　エルが血を流していた。

　堪こらえ切れなくなって、裕はエルを突つき放した。

　ふらついたエルが二歩後ろに下がる。

「お前なんか……大嫌いだ」

　怯おびえきった瞳ひとみでエルを見て、訴えた。

　エルは口元を手で隠し、目で困ったように笑って。

「だから言ったでしょう？　わたしのことを嫌いでいてって」

　と言った。

　顔を押さえたエルの白い手に、真まっ赤かな血液が伝って、ポタポタ床に垂れていく。

　裕はエルから逃げ出すように、部へ屋やを飛び出した。
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　宛あてもなく飛び続けた。超能力者達の街を飛び出し、人の気配が無い街を抜け、超能力者達の街から、少しでも遠くへと離れていく。

　見上げた空に二つの月が浮かんでいる。

　すれ違う建物にしめ縄が巻かれ、道の至る所には鳥居が建っている。

　ここは裕の生まれた世界とは、違う異世界だ。

「ここは違う世界なんだ。……元の世界に帰れたら、リタもアガサもエルも、もう俺には関係ない……関係ないっ……」

　元の世界に帰りたい気持ちが募っていく。

　いますぐにでも、この世界から逃げ出したかった。

　足下も見ずに瞬間移動を繰り返していたら、足場にした瓦が礫れきに足を取られて、つまずいて転んだ。

　裕ユタカの体が地面を転がる。

　どれぐらいの距離を飛んだだろうか。

　走ったわけでもないのに、息切れがしていた。

　裕を見下ろす二つの月と目が合った。

「もう勘弁してくれよ……」

　どこまで逃げても逃げ切れない二つの月に、もう付いて来ないでくれと、嘆願した。

「──そんなに辛つらいなら、あたしが終わらせてやるよ」

　声が響いた。

　慌てて裕は立ち上がり、周囲を見渡す。

　裕が走ってきた道路の向こう、ビルの陰に人影が見えた。

　歩み出た人影が、月明かりに照らされる。

　コートを羽織った小柄な体たい躯く。燃えるような赤毛、深く被かぶったキャスケットの下の、切れ長の鋭い目が裕を見ていた。現れたのはカレンだった。

　そして、ビルの陰に蠢うごめく黒い塊が現れる。

　無数に飛び交うクマのヌイグルミの軍団だ。

「悪いな。やっぱりお前だけは生かしておけない。エルを殺してしまう可能性があるお前だけは、殺す。……あたしはそう決めた」

　殺す。眼めの色ひとつ変えずにカレンが言った。

　異様なプレッシャーを感じて、全身の毛穴が粟あわ立だつ。

「逃げてもいい。だけど、絶対に逃がさない」

　カレンがコートを脱ぎ捨て、動きやすそうなタンクトップになる。

「抵抗しなければ、すぐに終わらせてやるよ」

　そして頭に乗ったキャスケットを投げ捨てる。

「──死ね」

　離れた位置にいるカレンが言った。

　それが合図だったかのように、彼女の背後から暴力の群れが、裕に向かって一直線に飛び出してきた。

「う、うわっ……」

　慌てて立ち上がり、駆け出そうとする裕ユタカ。だが、足がもつれて上う手まく走り出せない。

　敵が近付いてくるのを感じて、慌てて飛んだ。

　特攻した個体の斧おのがアスファルトに激突して、耳障りな金属音を撒まき散ちらす。

　──殺される。

　そう思った。

　目一杯、飛べる限界の五十メートルを飛んだはずなのに、僅わずか数秒でクマのヌイグルミが裕に追い付いてくる。

　群れの動きがこれまで相手してきた時より、ずっと速い。そして動きが複雑だった。今までは目視してから人を襲ってきていたクマのヌイグルミ達が、ひとつの生き物、ひとつの凶器の様に裕に襲いかかってくる。

　恐らく、カレンが直接軍勢を操っているのだろう。

　慌てて瞬間移動を繰り返して、敵から更に距離を取る。

　そのまま手近にあった建物に逃げ込んで、道路沿いに一直線に逃げ出した。

「いくら速いって言ったって、追いつけるはずがない。追いつかれるはずがない……」

　恐怖に冷静さを失いそうになる思考に、大丈夫だと言い聞かせる。

　建物伝いに身を隠しながら移動すれば逃げ切れると思っていた。

　だが、何回目かの瞬間移動を繰り返した瞬間。

「何でっ──」

　目の前に、斧を振り上げたクマのヌイグルミが現れた。

　いや、違う。振り上げられた斧の目の前に、裕が現れたのだ。

　だが、結果はどちらにせよ同じだ。

　裕を視認するや、斧が振り下ろされた。

「ひっ……」

　悲鳴を上げそうになるのを堪こらえて、無心に後ろに飛んだ。

　裕の脳天を砕きかけた斧は、結果として床を抉えぐって静止した。

　瞬間移動をしながら、咄とつ嗟さに体を捻ひねって斧を躱かわしたため、肩を浅く切られただけで回避することが出で来きた。

　瞬間移動で避けたはずの、頭を狙ねらった斧に肩を切られたのだ。

　瞬間移動だけに頼っていたら、裕の頭は今頃目の前の斧に抉られていた。

「瞬間移動が、間に合わなかった……？」

　その事実が、裕の心を掻かき乱みだす。

「逃げ切れるはずだ。瞬間移動なら、逃げ切れるはずなんだ……！」

　顔を上げる。

　斧おのを振り下ろした個体は、裕ユタカを見つめていた。これまでの経験から、これが裕を追いかけてくることを直感する。

　そして室内の至る所に、斧を振り上げた状態で静止しているクマのヌイグルミが居た。

　それらは恐らく、裕が瞬間移動で目の前に現れたら斧を振り下ろすように命令されているのだろう。

　もう、無作為に瞬間移動を使うことが出で来きない。だけど、

「ギギっ……」

　床にめり込んでいた斧を持ち上げて、目の前の個体が裕に向かって接近を開始した。

　瞬間移動を使わなければ、この個体からは逃げ切れない。

　裕は咄とつ嗟さに建物の外に飛んだ。

　視界の広い外なら、移動した先にクマのヌイグルミが存在しているかは、だいたい視覚で確認できると思ったのだ。

　だが、外に飛び出したことを裕は後悔した。

　まるで群生する蚊の幼虫のように、無数のクマのヌイグルミが街を埋め尽くしていたのである。これでは、どっちに飛んだって、敵の近くに移動してしまうことになる。

「やっと出てきたか」

　カレンの声が聞こえた。

　首筋にナイフを突つき付けられている気分だった。

　浅く切られた肩口がズキズキと痛む。

　痛みと恐怖でおかしくなりそうだった。

　落ち着け、落ち着け、と自分に言い聞かせて、無心に飛んだ。

　幾重にも金属の音が聞こえた。向かってくる斧の刃が時々裕を掠かすめた。何度かクマのヌイグルミに打ぶつかった。

　カレンの姿は見えなくなった。

　そして、何とか群れの中から逃げ出したところで、裕は足を止めた。

　慌てて駆け抜けた。呼吸が苦しい。

「どうする……どうする、どうすれば」

　どうすればこの状況から生き残れるのだろうか。

　リタ達の顔が頭にちらつく。アガサのお守りは自分で捨ててしまった。前回のように超能力者達が助けに駆けつけてくれることは期待できない。

　何とかして超能力者の街まで逃げ帰らねばならなかった。

「何で俺がこんな目に……何で、何で」

　何で、カレンは自分を殺そうとしているのだろうか？

　自問すると、上がっていた脈拍が落ち着いてきた。

　夢中で体を動かしたせいか、だいぶ頭の中がすっきりしていた。

　すぐに答えを思い付く。

「俺が、エルを殺すかもしれないからだ……」

　だからエルを守ろうとしているカレンは、裕ユタカを殺そうとしている。

　超能力者の街まで逃げ帰ろうと思っていた。たどり着きさえすれば、きっと超能力者達は裕を守ってくれるだろう。

　エルを殺そうとしている超能力者達が、裕を守ってくれる。

　逃げ帰って、守ってもらって、生き残って。

「それで、……俺はエルを殺すのか……？」

　何で、そんなことをしなければいけないんだ……？

「ああ、そうだ。……そうしないと、超能力者が死んじゃうんだったか……」

　エルか、超能力者か、選べるのはどちらかだけだ。

「何でだっけ……？」

　何な故ぜ、エルも超能力者も生き残れる道を、誰も探そうとしないのだろうか？

　どちらの死も防ごうとしないのだろうか？

　ああ、そうだ。

　この世界にはその二つしか選択肢が無いからだ。

　この世界の誰もが、カミサマってのが決めたルールに縛られている。超能力者達リタやアガサ、エルに生きていて欲しいと願ったカレン、そしてエル自身も、このルールに縛られた長い年月の中で多くのことを諦あきらめて、この世界を受け入れてしまったんだろう。

　違う世界から来た裕だけが、そのルールを知らなかった。

　そして知った後も、駄だ々だを捏こねているのだ。

　──どちらも死なせたくないと。

「ああ、そうか」

　どうしてこんなに辛つらいのか、ようやく分かった。

「俺は、誰も死なせたくなかったのか……」

　掌てのひらを見つめる。

　裕に出で来きるのは、たった五十メートルの瞬間移動だけだ。

　こんな力じゃ、逆立ちしたってこの状況を覆くつがえしたりは出で来きないだろう。

　でも、譲れなかった。

　諦あきらめちゃいけない。

　狂ってしまいそうなぐらい、裕ユタカは求めていた。

「誰も死なせたくないんだよ……」

　拳こぶしを握りしめる。

　胸を締め付けていた何かが剥はがれ落ちて、続いていた体の震えが止まった。

「気付いちまえば、簡単なことじゃないか」

　具体的な解決策があるわけじゃない。

　だけど、その結末じゃないと自分が納得できないから。

　空を見上げると、この世界を見下ろす誰かの双そう眸ぼうみたいな月が二つ。

「誰がこの世界のルールお前の言うことなんか聞いてやるか」

　睨にらみ返かえして啖たん呵かを切った。

「俺は、エルも超能力者も誰一人だって死なせたりしない」

　その結末じゃないと、きっと本当の意味でエルを幸せには出来ないから。

「──俺はエルを幸せにするって、約束したんだ」

　自分がすべき事を再認識する。

　もう逃げ出すわけにはいかなかった。

　超能力者が生き残ることを諦めてしまったカレンに、負けるわけにはいかなかった。
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　道路の向こうにカレンが見えた。傾きかけた月を背に、背後に無数のクマのヌイグルミを引き連れて、こちらに近付いてきた。

「もう逃げるのは諦めたのか？」

「諦めるのをやめたんだ」

「は？」

　裕の言葉にカレンが頭を傾かしげる。

「俺は、エルも超能力者も、──誰一人だって死なせない」

「そんな結末は無い」

　二人の視線が交差した。

　カレンの背後で雲のような塊になっていたクマのヌイグルミ達が、一匹の巨大な生き物のように蠢うごめいて、裕ユタカに向かって飛来した。

　飛べば、それはいとも簡単に躱かわせた。

　地面に打ち付けられた群れが散り散りになって、各おの々おのの個体が裕に襲いかかる。

　瞬間移動逃げるだけじゃダメだ。

　戦わなければいけない。

　もう負けるわけにはいかないと、決めたのだから。

　学ランを脱ぎ捨てて、両腕を上げて拳こぶしを構える。足を前後に開いてつま先で立つ。

　体の中で、心臓がリズム良く脈打ち始める。

　この世界に来てしまう直前までやっていたボクシングの感覚が、全身に広がっていく。

　相手から感じていたプレッシャーを、途端に弱く感じるようになった。

　クマのヌイグルミと戦うのは初めてじゃない。相手は裕よりも力が強いし、何より数も多い。ボクシングでは、きっと奴やつらは倒せないだろう。

　だけど、相手にするのはクマのヌイグルミじゃない。それを操るカレンだ。

　無数のクマのヌイグルミは、相手のグローブだと思えばいい。

　斧おのを振りかぶった個体が迫る。

「ふうっ」

　短く息を吐き、半歩前に進んだ。

　カレンの目を見る。おそらく彼女に格闘技経験は無い。その瞳ひとみは素直に、裕のどこを狙ねらって攻撃を振り下ろしているのかを教えてくれた。

　裕の首を斧が横薙なぎにした。

　身をかがめて躱す。

　重心移動と同時に前に駆け出した。

「なっ……」

　カレンが驚いていた。

　瞬間移動も使わずに躱されることは、予想していなかったのだろう。

　躱せる。

　カレンが意図的に動かす個体の攻撃は、裕には躱せる。

　そして、自動的に裕を襲ってくる個体は……。

　裕が瞬間移動で飛んだ。

「チョロチョロ動いてんじゃねぇ！」

　飛んだ裕を、自動的に裕を追尾していた個体達が見失う。

　瞬間移動を使えば、奴らは裕を一瞬追えなくなる。

　後は、目の前の相手カレンに集中すればいい。

　裕ユタカはカレンに向かって飛び出した。

「ッ、テメェ！」

　カレンの声に少しの動揺が混じった。

　相手は一撃で裕をＫＯできる武器を持っている。

　だけど、躱かわせばいい。避よけるのは、殴るよりもずっと得意だ。

　きらめく刃が裕を掠かすめた。意図的に紙一重で躱した。

「大丈夫だ。大丈夫」

　一瞬の判断ミスが死に繋つながる状況で、自分に言い聞かせる。足を止めるな。瞬間移動の超能力、フットワーク、リズム、その全すべてが裕を敵の強撃から守ってくれた。

　だが、相手は大群である。

「舐なめるなァ！」

「ぐあっ」

　やけになったカレンが、狙ねらいも付けずにクマのヌイグルミを振り回した。

　無作為に飛来した群れが、裕に激突した。

　モコモコの頭が、裕の腹部にめり込む。

　咄とつ嗟さに身を固めたが相手の力が凄すさまじい。

　裕の体は弾はじき飛とばされ、窓ガラスをぶち破やぶって建物の中に転がった。

「いっ……痛ってぇ……」

　受け身を取りながら床を転がって、打ち付けた全身の痛みに身み悶もだえする。

　衝撃でアドレナリンの分泌が途切れたのか、逃げている最中に斬きられた傷口や、浅く抉えぐられた肩までがズキズキと痛み出した。

「何だよ、痛ぇじゃねぇか……」

　浅く擦り切れた傷口から、血が滲にじむ。

　クマのヌイグルミとの戦いで、白い服に血の染しみを作っていたエルが頭に浮かんだ。

「こんなに痛いなら、痛そうにしろよな」

　裕が立ち上がる。

「フー……」

　息を吐いて外に飛び出す。

　カレンが目の前に立っていた。

　彼女の周囲には、無数のクマのヌイグルミが控えている。

「お前は何がしたいんだ？」

　カレンが問う。

「俺はエルも超能力者も死なせたくない」

「そんなの、別にお前だけじゃない」

「俺はエルも超能力者も死なせない」

「カミサマの奇跡がエルを殺そうとしてるんだ。奇跡を起こせたって、どっちも生き残る道なんて作れるか分からない。こんな状況で──」

　カレンが問う。

「お前に何が出で来きるんだよ？」

　そんなものは、決まっていた。

「出来ないからって、諦あきらめられることじゃないだろうが」

「話にならねぇ」

　侮ぶ蔑べつするように、カレンが吐き捨てた。

「あたしは殺すと決めた。二億人の超能力者を殺しても、エルを助けると決めたんだ。邪魔をするなら、殺す。お前がエルを殺すなら、あたしはお前を殺す」

　カレンが叫び、群れが裕ユタカに襲い掛かる。

「くっ」

　先頭を切ってきた個体をジャブで撃ち落とし、押されつつも何とか攻撃を回避する。

　躱かわせる。だけど、躱すだけで精一杯だ。

　それでも拳こぶしを振りかざし、懸命にカレンに向かって行く。

「お前には何も出来やしない」

　カレンが暴力を振りかざす。向かってくる裕との力の差を誇示するように。裕の無力を思い知らせるように。

　だけど、裕は着実にカレンに近付いていた。

　距離が縮まるたびに、カレンの胸の中で何かがチクリと傷んだ。

「どうにもならなかったんだ……」

　カレンにもそんな奇跡を望んでいた頃が、きっとあった。

　だけど諦めた。

　諦めなければ、エルを守れなかったから。

「そうだよ……出来ない……」

　エルを守りたいと思った超能力者は、

「奇跡なんて起きやしない！」

　悲痛な叫びを上げた。

　裕ユタカが駆け出した。

　クマのヌイグルミが襲い掛かった。

　繰り返される瞬間移動と、絶え間なく鳴り響く斧おのの耳障りな金属音。

　群れの僅わずかな隙すきを縫うように瞬間移動を繰り返し、カレンに近付く。

　飛ぶ度に、目の前に死が迫る。

　カレンに一歩、また一歩近付きながら、届け、届けと手を伸ばす。

　裕は死に物狂いで手を伸ばした。

　どうしても、その奇跡が欲しかった。

「届けェ──！」

　突つき出した裕の手が、カレンの肩を掴つかんだ。

「くそっ」

　夢中で裕を仕留めることを考えていたカレンは、肩を掴まれるまで裕の接近に気付けなかった。

　裕の背後でクマのヌイグルミが蠢うごめく。

　裕は掴んだカレンごと飛んだ。群れから二人が離れる。

　慣性の力で前のめりに倒れる裕の体が、カレンを押し倒した。

　仰あお向むけに横たわった彼女の上に、裕が馬乗りになった。

　裕が拳こぶしを握りしめる。

　彼女の意識を飛ばせば、もしかしたらクマのヌイグルミを止められるかもしれない。

　拳を引く。

　背後からクマのヌイグルミが迫ってくるのを感じた。

　──裕の拳が振り下ろされ、銀色に輝く斧が月明かりに煌きらめいた。




　………………。

　そして鳴り止やまなかった耳障りな喧けん騒そうが、嘘うそのように静かになった。

「ちっ……」

　瞬まばたきをしたカレンが、舌打ちをする。

　振り下ろされた裕の拳は、カレンの頬ほおの隣、硬いアスファルトを殴り付けていた。

「何で外したんだよ、コノヤロウ」

「あんたこそ、何で止めた……？」

　裕の背後では、斧を振り下ろしたクマのヌイグルミ達が、斧の先端が裕の背中に突き刺さる直前で静止していた。

「別に……」

　カレンはため息を吐つくと。

「ただ、お前が泣いてる理由が気になった」

　と言って、裕ユタカの頬ほおにぺたりと触れた。

　雫しずくの乗った小さな掌てのひらを彼女がこちらに見せてくる。

　裕は拳こぶしを打ち付けた手で目元を拭ぬぐった。

　頬が濡ぬれていた。

　何で、自分が泣いているのだろうか……？

　懸命に目元を拭うが、涙は止まってくれなかった。

　裕の様子に気勢を削そがれたカレンから、力が抜けていく。

「何を泣いてんだよ？」

　背後のクマのヌイグルミ達が裕から離れ、ぽふんぽふんとモコモコの足で地面に降り立った。

　いつの間にか、自分でもよくわからない内に、裕は泣いていた。

「痛い……」

　痛かった。

　多分、痛いから泣いていた。

「何だって？」

「斧おので切られたところとか、すっげぇ痛い……」

「はァ？」

　裕の返答にカレンが目を丸くする。

「お前っ、……あたしはお前を殺そうとしてるんだぞ？　お前もそんなあたしに立ち向かってきたんだろ？　今更、痛いぐらいで泣いてんじゃねぇよ」

　呆あきれた声でカレンが言う。

　違う。そうじゃない。

「何であんたはこんなことするんだよ？」

「エルを守るためだ。だから、あたしはお前を殺さなきゃいけない。泣いてるからって、見逃してやることは出で来きないぞ」

　口ではそう言いながら、カレンの声はどことなく優しかった。

　だが、裕が痛いと言っているのは、そういうことじゃない。

　痛かった。──斧で斬きられた肩の傷口も、地面を転がって擦りむいた体も、振り下ろした拳も、痛かった。

　エルは不死だったが、不死の体にも痛覚はあった。

　この痛みは、クマのヌイグルミと戦ってきた彼女が感じていた痛みだ。

　エルにこんな痛い思いをさせたクマのヌイグルミを操る超能力者は、言った。「──エルを守りたい」と。だったら、何で。

「何で、あんたがエルを傷つけるんだよ……！」

　嗚お咽えつみたいに叫んだ。

「あんたは、エルを守りたかったんだろう……？」

　ただ、悔しかった。

　クマのヌイグルミを操る超能力者が悪い奴やつで、エルの敵なら、こんな気持ちにはならなかっただろう。

　だが、違う。

　きっとカレンはこの世界でただ一人、エル自身でさえ諦あきらめてしまったエルを守ろうとしていた人間だった。

「あんたはエルを自分の命にかえても守りたかったんだろう……？　なのに、……なのに何であんたが……エルを傷つけないといけないんだよ……！」

　そのことが悔しくて仕方がなかった。

　痛くて痛くて仕方がなかった。

　目元を拭ぬぐう。

　涙が止まらない。

　この涙は、自分が流すべき涙じゃないのに、涙が止まってくれなかった。

「……」

　カレンが少し困ったように表情を曇らせた。

　それだけだった。

　カレンは涙の一滴も零こぼさず、ただ泣きじゃくる裕ユタカの頭に手を乗せると。

「そうしないと、あたしはエルを守れないんだよ」

　そう、言った。

「お前の言う通り誰も殺さないで済むなら、あたしだってそうしたいさ」

　カレンが言葉を紡つむぐ。

「だけど、どうしようもないんだ。どうしようも無かったんだっ……。何をしてもこの状況は変えられない。超能力者かエルか、あたしにはどっちかしか選べなかったんだ……」

　悔しさと、失意と、絶望と、色々な感情がカレンをかき乱していた。

　だけど彼女はそれを表情には出さない。

「誰も殺さないで済む方法を考えた。何度も何度も考えたさ。だけど思いつかなかった。はっ……カミサマに祈ったことだってあるんだぜ」

　嘲ちよう笑しようするような笑みを、カレンが浮かべる。

「幸せな命が欲しいなら、あたしが代わりに死んでやるって。あの子の呪のろいを解いてくれるなら、あたしが笑って死んでやるから……あたしをイケニエにしてくれって」

　カレンの声に苦い物を噛かみ潰つぶすような色が、少しだけ混じる。

「……手を合わせて、額を地面に擦こすりつけて、何度も何度も祈ったんだ。あの子をあんなにしやがったカミサマに、あたしは何度も祈ったんだ……！」

　悔しさを吐き出すように、言った。

「だけど、結果は変わらなかった。……あたし達の世界は、変わらなかった……」

　カレンが感情を隠すように、目を閉じた。

「じゃあ、どうすれば良かったんだよ？　どうすれば、あたしはあの子を救えたんだよ？」

　問われる。

　裕ユタカは答えられない。

　エルを助けたい。超能力者も死なせたくない。でも、裕の中にも明確な解決策があるわけではなかった。

「カミサマが言ったこの世界のルールは変えられないんだ。この世界で生き残れるのは、どっちかだけなんだよ……」

　いつの間にか、裕の涙は止まっていた。

　そして裕に突つきつけるように、何度も自分に突きつけられたであろう言葉をカレンが口にした。

「──エルがこの世界で生きたまま十八歳の誕生日を迎えれば、超能力者が死ぬんだよ！」

　そう言って、カレンは口を噤つぐんでしまった。

　変えられない事実なのだろう。カミサマが決めたルールなのだろう。

　だが、その言葉を耳にした時、裕は何か違和感を感じた。

　違和感の正体が解わからない。

　違和感の正体を追って、裕がカレンの肩を掴つかんだ。

「なぁ」

「今度は何だよ？」

　驚いたようにカレンが目を開いた。

「カミサマってのは、この世界の全員の前でルールを説明したんだよな……確か」

「そうだよ、それがどうした？」

「教えてくれないか？　何を言われたのか」

　その言葉に、カレンが不快げに眉み間けんにシワを寄せた。

「教えてやっただろう。もうあれで全部だよ」

「違う。そうじゃない。カミサマってのが口にした言葉を教えて欲しいんだ。一言一句違たがえずに」

「はァ？」

　カレンが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　だが、裕ユタカの真剣な目を見て、何度か瞬まばたきをして。

「ちょっと待ってろ。調べてやる。……ていうか、お前いい加減降りろ」

「お？　おお、悪い……」

　裕が慌ててカレンの上から降りる。

　カレンは上半身を起こし、髪に付いた土を払い、ズボンのポケットからカードの様な物を取り出した。形は少し違うが、おそらくリタが使っていた通信端末と同じものだろう。

「ほら」

　カレンはカードの表面を撫なでた後、裕の方にカードを寄よ越こしてきた。

「人間の記憶から打ち起こしたものだけど、多分間違いないよ」

「すまん、俺は字が読めないんだ。悪いんだけど、読んでくれないか？」

「はァ？　……面めん倒どう臭くさいなぁ……ああもう、いいか？　ぴーんぽーんぱーんぽ……」

「待ってくれ」

　読み上げを始めたカレンを止める。

「どこを読んでいるか、指で追いながら読んでくれないか？」

「……ああっ。いいか、いくぞ？」

　カレンは苛いら立だたしげに頭を掻かいたが、カードの表面に指を当てて、音読を始めてくれた。

　カレンの声で、カミサマの言葉が繰り返されていく。

　そして、終盤に差し掛かった頃。その言葉が、カミサマの口から放たれる。

「イケニエちゃんが十八歳の誕生日を、この世界で生きたまま迎えるようなことがあれば、先んじて超能力を与えられた方々に、皆さまもれなく、死んでもらう……」

「そこだ」

「今度は何だよ？」

　再び邪魔をされてカレンがイライラしていた。

「十八歳の誕生日を、この世界で生きたままってフレーズ、どこに書いてあるんだ？」

「ああ、それはここだよ」

「この世界で、ってのは？」

「……ここだな」

「この三単語が『この世界で』って意味なのか？」

「ん、ああ……」

「ちょっとあんたの腹に耳を押し当てていいか？」

「何で？　嫌だよ」

　カレンが胸の前で腕をクロスし、肩を裕ユタカの方に向けた。

「いや、直接言語を聞いても俺には意味が解わからないから、結果は同じか……」

　裕が焦じれたような声を出す。

　この世界では空気を介して喋しやべる言葉が、自動的に翻訳されてしまう。

　翻訳の過程で、言葉のニュアンスが違ってしまっている可能性は大いにあり得た。だけど、カミサマって存在が『この世界で生きたまま』と、条件を限定していたなら。

「超能力者も、エルも助けられるかもしれない……」

「何だと？」

　裕の言葉に、カレンが睨にらむような目を裕に向けた。

「絶対に助けられる確証なんて無い。カミサマの揚げ足を取るような、はっきり言って無む茶ちや苦く茶ちやな理論かもしれない」

　だけど、もしかしたら、助けられるかもしれない。

　数パーセントでも、可能性があるところまで来れた。

　もしかしたら何とかなるかもしれない。

「良いから早く教えろ！　何に気付いた!?」

　カレンが怒鳴る。

「この世界で生きたまま、エルが十八歳の誕生日を迎えたら、超能力者が死ぬってんなら」




「──エルを俺の世界に連れて行くことが出で来きれば、誰も死なずに済むかもしれない」




　裕の言葉に、カレンは目を丸くして「はぁ？」と声を上げた。

　きっとこれは、この世界の誰にもたどり着けなかった可能性だった。






　　　六章　イケニエ少女と作り物の幸せ









「成る程。違う世界から来た、ね……」

　あの後、裕ユタカが異世界から来た人間であることをカレンに説明した。説明を受けたカレンが裕に言った。

「それで、お前はどうするんだ？　そもそも、エルを殺してしまうかもしれないお前を生かして帰すなんて、あたしは一言も言ってないけど？」

　カレンが裕に刺さるような殺気を飛ばしてくる。裕は彼女の視線を真まっ直すぐ受け止めた。

　すると、カレンが「ハァ……」とため息を吐ついた。

「良いよ、生かしておいてやる。ただし条件付きだ」

　カレンが人差し指を裕に突つき付けた。

「エルに会うな。もし、お前がエルに近づいたら、今度こそあたしはお前を殺す」




　その後、二人は別れた。

　別れ際ぎわに裕はカレンに二つの質問をした。一つは、ここ一ヶ月の間にクマのヌイグルミを出現させた場所を全すべて教えてくれというもの。カレンは地図を用意して全てに○印をつけながら、細かく裕に教えてくれた。

　そしてもう一つは。

「エルの誕生日はいつなんだ？」

「今日きようから数えて丁度、十四日後だ。タイムリミットはその日だ」

　それだけ聞いて、二人は別れた。

　裕は、自分がどうやってこの世界に現れたのかを調べるために、まず自分が最初に訪れた街を探すことにした。

　初日にクマのヌイグルミに追われたことから、クマのヌイグルミが出現した街のどこかに裕が現れた街があるはずだった。

　カレンに貰もらった地図を頼りに街々を巡る。

「くっそ、見つからない！」

　地図に×印を付けて、ペンを投げ出してアスファルトの上に転がった。

　街と街を瞬間移動で移動し、街の中を歩きまわって見覚えのある風景を探す。何日も同じことを繰り返した。だが、裕が最初に現れた街は見つからなかった。

　探し始めてから、既に七日が経過していた。回った街より、回ってない街の方が少ない。

　鳥居やしめ縄ばかりに気を取られていたせいか、目当ての街の記憶もかなり曖あい昧まいだった。

「残り時間も半分切った。こんなんで、本当に帰る手がかりなんて見つかるのか……？」

　時間だけが刻こく一いつ刻こくと過ぎていく。

「ていうか似たような街が多すぎるんだよ！　もしかして見落としてるだけで、もう回った街がお目当ての街だったとかじゃないよな……？　いやっ」

　嫌な妄想を振り払うように、ブンブンと頭を横に振る。

「大丈夫だ。見つかる！　絶対見つかるって！」

　プラス思考に考えて、立ち上がる。

　グッと背伸びをして一歩を踏み出すと、足が何かを蹴け飛とばした。

「ん？」

　何気なく足下を見る。

　黒い革のカバンが足下に転がっていた。

「これって……おおお！」

　思わずそのカバンに飛びついた。ズザァと地面に腹を打ちつけながら、両手でそのカバンを掴つかんで、中身をアスファルトの上に撒まき散ちらした。

　カバンの中身は、筆箱、長財布、そしてルーズリーフと日本語で書かれた教科書……間違いない。

「俺のカバンだ」

　それは、この異世界に来た初日にクマのヌイグルミに襲われて、思わず投げつけた裕ユタカのカバンだった。

　周囲を見渡す。鳥居としめ縄が顔を覗のぞかせるボロボロのオフィス街。特にこれといった特徴は見受けられないが、このカバンが落ちていたなら間違いない。

「ここが……俺がこの世界で最初に来た街だ」

　カレンから貰もらった地図を広げる。今、自分が居る街を、これでもかというぐらい強く○で囲んだ。

　この街に裕が異世界に来たヒントがあるはずだ。

「後は、それを探すだけだ」

　気持ちが高ぶってくる。

　あと少しだ。

　あと少しで、このどうしようもない状況を何とか出で来きるかもしれない。

　まだエルの誕生日まで時間はある。

　さっそく探索を始めようと、裕が足下に撒き散らした教科書類を、カバンに戻し始める。

　その時、頭の中に声が鳴り響いた。

『──お知らせします』

　女の声だ。

　突然の音声に身を強こわ張ばらせる。

　頭の中に直接話しかけてくるような感覚。これは、クマのヌイグルミが出現する際に警報として使われていたテレパシーだ。

「相変わらずこれは慣れないな……」

　えも言われぬ気持ち悪さを感じて、裕ユタカが顔を顰しかめた。

　しかし、何だろうか。またカレンがクマのヌイグルミを操って、街を襲う予告でも出したのだろうか？

　頭の中に流れ込んでくる声に、意識を向ける。

　そしてその声は、言った。

『──神み子こが幸せになりました』

　思わず、耳を疑った。

『繰り返します。本日十四時四十七分、神子が幸せになりました。現在彼女は昏こん睡すい状態であり……』

　神子、リタ達がエルのことをそう呼んでいた。

　エルが幸せになった。その言葉が何を示しているのか。

　考えるまでもなかった。

『昏睡中の神子の更なる幸せを祈り、これより十秒間の黙もく祷とうを行います。業務に支障の無い者は、現在行っている作業を中断して下さい。繰り返します……』

　この連絡は、エルが死にかけていると言っているのだ。

『それでは始めます。黙祷──………………お疲れ様でした。これにてテレパシーを終了します』

　その声と共に、テレパシーは終了した。

「…………」

　裕の中に焦りが生じる。

　誰かが、超能力者の所に居るエルを幸せにしてしまったのだ。

　今、エルが死にかけている。

　どうして自分以外の人間がエルを幸せにしてしまえる可能性を考えなかったのだろうか？　リタはもう裕以外にエルを幸せに出で来きる人間がいないと言っていた。だけどエルは、出会って一月も経たたない裕が、幸せにしてしまえる女の子なのだ。

　彼女を幸せにすることは、決して難しいことではない。

「くそっ……」

　裕ユタカはカバンをその場に投げ捨てると、超能力者の街へと向かった。





　　　＊






　超能力者の街は、暫しばらく離れている間にかなり復旧が進んでいた。

　既に瓦が礫れきの山は撤去され、目につく建物の殆ほとんどが修繕中か、修繕後になっていた。

　街の中心へと進んでいく裕の目の前に、行く手を阻はばむ黄色のテープが現れた。テープの表面にはこの世界の文字が書かれてあるが、裕には読めない。

「そこから先は進んじゃダメよ」

　突然、声を掛けられた。

　声の方を向くとそこにはリタが立っていた。背後にはシニョンの女が控えている。

「おかえりなさい、ユタカくん。思ってたよりも元気そうで安心したわ。……悪いけれど、その先への立ち入りは禁止しているの。それ以上、進まないで」

「リタ……」

　表情を固くしたリタが裕を見ていた。

「エルはどこだ？」

「それを聞いて、ユタカくんは何をするの？　私が答えると思う？」

「誰も死なないで済むかもしれない方法を思いついたんだ。もう少しなんだ。頼む、もう少しだけ俺に時間をくれ」

「ダメよ」

　明確な敵意が、リタの瞳ひとみに宿った。

「ユタカくんの話が本当だったとしても、今はもうそんな可能性の話をしている時間じゃないの。少なくとも、神み子こを幸せにさえ出で来きれば、私達は生き残れる……」

　リタの瞳が裕を睨にらむ。

「私達はあと少しで神子を幸せに出来る。このチャンスを逃せば、次は無いかもしれない。邪魔をするなら、私達は容赦しないわ。……たとえユタカくんが相手だって」

　リタの言葉に呼応するように、黄色いテープの向こう側に、無数の超能力者達が現れた。

　各おの々おのが三人一組で手を繋つないでいた。恐らく三人組の真ん中に居るのは瞬間移動の超能力者だ。

　布陣した超能力者達は、一歩でもこのテープの中に入れば、一斉に襲ってくるようなプレッシャーを放っていた。

「警告はここまで。そのテープを越えた瞬間、ユタカくんは……私達の敵よ」

　今までに二度、エルの側に付いてリタのやり方に反発してきた。それでも彼女は裕ユタカを仲間と呼び、時には作戦の目的よりも裕の命を優先してくれた。

　そんな彼女が、ついに裕のことを『敵』と称した。

　今はもう、冗談なんて言える状況じゃないのだろう。

「一応、聞いてあげる。たった五十メートルしか飛べない瞬間移動だけで、私達に勝てると思うの？」

　裕が唇を結んだ。

　カレンの時とは違う。クマのヌイグルミと違い、超能力者は各おの々おのが意思を持って動く。本当の意味の多勢に無勢だ。中には超能力を使う超能力者もいるだろう。

　やってみるまでもなく、結果が見えていた。

　裕では勝てない。

　だけど……。

「すまん。退ひけない……」

「……そう」

　裕を睨にらむような目で見ていたリタの表情が、ほんの少しだけ綻ほころんだ。

「本当に最後まで……ユタカくんは私の言うこと聞いてくれないんだから」

　リタが裕に背を向ける。

「じゃあ、お別れね」

　背後に控えていたシニョンの女に歩み寄り、二人が手を繋つないだ。

「……ごめんなさい、ユタカくん」

　そう言い残して、シニョンの女と共にリタが消えた。

　リタを見送ると、裕は踵きびすを返し、目の前に立ちはだかる黄色いテープに手を乗せた。

　超能力者達の無数の視線が裕を射抜く。

「悪いな。でも、……俺も負けるわけにはいかないんだ」

　裕の手がテープを切った。

　テープが地面に落ち、裕が一歩を踏み出す。

　──それが開戦の合図だった。

　超能力の砲撃が、一斉に裕を襲った。

　爆炎が巻き上がる。石畳の地面が割れて、木々は凍りついた。

「っ、くそっ！」

　勿もち論ろん躱した。だが、超能力者達の攻撃も止やまない。身を低くして、瞬間移動だけに頼らず裕ユタカ自身も足を動かして走った。

　飛んだ。飛んで飛んで飛んで、懸命に相手を撹かく乱らんする。だが、どこにあるかも分からない超能力者の目は、すぐに裕を捉とらえ、多種多様な超能力が裕を狙う。

　爆風が目の前で舞い上がり、真っ赤な火花が網膜を焦がす。

「目ェ閉じるな。見ろ」

　恐怖に目を閉じそうになるのを必死に堪こらえる。

　建物の中に飛ぶ。

　状況は悲惨だが、悪いことばかりじゃない。背の高い建物の屋上に上がって、超能力者達を見下ろす。

　境界を越えて入り込んできた裕を襲う彼かれ等らは、一軒の建物と裕を隔てるように布陣していた。

　その建物は、外装の派手な一軒家。背の高さからして二階建てだ。

　罠わなかもしれない。だが、自然に考えれば……。

「あの建物に、エルが居る──！」

　裕は再び飛んだ。

　超能力の凶きよう刃じんが襲いかかる。

　目の前で足下が爆発した。散ったアスファルトの破片が額を打った。

「いっ……クソっ」

　血が流れてきて、思わず右目を閉じた。学ランの袖そでで拭ぬぐう。

　すると、目の前にシニョンの女が飛び出してきた。

　シニョンの女が裕に手を突つき出してくる。

　突然の事だったが、潜くぐって飛んで躱かわした。

「何であいつが？」

　彼女は瞬間移動の超能力者だったはずだ。彼女の超能力は戦うことに向いていない。

　すぐに彼女は裕を追って来た。

　やはり瞬間移動を使っている。

　そしてシニョンの女は、裕に向かって拳こぶしを繰り出すように、広げた手を突き出してきた。

　身を引いて躱すと、彼女の手が宙を掴つかんだ。

　まるでその手は裕を捕まえようとしているようだった。

「っ、そうか」

　彼女の意図に気付く。

「大人しく私に捕まれば、怪け我がをしないで済みます」

　シニョンの女が言う。

　彼女は、瞬間移動の超能力で裕ユタカをどこか遠くへ飛ばしてしまうつもりなのだ。

　彼女がどれほどの距離を移動できるかは分からないが、恐らく裕の何百倍もの距離を飛べるのだろう。

　五十メートルしか飛べない裕が、何百キロも離れた場所に連れて行かれたら、ここまで戻るのに何時間掛かるか分からない。

　捕まったら、終わる。

　裕はシニョンの女から逃れるべく、瞬間移動を繰り返す──が、彼女はピッタリと張り付いて裕の移動についてきた。

「うわっ」

　咄とつ嗟さに身を引いた。シニョンの女の手が、裕の肩を掠かすめる。

「くそっ」

　何度飛んでも彼女を引き離せない。瞬間移動の技術に圧倒的な差があった。これでは、トイレの個室みたいな狭せまいリングで殴り合っているのと変わらない。

「っ、ぁ！」

　これ見よがしに腕を上げて、フェイントのパンチを二発空中に放つ。怯ひるんでくれることを期待したが、シニョンの女は裕の拳こぶしに視線すら向けなかった。

　相手としては最悪の相性だ。

　やりにくいなんてもんじゃない。

「いい加減、諦あきらめたらどうですか？」

　手を突つき出しながら、涼しい顔でシニョンの女が言う。

「誰がッ」

　相手の一手一手が着実に裕を追い詰めてくる。

　だが、悪いことばかりではない。シニョンの女が張り付いているお陰で、他の超能力者からの砲撃が止やんでいた。撃ってきている攻撃は、どれも裕を威嚇するようなハズレの射撃ばかり。

　攻撃を躱かわし続けながら、裕は着実にエルに近付いていた。

「おっォォォ──！」

　獣のような雄お叫たけびを上げて、手を伸ばす。

　裕の手が、目標の建物の壁に届いた。

　だが、

「終わりです」

　そう言い放ったシニョンの女の掌てのひらが裕ユタカの眼前に迫った。

　駄目だ。躱かわせない。

　突つき出したシニョンの女の手が、裕の額に触れる。

　──そう思われた瞬間、斧おのを振り上げたクマのヌイグルミが、突如二人の視界の端はしに現れた。

「なっ、くっ」

　シニョンの女が驚きに表情を歪ゆがめて、退避した。

　二人の間に割って入るように振り下ろされた斧が、地面に叩たたきつけられる。

　その個体を、超能力者の砲撃が射抜いた。

　破やぶかれて地面に転がったクマのヌイグルミが、物言わぬ綿くずと化す。

「何でクマのヌイグルミが？　……カレンか？」

　もしかして、助けに来てくれたのだろうか？

「何にせよ、助かった」

　裕が建物の中に飛ぶ。

　建物の内部は、一階は大きなエントランス。窓のたぐいは無く、部へ屋やの中を人工的な明かりが照らしている。部屋の中央に上へと続く大きな階段があり、階段の先には扉が一つ。

　きっとあの先にエルが居るのだろう。

　裕がいなくなった後も、外で超能力の爆発音が鳴り響いていた。

　誰かが超能力者と戦っている。

　きっとカレンだ。

「助けに来てくれたのか……？」

　首を傾かしげる裕の目の前に、二匹のクマのヌイグルミが現れた。

　現れた二匹の個体は、それぞれが階段の両りよう脇わきに門番の様に佇たたずんでいる。

　もしかしたら、裕の追手を食くい止めるためにカレンが出してくれたのかもしれない。

「ありがてぇ」

　心の中でカレンに感謝して、裕がクマのヌイグルミの脇を抜け、階段を駆け上がった。

　が、その瞬間。

「──！」

　斧を振りかぶった二匹のクマのヌイグルミが、突如裕に向かって刃を横薙なぎにしたのである。

「なっ」

　空を切る音。

　咄とつ嗟さの事であった。

　反射的に裕ユタカはクマのヌイグルミの片方を殴りつけた。

　ぶっ飛んだクマのヌイグルミが、互いに打ぶつかって斧おのでお互いを引き裂きながら、床に落ちた。

「……何で、こいつらが俺を襲うんだ……？」

　カレンは裕を助けに来てくれたのではないのか？

　クマのヌイグルミが出現したということは、恐らくカレンは近くにいる。

　外からは超能力の爆発音が鳴り止やまない。

　恐らく外で超能力者と戦っているのは、カレンだろう。

　カレンは裕に対して条件を出していた。『エルに近づくな』と。

　確かに今の裕はその禁を破やぶっている。だから裕を止めに来たのか？

　だが、仮にカレンの目的が裕を止めることであるなら、超能力者達と争う必要がどこにある？

　考えた。だが、答えは出ない。

「今はエルが先決だ」

　裕は考えるのをやめて、階段の上へと進んだ。

　高級感のある木の扉は、ドアノブを回すと、いとも簡単に開いてくれた。カギは掛かっていなかった。

　扉の向こうは白く優しい光が照らす部へ屋やになっていた。

　部屋の真ん中には天てん蓋がい付きのシングルベッドが置かれており、その上に──エルが居た。

「エル……」

　安あん堵どの息が漏れる。

　昏こん睡すいしていると聞いていたが、白く神こう々ごうしい衣装を着せられたエルが、ベッドで上半身を起こし、こちらに背を向けてベッド脇わきに置かれた液晶の画面を見つめていた。

「何だ、起きてんじゃねぇか。昏睡したって聞いたから、心配したんだぞ」

　裕が部屋の中を進んでいく。

　エルがこちらを向いた。

「大丈夫か？　放ほったらかしにしてすまん。お前を連れ出しに来た。嫌がっても連れてくけど、良いな？」

　顔色が悪い。だが、エルはちゃんと生きていた。

　裕を見て、エルが弱々しくニコリと笑った。その笑え顔がおは空から元げん気きのようにも見える。

「聞いてくれよ。もしかしたら誰も死なないで済むかもしれない方法を見つけたんだ。無む茶ちや苦く茶ちやかもしれないけど、お前も超能力者も助かるかもしれないんだ」

　エルは何も言わない。

　裕ユタカがベッドの脇わきまで歩み寄った。

「……どうした？　どうして黙ってるんだよ」

　裕がエルの顔を覗のぞき込こむ。

　するとエルの両手が、裕の頬ほおに触れた。

「何だよ？」

　冗談みたいに裕が笑う。

　エルの指が肌の上を滑り、裕の額に触れた。

「イテっ」

　額がチクリと痛んだ。

　エルが触れたのは、アスファルトの破片で切ったところだった。

「……そこ触られると痛いんだけど？」

　わざとらしくジト目で睨にらむ。

　するとエルの目め尻じりに大粒の涙が浮かんだ。

「なっ!?　おい。何で泣くんだよ！　あ、別にそんなに痛くはなかったぞ」

　女の子を泣かせてしまったかもしれないと、裕が慌てふためく。

　するとエルは消え入りそうな声で、一言。

「ごめんなさい……」

　呟つぶやいたと同時に、エルの唇の端はしから、ゴポッ──と。

　どす黒い血が溢あふれた。

「──エル!?」

　裕が顔色を変えてエルの肩を掴つかむ。

「こんな怪け我がまでして、ユタカが頑張ってくれたのは……、わたしを死なせないためだって、分かってるのに……」

　途切れ途切れにエルが言葉を紡つむいでいく。

「もう、ユタカはわたしのこと嫌いになったって……。嘘うそを吐ついていたわたしに、もう二度と優しくしてはくれないって思ってたから……」

　エルが何かを堪こらえるように、胸を押さえた。

「わたしを死なせないために、ユタカが、……くっ、頑張ってくれたのは分かってるの……なのに……」

　エルの瞳ひとみに涙の雫しずくが溜たまっていく。

　彼女の唇の端はしから伝った赤い液体が、白いシーツを汚した。

「ごめんなさい。わたし……ユタカがわたしのために頑張ってくれたのが、嬉うれしくて嬉しくて仕方がないの……！」

　エルの背後で、液晶の画面が光っていた。

　映っているのは超能力者達の街、外の風景だ。超能力者達がクマのヌイグルミを操るカレンと全力のぶつかり合いをしていた。

　クマのヌイグルミで超能力者達の攻撃を防ぎながら、画面の向こうのカレンが懸命に叫んでいた。

『止まれタカマツユタカ！　これは超能力者達こいつ等が仕組んだ罠わなだ──！』

「ユタカ……」

　名前を呼ばれて、エルを見た。

　すっ──と、魂が抜けるように、エルの髪の毛から色素が抜けていく。

　エルの髪の毛が、真っ白になった。

　そして、エルがニッコリと笑う。

　彼女の目め尻じりから、一筋の涙が落ちた。












　そして、真まっ赤かに汚れた口元で、エルが一言。

「ありがとう、──ユタカ」

　と言った。

　そして、エルはそのまま後ろ向きに倒れた。




　──ベッドの上に倒れたエルが、死んだように眠り始めた。





　　　＊






「何だよ、これ……？」

　裕ユタカが震える手で、エルに触れた。

　冷たい。

　エルの汚れた口元を指先で拭ぬぐう。

　どす黒い跡が、拭っても拭っても消えない。

　血に手を濡ぬらさないと感じ取れないほど、エルの呼吸が弱々しい。

「上う手まく、いった……」

　疲れきった声が、部へ屋やの中に響いた。

　顔を上げるとリタが部屋の中に居た。

　背後にはシニョンの女が佇たたずんでいる。

　リタが手を振ると、シニョンの女は何も言わずに消えた。

　部屋の中にはリタと裕と、そして真っ白なエルだけが取り残される。

「どういう事だよ……？」

「君が私達を相手に頑張っている姿を、そこで神み子こにも観みてもらったの」

「……は？」

「圧倒的に不利な状況でも、ボロボロに傷つきながら自分のために戦ってくれる人がいる。それって、どれだけ幸せなことなんでしょうね。私だったら、きっとその人が……」

　リタが口元に笑みを浮かべた。

　わざとらしい悪役を演じているような素振りだった。

「王子様みたいに見えちゃうかな」

「じゃあ、エルが昏こん睡すいしたってテレパシーは……？」

「うん。君をここに誘おびき出だすための嘘うそ。……騙だまして、ごめんなさいね」

　裕がベッドから立ち上がった。

　俯うつむいたまま、フラフラとした足取りでリタに歩み寄る。

　リタの肩を掴つかんだ。

　握りしめていた拳こぶしが痛かった。

「…………」

「……殴らないの？」

「俺が、……エルを殺したのか……？」

「君は騙だまされただけよ。神み子こを殺したのは私達」

「エルも超能力者も助かるかもしれない方法を思いついたんだ。……少しなんだ……。少しだけ、……俺に時間をくれよ……」

「ええ。後は私達がやっておく。君は君のしたいことをすればいい」

「何だよ！　さっきから君、君って！　いつもみたいにユタカって呼べば良いだろうが！」

　声を荒らげて裕ユタカが怒鳴った。

　冷たい目をしたリタが、こちらを見ていた。

「君は、こんなことをされて私を許せるの？」

　リタが裕の手を払う。

「だから言ったでしょ……さようならって」

　一度だけ、リタが困ったように笑った。

「ありがとう。君のお陰で私達は助かったわ」




「──おっめでとうございまぁーす！」




　いつの間にか、二人の隣にタキシードの女が立っていた。口元にニッコリ笑みを浮かべ、目元を仮面で隠した髪の長い女だ。

　女は興奮した様子で、白い手袋をしたままの手で、パチパチと二人を賞賛するように手を叩たたき始めた。

「イケニエちゃんの幸福がピークに達したのを確認しましたので、お知らせに上がりました！　制限時間ギリギリでしたが、この世界は、あなた達は、確かにイケニエちゃんを幸せにしてくれました！　皆さま、おっめでとうございます！」

　隣に立つリタが目に見えて緊張していた。

「あんた、誰だよ……？」

「あれー？　お兄さん、私をお忘れですか？　こんな美人を忘れるなんて、もしかして女性に興味が無いタイプの男の人ですー？　うっわー。お兄さんイケメンなのに残念ー」

　妙に高いテンションで、まくし立てるように女が喋しやべる。

「はい、どーも。お久しぶりです。みんな大好き私ですー。おっはようございます！　どうです？　思い出しましたか？　……って、あれ？」

　タキシードの女が裕ユタカを見て、首を傾かしげる。

「しっくりきていないご様子ですね。本気でお忘れですか？」

　仮面の向こうの瞳ひとみが、裕の顔を見つめる。

　ゾワリ──と。本能的な恐怖心が、胸の奥から這はい上あがってきた。

「何なんだあんた……」

　生物的な本能が警告音を鳴らす。

　震えていた。この女が怖い。

「まぁ良いいやー。別に今はお兄さんのことなんてどうでもいいしっ」

　タキシードの女は暫しばらく裕を見つめた後、興味を失ったように裕に背を向けた。

　革靴を鳴らしながら、部へ屋やの奥へと進んでいく。

　エルのベッドの枕まくら元もとにたどり着くと、床に腰を下ろしてベッドに肘ひじを付いた。

「よく眠ってますね。いい塩あん梅ばいで彼女は幸せになっています」

　女の口元がニンマリと笑う。

「イケニエちゃんはこのまま幸せな夢の中で眠り続け、七日後の彼女の誕生日には息を引き取ることでしょう」

　目の前の女が何でもないことのように、エルが死ぬと口にした。

「さてさて。イケニエちゃんを幸せにするため尽力なさった皆さまは、さぞお疲れでしょう。イケニエちゃんは私が看み取とってあげます。どうぞ皆さま、後のことは私にお任せ下さい。……それにしても」

　タキシードの女の手がエルの額に伸びていく。

「本当に、可愛かわいい寝顔ですね。ヨダレが出そうです」

　タキシードの女の手がエルの髪を撫なでようとしていた。

　何な故ぜだろうか？　彼女にエルを触らせてはいけないような気がした。

「なぁ、あんた……」

　裕がタキシードの女を止めようと手を伸ばしかけた。

　その時だった。

「エルに触るな──！」

　叫び声が響いた。

　扉を突つき破やぶって、無数のクマのヌイグルミが部屋の中に流れ込んできた。

「おやおや？」

　それを目の端はしで捉とらえたタキシードの女が、手を振りかざす。タキシードの女の周囲に無数のクマのヌイグルミが出現した。

　タキシードの女の周囲に出現したクマのヌイグルミは、部へ屋やに飛び込んできたカレンの物とは色が違う。斧おのを携えた黒いクマのヌイグルミの軍勢が現れると同時に、カレンの操る群れを迎え撃った。

　ぶつかり合ったそれらは、波が相そう殺さいするようにお互いを引き裂き合って、ボトボトと音を立てて床に落ちる。

「何ですかー？　見たところ私の力を借りている超能力者さまとお見受けしますが、いきなり私に攻撃を加えるなんて、バチ当たりもいいところですよー？」

　タキシードの女が部屋の扉に目を向ける。

　クマのヌイグルミの大群を引き連れて、部屋の中にカレンが踏み込んで来た。

「お前は、お前だけは……許さない！」

　明確な憎悪を持って、カレンがタキシードの女を睨にらむ。

　カレンの気持ちに応じるように、クマのヌイグルミ達が一斉に飛び出した。

「あらあら。まだやる気です？　あ、もしかして、このイケニエちゃんが大切だったんです？　ダメですよー。イケニエちゃんが生き残ったらあなたが死んじゃうのに、イケニエちゃんを守ろうなんて。そんな命を粗末にするような真ま似ね、許しませんよー？」

　冗談を言うように、タキシードの女が笑う。

　カレンはもう取り合わない。

　凶器を携えた無数の個体が、部屋の中で絶え間なく増殖を続ける。その全すべてがタキシードの女に襲いかかっていく。

　タキシードの女はリズミカルに手を振りかざしながら、黒い個体を無数に出現させて、それらを相殺していく。

　部屋の中には耳を劈つんざく金属音が絶え間なく鳴り響き、打ぶつかり合う斧が火花を散らし、引き裂かれた個体が足下で残ざん骸がいの山になっていく。

「聞く耳を持たないとは。素晴らしい自己犠牲の精神ですね……でも、」

　タキシードの女が、額に掌てのひらを当てた。

「彼女の幸せだけは、絶対に邪魔させませんよ」

　突如、タキシードの女から凄すさまじいプレッシャーを感じた。

　女が指で鉄砲の形を作り、人差し指をカレンに向けた。

「ばーんっ」

　と言って、手首にスナップを効かせた。

「っ」

　すると、見えない何かがタキシードの女の指先から飛び出して、空気中に漂うクマのヌイグルミの残ざん骸がいを揺らしながら、一直線にカレンの額に突つき進み、激突した。

「ぁ……」

　喉のどから空気が抜ける音。

　カレンの足から力が抜け、重力に引かれて床に崩れ落ちた。

　そして一拍遅れて。

　ボト。ボトボトボトボト……。

　カレンのクマのヌイグルミ達が、一斉に床へと落ちていった。

「はい、おしまいっ」

　タキシードの女が手を鳴らす。すると、黒いクマのヌイグルミ達も、各おの々おの床にゆっくりと降りて、寝そべるように地面に転がり、動かなくなった。

「さ、て、と」

　タキシードの女が、地面の上の残骸を足で避よけながら、カレンの方に近付いてくる。そして、手近に落ちていた斧おのを拾い上げると。

「やっぱり斧は箸はしより重いですねー」

　カレンの頭に狙ねらいをつけるようにして、斧を振り上げた。

「おい、あんた──！」

　状況が理解できず固まっていた裕ユタカが、飛び出した。

　カレンの背中を掴つかんで、タキシードの女から距離を取る。

　タキシードの女が振り下ろした斧が、床に突き刺さった。

　それを見て、裕の背筋に冷たいものが這はう。

「何すんだよ……？」

「見ての通り、私を殺そうとしたその子を殺すところです。邪魔しないで下さいよー」

　軽い口調のまま、タキシードの女が言う。

「うっへぇ、重たい……」斧を投げ捨てて、タキシードの女が裕に言った。

「邪魔するなら、お兄さんもまとめて殺しちゃいますよー？」

　冗談みたいな口調だが、タキシードの女が放つ雰囲気は、決して冗談なんかではない。

　邪魔をすれば、殺される。

　本能がこれでもかというぐらいの警告音を鳴らしていた。

「あんたいったい……誰なんだ？」

　疑問を口にする。

「本当に私を知らないんですかー？　問われて名乗るのもおこがましいですが……じゃあ、教えてあげましょう！」

　タキシードの女が、口元を歪ゆがめて笑った。

「初めまして、お兄さん。わたしがこの世界の──」

　タキシードの女が指で鉄砲の形を作る。

「──カミサマです」

　カミサマを名乗るタキシードの女の指先から、目に見えない何かが放たれて、それは裕ユタカの額を直撃し、脳を揺らした。

　足から力が抜け、カレンを抱えたまま後ろに倒れる。

　声を上げることも出で来きないまま、体が動かなくなった。
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　動けなくなった裕達を助けてくれたのはリタだった。

　身動きが取れない裕達とタキシードの女の間をバリアで隔て、カミサマの前に立ちふさがった。

「イケニエ少女は幸せになったんでしょう？　私達が生き残るのは確定したわ。……私の仲間に手を出さないで」

　緊張した面持ちのリタにタキシードの女はヘラヘラと口元で笑いながら、「いいですよー」と明るい調子で答えた。

　そして、現れた瞬間移動の能力者達によって、裕達は運ばれた。

　その後、眠るように意識をなくして、目が覚めると夜だった。

　ベッドの上に寝かされて、天てん井じようを見つめていた。このワンルームのアパートの様な部へ屋やには見覚えがある。初めて超能力者の街に来た日に、寝かされていた部屋だ。

「気がついた？」

　リタの声。

　枕まくら元もとには、折りたたみ椅い子すに腰掛けたアガサと少し離れた入り口の所にリタが居た。

　カレンと戦い、超能力者達と争い、体中に出来ていた傷は丁寧に手当され、包帯が巻かれていた。

「クマのヌイグルミを操る超能力者はまだ寝ているわ。一応アガサが調べたから大丈夫だと思うけど、体に変なところは無い？」

「ん……ああ……」

　上半身を起こす。手首や足首を動かしてみて、感覚を確認する。

「大丈夫……みたいだ」

　リタは「そう」と頷うなずくと踵きびすを返し、ドアノブに手を掛けた。

「リタ」

　去っていこうとする背中を呼び止めるように、声を掛けた。

　何な故ぜだろうか。先刻まで胸に支つかえていたリタに対するわだかまりが消えていた。

「……何？」

　リタの背中が止まる。

「ありがとう……助かった……」

「……ええ」

　リタが扉を見つめたまま返事をした。

　部へ屋やの中に微妙な空気が降りてくる。

　裕ユタカはベッドから足を投げ出した。

「まだ起きちゃダメです！」

　アガサが裕の肩を押さえてベッドに戻そうとする。

　アガサの声にリタがこちらを振り返る。

「何をしてるの？」

「エルを助けに行く」

「ダメよ」

「……」

　リタの言葉に裕が顔を上げる。

　憤いきどおるでも、悲しむでもない。ただ感情の無い冷徹な瞳ひとみを裕に向けながら、リタが言った。

「私に指図されるのは不服かしら？　でも、今回は私の指示に従ってもらうわ」

「……」

　裕が唇を舐なめる。

「聞いてくれ、リタ。本当に誰も死なないで済むかもしれない方法があるんだ。俺はまだ諦あきらめてない」

「そんな方法は無いわ」

「話ぐらい聞いてくれ」

「分からないの？」

　リタが苛いら立だたしげに裕を睨にらむ。

「行けば、君が殺されるわ」

　身震いするようにリタが肩を抱いた。

　裕ユタカにも、あのタキシードの女が異常であることは分かる。

　カレンですら歯が立たなかったのだ。まして裕では相手にすらならないだろう。

　だけど、行かなければエルが死ぬ。

「やっぱ、行かないと……」

「そう……」

　リタが目を細めた。

　そして突然、ベッドを包み込むように、リタのバリアが出現した。

　驚いてアガサが椅い子すから立ち上がる。

「代表!?　ユタカさんの精密検査がまだ……！」

「分かってるわ。でも、勝手に動かれるぐらいなら、閉じ込めておいた方がずっと安全よ」

　そう言ってリタが踵きびすを返す。

「悪いけどアガサ。彼がちゃんと安静にしているように、見張ってもらえる？」

「それは……構いませんが……」

　納得いかない様子でアガサが唇を結んだ。

「俺を、閉じ込めたのか？」

「ええ、そうよ」

　言われて裕は不思議に思う。

　裕は瞬間移動の超能力者だ。たったの五十メートルしか移動できないが、言い換えれば五十メートルなら障害物を無視して、飛べる。

　こんな薄っぺらいバリアに、裕を閉じ込めることが出で来きるとは思えなかった。

「代表のバリアは、空気振動以外の全すべてを遮断します。瞬間移動でも越えられません」

「理解できたわね。じゃあ、大人しく寝てなさい」

　リタが去って行く。

「ユタカさん。明日までなるべく体を動かさないで下さい。ユタカさんがカミサマからどんな攻撃を受けたかは分かりませんが、脊せき髄ずい神経にダメージを負っている可能性があります。下へ手たに動けば心肺の停止もあり得……って、ユタカさん!?」

　ベッドから立ち上がった裕を見て、アガサが悲鳴を上げた。

「すまん」

「謝ってもダメです！　言うことを聞いて下さい！」

「ああ、もう！」

　リタがガシガシと髪を掻かき毟むしって、裕ユタカの方を振り返った。

「どうしてそんなにわからず屋なの!?」

「どうしてもエルの所に行かないといけないんだ」

「だったら、今すぐそのバリアを越えてみなさい！　そこから出られたならどこへでも行けばいい。もう邪魔も口出しもしないわ。だけど、それが出で来きなかったらアガサの命令に従いなさい。良いわね!?」

　まくし立てるようにリタが言う。

「ああ、そっか……」

　そんなリタを見て、裕は納得した。

　自分の胸の中から、リタに対するわだかまりが消えている原因に気付く。

「何よ……？」

「そっか。そうだよな……」

　どうしてそれに気付けなかったのだろうか。

　裕はリタのことを、エルを殺すことで自分が生き残ろうと躍起になっている、利己的な人間として見てしまっていた。

　だが、それは違った。

　思えば彼女は、今までずっと仲間の安全を優先させていた。エルを何としても捕まえなければいけない切迫した状況でも、仲間を危険に晒さらしてまでクマのヌイグルミの出現した街に入ることを躊躇ためらった。

　更には出会ったばかりだったにも拘かかわらず、不慮の事故で超能力による攻撃を受けてしまった裕を、切望していたはずのエルを捕まえられるチャンスを棒ぼうに振ってまで助けようとしてくれた。

　カレンとの戦いでは、たった一人でカレンと戦った。

　カミサマと対たい峙じし、裕とカレンが命を落としそうになった折、身を挺ていして裕達を守ってくれたリタを見て、裕はようやく気付いた。

　彼女も、裕と同じように悩んだのだ。

　超能力者達と、エルと、どちらかを殺さなければいけない状況で、悩んでいたのだ。

　弱い裕はどちらも殺したくないと自暴自棄になり、リタは全すべてを納得して自分の仲間達を守ることを選んだのだ。

　だから、どんなに卑劣な手を使ってエルを殺そうとしても、裕や超能力者達を絶対に危険に晒そうとしない。

　リタはきっと決めていたのだろう。

　一人を殺すと決めて。その他の誰一人として、殺さないと決めた。

「リタ……悪かったよ」

「え……？」

「ずっと、守っててくれたんだよな……」

　裕ユタカが言う。

「必要以上に悪ぶって見せるのは、俺に責任を感じさせないためか？　自分が悪者になって、俺の怒りの矛先も全部背負い込んで……って、それは美化し過ぎか」

「何を言ってるの？」

「気付けなくて悪かった。……勝手に決められたルールの上に無む理り矢や理り乗せられたのは、超能力者も一緒なんだって……ちゃんと聞いてたはずなのにな」

　リタの瞳ひとみは揺らがない。

「リタの敵になってごめんな……」

　リタが二度、瞬まばたきをした。

　ドアノブから手を離して、部へ屋やの真ん中まで裕に近付いてくる。

「何を言われているのか、全く分からないんだけど」

「俺はエルを死なせたくない。勿もち論ろん、リタもアガサも、あのカレンって女の子だって、俺は絶対に死なせたくない」

「そう。でも、そこから出られない君に出で来きることは無いわ」

「そうだな、まずはこっから出ないとな……」

　光を拡散して七色に輝くリタのバリアは、触れてみるとひんやりと冷たかった。

「ごめんな、リタ。お前の気持ち、汲くんでやれなくて」

　そう言って、裕は飛んだ。

　行ったのは、いつもと変わらない瞬間移動だ。

　たった五十メートルしか飛べないそのヘナチョコ瞬間移動は、一瞬で裕の姿を消し去り、彼をバリアの向こう側へと誘った。

　アガサが目を剥むいて驚いていた。

　だけど、誰よりも驚いていたのはリタだった。

「何で……私のバリアを越えて……？」

　呆あつ気け無なく出て来てしまった裕を見て、リタが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「悪い、行くわ」

　たったそれだけ言って、リタの脇わきを抜け、すれ違う。

　一歩、踏み出した裕の肩をリタが掴つかんだ。

「そんなはずがない……瞬間移動じゃ、私のバリアは越えられないの……」

「邪魔も口出しもしないって約束だろ？」

　それでも、リタは裕ユタカの肩を放さなかった。

「行かせない……」

「リタ？」

「行かせない……行ってはダメ。今すぐベッドに戻って……」

　裕の肩を掴つかむリタの手が震えていた。

「ありがとな」

「何でお礼を言われているのか、分からないわ。何を思っているのかは知らないけど、君が考えていることは、恐らく間違いよ」

「俺が考えてることがただの妄想でもさ」

　裕がその手に触れる。

　リタの手は、彼女のバリアの様にひんやりと冷たくなっていた。

「今、リタが俺のことを守ろうとしてくれてるのは、事実だろ？」

　その言葉に、リタの瞳ひとみが一瞬だけ揺らいだ。

　だけど、一回の瞬まばたきの後に感情の色は消えてしまう。

「行かせない。……閉じ込められないのなら、殴り飛ばして動けなくすることだって出で来きるのよ」

「頼むリタ、行かせてくれ」

「君がやろうとしていることは、二億人を超える超能力者の命を危険に晒さらす可能性があるわ。絶対に許可できない」

「エルを見捨てたくない」

「感情的な話はしてないわ！　君は今すぐベッドに戻ればいいの！」

「お前だって本当は、誰かを殺したくなんかないんだろう？」

「分かったようなことを言わないで！　君が何を思っているかは知らないけれど、私は悪役を演じてるつもりなんてないわ！　……殺さなきゃいけないの。私は、神み子こを殺さなきゃいけない」

　初めて、リタの口から『殺す』という言葉が出た。

　食くいしばるリタの歯がギリっと音を立てる。

「殺さなきゃいけない……たとえ私が人殺しになったって、私は……」

「代表！」

　突如、アガサが叫んだ。

　突然声を上げた彼女に驚き、二人が彼女の方を向く。

「もう、やめましょう。……もう、良いじゃないですか……」

「何が良いっていうの……？」

　怒気を崩さないまま、リタがアガサに問う。

「だって……全部、ユタカさんの言うとおりじゃないですか……」

「何を言っているのアガサ……」

　リタはハッと肩を震わせて、慌ててポケットの中に手を突つっ込むと、中から何かを取り出して床の上に投げ捨てた。

　音も無く床に落ちたのは、アガサのお守りだった。

　裕ユタカが貰もらったのと形状は似ているが、形が少し違う。リタも同じ物を持っていると言っていた。きっとこれがそうなのだろう。

「アガサ……私を、覗いたわね」

　忌々しげな目でアガサを睨にらんだ。

　アガサは首を横に振った。

「読まなくたって分かりますよ」

　鋭い視線に晒さらされても、アガサは一切動じなかった。

　ただ無言の睨み合いが続く。

　どれだけの時間が流れたかは分からない。

　たったの五分か、あるいは一時間以上、二人は睨み合った。

　そして、リタが。

「……だったら……」

　ポツリと言った。

「……。だったら、どうしろって言うのよ。私が頑張らないと、……皆が死んじゃうのよ……」

「……」

　リタの瞳ひとみに既に怒気は無い。

　憔しよう悴すいしきった目が、アガサを見ていた。

　アガサがリタに歩み寄る。

　そして、彼女の肩をギュッと抱いた。

「代表一人で、全部を一人でやらなきゃいけないことなんてないんです。皆で、頑張れば良かったんですよ」

「訳の分からないことを言わないで。じゃあ、それでうまくいかなかった時は誰が責任を取ればいいのよ！　立場のある大人達は、私達の超能力を危険視して、私達から距離を取った。他のコミュニティの超能力者達は、口を出すだけで手も貸さない……」

「そうでしたね」

「全部全部、自分でしろって、自分の責任で、自分で決めろって……」

「そうでした。でもだからって、代表が一人で全部背負い込まなくてもいいんです。大人達が離れようと、他のコミュニティが何を言ってこようと、関係ないんです。ここに居る超能力者は──私達は、仲間なんですから」

　リタが唇を噛かみ締しめる。

「……私は誰かに同情してもらえるような、綺き麗れいな人間じゃないわ。神み子こを殺すと決めたことに、罪悪感だって抱いてないわ……」

「超能力者を守るために、頑張ったんですよね。分かってますよ。代表が神子を殺すと決めて。だけど、超能力者は誰一人だって死なせはしないって決意したこと。テディを操っていた超能力者も、ユタカくんも含めて、全員。一生懸命守ろうと頑張ってたの、ちゃんと知ってますよ」

　ああ、そうだ。

　ほんの僅わずかな時間しか過ごしていないが、リタとは気が合った。

　出会ったばかりのどこの誰とも知らない裕ユタカにすら、あそこまで世話を焼こうとしていた彼女が、たとえカミサマが決めたことだからといって、誰かが死ぬのを心の底から良しとする訳がない。

「私だって……憎くもない相手を、殺したくなんかない……」

　弱々しく訴えるリタの声に、湿気が交じる。

「だけど、仕方がないじゃない……超能力者全員の命を懸けて、イケニエに選ばれたあの子一人の命を救うなんて……出で来きるわけないじゃない……。だから、私は──ッ」

「仕方なくなんかねぇよ」

　二人を見守っていた裕が、床に落ちていたアガサのお守りを拾い上げる。

　それをリタに差し出しながら、裕が言った。

「俺が何とかする。エルも超能力者も死なせたりしない。だから、頼む。行かせてくれ」

　リタは一瞬だけ裕を縋すがるような目で見たが、すぐに顔を伏せた。

「そんな都合の良い結末は無いわ……」

　だが、……。

「代表……」

　リタの肩を抱いていたアガサが、驚きよう愕がくに震える目で裕を見ていた。

　差し出したお守りを手に持ったまま、裕ユタカが首を傾かしげる。

「──ユタカさんの考えている方法が成功すれば、誰も死なないで済みます」






　　　七章　イケニエ少女と本当の幸せ









　母が死んだ。

　首を吊つって死んでいた母を目まの当あたりにして、エルは初めてイケニエに選ばれてしまったことを不幸だと思った。

　自分の運命に、絶望した。

「……何で？」

　問いかける。

　吊られた母は言葉を返さない。

　最後に母が書き残した、呪じゆ言ごんの様な書き置きは手の中でクシャクシャになっていた。

　部へ屋やを出た。

「……っ」

　薄暗いリビングで、テレビを点つけてチャンネルを回す。

　しばらく見ない間に、世界は大きく変わっていた。超能力者が溢あふれた事で人々の生活は劇的に満たされていて、叶かなわない願いを探すことの方が難しくなっていた。人々はカミサマに感謝し、こぞって信仰に走る。

　自分をこんな目に合わせた奴カミサマが、この世界ではもてはやされていた。

「こんな世界で……わたしに幸せになれって言うの……？　こんな世界のために……お母かあさんはっ……」

　怒りと悲しみが腹の底から這はい上あがってきて、エルの胸をグシャグシャに掻かき毟むしった。

「うっ、────！」

　どうにもならない感情に内臓を握り潰つぶされている様な気分だった。苦し紛れに振り回した手がテーブルをひっくり返した。投げたリモコンがテレビの画面を叩たたき割わって、ソファーや床に手や額を何度も打ち付けた。

　血が飛び散った。額が割れた。肉の削そげ落おちた手に、木片やガラスが刺さっていた。

「痛い……痛い、痛い……」

　光の粒が宙を舞う。それらは傷を癒いやしてくれる。

　だけど、どれだけ光の粒が体に吸い込まれていっても、胸を締め付けるような痛みだけが消えてくれない。

「痛いよお母さん……」

　熱い涙が幾重にも頬ほおを伝う。

　こみ上げた嗚お咽えつに、誰に聞かれるでもなく声を上げて泣いた。

　泣いて泣いて、泣き続けた。

「どうしてっ……、どうしてわたしを置いて行っちゃうの、お母さん……？　わたしは……お母さんが居てくれれば、幸せだったのにっ……、それで良かったのにっ……」

　涙も涸かれた頃。気が付くとリビングの冷たいフローリングの上に倒れていた。

　もう疲れた。

　息をするのもだるい。

『生きて』

　そんな言葉を書き残した母を恨めしく思った。

　今まで一度だって母に逆らったことは無かったのに、その時だけは、母の言うことを聞きたくなかった。

　今直すぐこの世界から消えてしまいたかった。

　そして、寝ているのか起きているのかも分からない意識の中で、ふと思った。

「お母さんは……わたしに不幸になって欲しかったのかな……？」

　言葉にして、直ぐに分かった。

　違う。

　イケニエに選ばれる前、仕事が忙しく殆ほとんどかまってくれなかった母に、ワガママを言ってしまったことがある。

『綺き麗れいな洋服も、玩具おもちやも、温かいご飯も要らない！　だから、お母かあさんがずっとわたしのそばに居てっ』

　母の腰程も身長がなかった頃、幼いわたしは夜勤に出ようとする母の足にしがみついて、泣きわめいていた。

　困ったような顔で頭を撫なでてくれた母が言った。

「ごめんなさいね。綺麗な洋服も、玩具も、温かいご飯も、お母さんがワガママで、エルに与えてあげたいものなの。だって」

　母が笑っていた。

「──可愛かわいいエルに、ずっと幸せでいて欲しいから」

　母が言った。

　母が望んでいた。

　瞳ひとみに、気力が戻ってくるのを感じた。

　母はきっと、自分に幸せになって欲しかったんだ。

　だけど、自分は幸せになると死んでしまう不死の体になってしまった。

　もう幸せになんか……なれない。

「いいえ、なれる……」

　幸せになれば死んでしまう。だけど一度だけなら。この一生の最後に、命と引き換えに一度だけなら、自分は幸せになれる。

　体を起こした。

　画面の割れたテレビの向こうで、世界を変えてしまった超能力者が笑っていた。

「──わたしは、幸せになる」

　母が命を懸けて与えてくれたこの時間の中で。

　たった一つだけの幸せでも、誰よりも幸せな女の子になろう。




　すぐに超能力者に連絡を取った。

　彼、彼女達は、すぐにエルを迎えに来てくれた。

　母の事も、丁重に弔ってくれた。

　超能力者達の中で、懸命に自分にとっての幸せを探した。

　だけど、見つからない。

　何がわたしを幸せに出来るのかも分からないまま、月日が流れていく。

　そして、クマのヌイグルミが現れた。

　誰かも分からない超能力者が操っているクマのヌイグルミは、人を襲うらしい。

　──カレンだ。

　クマのヌイグルミを操る超能力者が、すぐにカレンだと分かった。

　理由は無い。だけど、直感した。間違いない。

　彼女が自分を守るために、戦ってくれていることが分かった。

「……止やめさせなきゃ」

　そう思った時、自分の人生の目標は、これで良いと思った。

　命を懸けて、全すべてを投げ打って、自分を守ろうとしてくれている親友を救う。

　これが成せれば、自分はきっと幸せになれる。

　それなら自分は、幸せになっていい。

　直すぐに銃火器を盗んで、超能力者達の街を抜けだした。

　人を襲うクマのヌイグルミを倒しながら、必死にカレンを探す。

　見つからない。

　どうしても、見つからない。

　時間だけが刻々と過ぎ、十八歳の誕生日タイムリミツトが迫っていた。

　最悪、カレンを見つけられなくても、自分は幸せにならなければいけない。

　だけど、エルは昔よりも幸せを感じ難にくくなっていた。

　自分を幸せにすることが出で来きない。どうしても出来ない。

　気持ちばかりが焦る日々の中、ユタカに出会った。

　異世界から来たと自称する彼は、変な人だったけど世話焼きで、優しくて、彼と一緒に居ると幸せを感じる血を流すことが多くなった。

　久しぶりに楽しいと感じる時間だった。

　焦る気持ちが薄れていく。

　彼が居てくれれば、幸せになれると思った。

　彼ならきっと幸せにしてくれると思った。

　後は、何とか十八歳の誕生日タイムリミツトまでに、カレンを救えれば……。




　クマのヌイグルミに拐さらわれたユタカが、カレンを見つけてくれた。

　ユタカのおかげで、カレンと話をする事が出来た。

　超能力者達が、カレンを許してくれると約束してくれた。

　ユタカのおかげだ。ユタカのおかげで、やり遂げることが出来た。

　だけど、ユタカは全すべてを知ってしまった。

　ユタカを傷つけてしまった。

　きっともう彼は、自分に笑い掛けてはくれないだろう。




　ユタカが怒っていた。悲しんでいた。思い詰めていた。

　こんな時、何て言えばいいのか分からない。

　だけど、わたしは幸せにならなければならない。




　ユタカが出て行ってしまった。

　超能力者の代表の女が、『わたしが幸せになった』というテレパシーを流して、ユタカをおびき出すと言う。

　来てくれるはずがない。

　ユタカを騙だまして、利用して、裏切ったわたしを、彼が心配してくれるはずがない。

　だけどユタカは来てくれた。

　こんなわたしのために、ボロボロになりながら超能力者達と戦ってくれた。

　幸せすぎて、胸が張り裂けそうだった。

　体が痛い。

　終わりが近付いているのが、分かった。

　ダメだ。ユタカが何のために戦ってくれているか考えろ。

　こんなやり方でわたしが死んでしまったら、きっと彼は自分を責める。

　また彼を傷つけてしまう。

　これ以上彼の姿を見ちゃいけない。

　だけど彼の姿から、目が離せない。

　ずっと彼を見ていたかった。

　視界が霞かすんでくる。

　彼がわたしの所にたどり着いた。

　何を言えばいい。何を言えば……わたしは彼を傷つけないで済む……。

　懸命に考えていた。なのにわたしの唇は、最後まで自分勝手な一言を、彼に向かって口にした。

「ありがとう、──ユタカ」

　もう、十分だった。

　十分過ぎるぐらいわたしは満たされていた。

　──私は、幸せだった。





　　　＊






　──なるほど、それがエルの幸せですか。

　声が聞こえた。

　瞼まぶたを開く。

　もう開くことはないと思っていた瞼が、いとも簡単に開いた。

「何で……あなたが……」

「教えてください。どうしてあなたは幸せになれましたか？　この世界の何が、あなたを幸せに出で来きたんですか？　どうすればエルは幸せになれるんですか？」

　そこには仮面の女が、エルをイケニエにしたカミサマが居た。

「っ、……」

　カミサマを目まの当あたりにする。

　這はい上あがる嫌悪感に胸を締め付けられ、呼吸をするのが苦しくなった。

「はっ、はっ……」

　懸命に息を吸う。肺に酸素が入っている気がしない。

「あれれ、どうしました？　過呼吸みたいな症状が出てますよ。はい、落ちついて？　すっすっ、はー……あ、これは妊婦さんがするやつですっけ？　まぁ、いいや」

　カミサマがエルに微笑ほほえむ。

　憎んでいたはずだ。自分にこんな運命を強いたカミサマを憎んでいた。再会することがあれば、もしかしたら自分は彼女を殺すかもしれないと考えた事もあった。

　そのカミサマと再会した。

　自分はもうイケニエに選ばれた頃のか弱い少女ではない。

　戦い方も学んだ。クマのヌイグルミとの戦いも経験した。

　手を伸ばせば届く所に居るこの女の首を絞めることだって出来る。

　なのに……この女が怖い。

　全身が石になってしまったように、体が動かせなかった。

　カミサマがエルの手を取る。

　触れられたところから、魂を引き抜かれてしまうような気がした。

「さぁ、早く。教えてください。どうしてあなたは幸せになれたのですか？」

　薄暗い部へ屋やの中、カミサマと二人。

　もしかしたら、イケニエに捧ささげられた自分は、もう誰も届かない場所に行ってしまったのかもしれない。

「い……や……」

　唇の隙すき間まから小さな悲鳴が漏れた。

　だけど、この声は誰にも聞こえないだろう。誰にも届かないだろう。

　この世界で、恐ろしいカミサマと二人。

　この世界のどこにも、逃げ場の無い。

　それは声でもなく、ましてや誰かに向けた願いでもなく、エルはただ求めた。

　──助けて。と。

　勿もち論ろん、その声は誰にも届かない。

　誰も助けには来てくれない。

　そう思った。その時──

　暗くら闇やみを引き裂くように、薄暗い部へ屋やの扉が音を立てて開いた。

　眩まぶしい光が差し込む。

　光の中に、裕ユタカの姿が浮かび上がった。





　　　＊






　既に日付が変わろうとする頃。

　エルの眠る寝室は、昼間とは違いやけに暗かった。

　部屋の中には白はく髪はつのエルと、カミサマと名乗ったタキシードの女。

　エルが目覚めていることに、まだ生きていたことに安あん堵どする。

　そして裕は、部屋の中に一歩踏み出した。

　一瞬でエルの側そばまで寄る。

　エルに手を伸ばそうとする裕の首筋に、手袋に覆われたカミサマの手が触れた。

「イケメンのお兄さんじゃないですか。何しに来たんですか？」

　声を弾ませて問うカミサマ。

　しかし、その雰囲気は殺気を帯びていた。

　裕の首に触れる指先にクッと力が籠こもり、ナイフを首筋に突つきつけられているようなプレッシャーを感じる。

　カミサマに首を掴つかまれ、エルに伸ばした裕の手は僅わずかに届いていない。

「もしかして、イケニエちゃんを取り返しに来たんです？」

　手を差し出した姿勢のまま、踏み出そうとする。

「それ以上、前に出たら殺します」

　その言葉に、硬直していたエルが驚いた顔でカミサマの方を向いた。

「十数える間に、ここから出て行かないと殺します。じゅーう、きゅーう、三、二、一」

「待って！」

　エルが声を張り上げた。

　カミサマのカウントが止まる。

「お願い、……ユタカには何もしないで」

　エルの方を向いたカミサマが、満足そうに口元で笑った。

「ようやくお喋しやべりしてくれましたね」

　機嫌よく笑うと、裕ユタカの首筋を放さないまま。

「いいですよ、お兄さんには何もしません。その代わり、私の質問に答えて下さい。どうしてあなたは幸せになれたのですか？　あなたを幸せにしたのは、この瞬間移動のお兄さんですよね？　このお兄さんの何があなたを幸せに出で来きたのですか？」

「俺は、エルを幸せになんて出来ていない」

　答えたのは、裕だった。

　カミサマが裕の方を向く。

「どういう意味です？」

　問われるが、裕はカミサマの方を見ない。

　元より彼女と会話をするつもりなどなかった。

「エル──」

　目の前の、幸せにすると約束した少女を見据える。

　エルは怯おびえた瞳ひとみで裕を見上げていた。

「俺はお前を幸せにするって約束した。だから、そのためなら何だってする。エル、お前は今、本当に幸せか？」

「何を言っているんですか？」

　隣のカミサマがため息を吐つく。

「幸せに決まってるじゃないですか。幸せだから彼女は血を流して、痛い思いをして、こんなになっているんです。彼女は幸せですよ。ねぇ？」

　カミサマがエルを見る。

　エルの瞳が恐怖に引きつった。

「ええ。……わたしは幸せよ……だから、わたしはこうしてる。幸せか？　なんて、聞かないで。わたしは、イケニエとして幸せになれた……」

「イケニエとしての幸せなんて聞いてないだろ。俺は、お前が本当に幸せなのか聞きに来たんだ。本当の気持ちを教えてくれ」

「本当の、気持ち……？」

「本当にこれで満足なのか？　胸を張って死ねるぐらい、お前は幸せになれたのか？」

「何を言っているんですか？」

　首筋を掴つかむカミサマの指が、浅く裕ユタカの肉を抉えぐった。

「やめて！」

　カミサマの白い手袋に裕の血が滲にじんだのが見えて、エルがカミサマの手を掴もうとした。

「エル！」

　力強く裕がエルの名を呼ぶ。

　その気迫に、エルの動きが止まる。

「今、この女は関係ない。話をしているのは俺とお前だ。お前の気持ちを言ってくれ」

「関係ないって……お兄さん、頭に血が上りすぎて訳分からなくなってませんか？」

「超能力者のことも、イケニエのことも、俺が何とかする。何とかしてみせる！　だから、本当のことを教えてくれ。お前は──」

「しゅーとっ」

　カミサマが、裕を掴んだ手を振った。

　たったそれだけの事で、裕の体がボールみたいに弧を描いて部へ屋やの中を飛んだ。

「！」

　壁に背中を打ち付けて、肺の中の空気が一気に抜ける。

　ズルっと滑り落ち、床に座り込んだ。

　遅れて、打ち付けた背中がズキズキと痛み出す。

「いい加減にして下さい。うるさいです。勢い余って殺しちゃいそうです」

　カミサマが何かを言っている。

　裕の目はエルを見ていた。

　カミサマによって遠くに離れてしまったエルが、裕に向かって手を伸ばしていた。

　その手はもしかしたら、投げ飛ばされる裕を庇かばって伸ばした手なのかもしれない。いや、きっとそうだろう。だとしても、エルが裕に手を伸ばしているのなら。

　痛みを堪こらえながら、裕がエルに向かって手を突つき出す。

「……手を取れ」

「……」

「大丈夫。何とかするから……」

　一文字に結んだエルの唇が震える。

　本当は彼女だって分かっているのだ。

　自分自身の置かれた状況がいかに不幸で、どんなに手を伸ばしても人並みの幸せなんて手に入らない。

　だから、手に入る範囲で、妥協して、諦あきらめた。

　それを強いたのは、目の前のカミサマだ。

　彼女を殴り飛ばして、大丈夫だと力強く言ってやれるぐらいの力が、裕ユタカにあればと思う。

　だけど、裕に出で来きるのは、たった五十メートルの瞬間移動だけだ。

　目の前の強大な相手を倒し得る程の力なんて、裕には無い。

　自分を本当に情けないと思った。

　だけど……。

「約束したろ……」

　裕は約束した。

「お前のこと、──幸せにするって」

　エルの瞳ひとみが、入り口から差し込む光を反射して、水みな面ものように揺らいだ。

　裕に伸ばしたエルの手が、ゆっくりと閉じていく。

　エルの隣に立っているカミサマの口角が吊つり上あがる。

　閉じていくエルの手は、裕に縋すがることを諦めてしまったと思っているのだろう。

　だけど、裕には──たった五十メートルの瞬間移動しか出来ない超能力者には──。

　何も無い虚こ空くうを掴つかもうとした掌てのひらが、何を掴みたかったのかが、確かに見えた。

　──助けて、と。

　声にならない彼女の悲鳴が、確かに聞こえた。

　裕が飛ぶ。

　虚空を掴もうとした手の中に、エルに伸ばした裕の掌が、確かに届いた。

　エルの手を掴んだ。

　エルが手を握り返した。

「ははっ」

　自然と笑みが零こぼれた。

　エルの手を掴んで、飛ぶ。飛ぶ。飛ぶ。

　薄暗い建物から飛び出すと、こうこうと月明かりが照らす路地で、エルを引き寄せて、抱え上げた。

　体の痛みも消え、力が湧わいてくる。

「ユダガ、あだ、ば……」

　エルが涙と鼻水で顔をグチャグチャにしながら、裕ユタカに何かを言おうとしていた。

「ちょ、お前……こんな時ぐらい綺き麗れいに泣けよ」

「ふぐっ、だっでぇ……」

「ああ、分かった。何が言いたいのか、分かってるから。落ち着くまで暫しばらく喋しやべんな。ただでさえ、ヒロインにあるまじき鼻血垂れなんだから」

　言われなくてもエルが何を言いたいのかぐらい分かる。

　最初から、ずっとエルは裕に求めていたのだから。

「幸せになりたいんだろ？　じゃあ、まずはこの状況を何とかしないとな。心配するな、何とかする」

　エルを抱える両腕に力を籠こめる。

「助けるよ。絶対に」

「──」

　エルは裕の胸に顔を埋うずめてベチャベチャの顔を隠すと、鼻血垂れと呼ばれたことに抗議するように、掴つかんだ裕の手に爪つめを立てた。




「ダメじゃないですかー」




　声が響く。

　そして目の前に、──カミサマが現れた。

「そのイケニエちゃんは、私へのお供え物ですよー？　カミサマの持ち物を盗むなんて、罰当たりだと思いませんかー？」

　顔を上げたエルがカミサマに目を向ける。緊張に涙も止まっていた。

　腕の中でエルが小さく震える。

「だいたい、瞬間移動を使っているってことは、お兄さんも超能力者ですよねー？」

　タキシードの女がやれやれと首を横に振る。

「分かりませんねぇ。仮に私から逃げ切れて、イケニエちゃんを抱えてここから逃げ出せたとしても、お兄さんは死んじゃうじゃないですか」

　対たい峙じしてみると、カミサマの背丈は裕と殆ほとんど変わらなかった。

　だが、彼女から感じるプレッシャーは凄すさまじい。

「私、言いましたよね？　イケニエちゃんが幸せになれなかったら、超能力を与えられた全すべての方に死んでもらうって」

　その言葉は裕ユタカに対する脅迫だったのだろう。

「この世界でエルが生きたまま十八歳の誕生日を迎えるようなことがあれば、超能力者を殺す。──ああ、あんたが言ったんだ。約束は守れよ」

「はい、勿もち論ろんです」

　カミサマが答えた。

　口約束である状況は決して変わっていない。

　だけど、本人の口から言げん質ちを得た。

　──助けられる。

　エルを裕の世界に連れて行けさえすれば、この状況を変えられる。

「イケニエちゃんを返して下さい。今ならまだ許してあげます」

　カミサマがエルに手を伸ばす。

　裕はエルを抱えたまま、その手を避けた。

「返事はノー……ということで、よろしいですか？」

「あんたにエルは触らせない」

　裕が宣言する。

「まるで私が彼女にとって害悪であるような言い草ですね……」

　カミサマが不敵な笑みを口元に浮かべた。

「私が誰だかお忘れですか？　私はカミサマですよ」

「タカマツユタカだ。忘れてくれていい」

「根に持つタイプだったみたいです。覚えておきましょう」

　カミサマが仮面に手を添えた。

　ピシッ。

　仮面が軋きしむ音。

　そして仮面が真っ二つに割れ、地面に落ちた。

　仮面の下から瞳ひとみに怒りを宿したカミサマの顔が露あらわになる。

「こんなに腹が立つのは、初めてです！」

　口元に笑みを浮かべたまま、カミサマが吠ほえた。

　その声が開始の合図であったかのように、裕とカミサマの姿がその場から消えた。

　瞬間移動でカミサマから距離を取ろうとする裕に対し、それを瞬間移動で追うカミサマ。

　先手を取ったのはカミサマだった。

　瞬間移動の逃走劇の中、手で鉄砲の形を作って、人差し指を裕ユタカに向ける。

「ばーんっ」

「おっと」

　カミサマの人差し指から目に見えない力が発射されて、それが裕の肩を掠かすめた。

「よく避よけましたね。凄すごい凄ぉーい」

「狙ねらいが見え見えなんだよ」

　あからさまな攻撃なら、エルを抱えたままでも躱かわすのは容易たやすい。

　だが、

「ちなみにお兄さん、どこに逃げるおつもりですか？」

　どんなに瞬間移動を繰り返しても、すぐにカミサマが追い付いてくる。

「さぁなっ」

　即座に飛ぶが、すぐに追いつかれる。

「逃げられませんよ」「逃げられません」「この世界の何ど処こに逃げたって」「私から逃げられませんよ」

　どうにかして逃げきらねば。

　裕の焦る気持ちをあざ笑うように、カミサマは徐々に裕に距離を詰めてきていた。

「あなたの移動の癖も、だいぶ分かってきました」

　そう言って、カミサマが足を踏み鳴らす。

　突如、移動した先の地面が大きくヒビ割れて、裕は足場を失った。

「なっ!?」

　下に目を向ける。割れ目の底は見えない。

　エルを抱えたまま、その地割れの底へと引かれていった。

「何でもありかよっ」

　裕は咄とつ嗟さに周囲を見渡し、足場に狙いを定めて飛ぶ。

　飛んだその先に──。

「慌ててると、目線の先に飛んじゃいますよね。分かりますっ」

　吐息がかかるほどの至近距離に、カミサマが立っていた。

　タキシードの女の腕が伸びてくる。

　瞬間移動で避け──いや、だめだ。これは間に合わない。

「えいやっ」

　軽い掛け声と共に、カミサマが掌てのひらを繰り出した。

「くそっ！」

　体勢を崩しながら、後ろに倒れて何とか躱かわす。

　尻しりもちをついた裕ユタカを見下ろすカミサマの瞳ひとみが、獲物を狩る肉食獣の様にギラついた。

「イケニエちゃんを返して下さい」

「誰が──」

「そうですか」

　カミサマが裕に向けて手を突つき出した。

　恐らくあの手には、触れるだけで裕を無力化できる超能力が宿っているのだろう。

　カミサマの瞳が勝利を確信したように、笑え顔がおに歪ゆがんだ。

　──だが、その手は裕に届かない。

　光を乱反射して七色に光る薄い膜が出現し、カミサマの攻撃を阻はばんだ。

「あいたっ」

　カミサマの指先は、その薄い膜に打ぶつかった。

「ユタカくん、下がって！」

　叫び声が聞こえる。

　裕は直すぐ様さま体勢を立て直すと、カミサマから距離を取った。

　そして声が飛んできた方向に目を向ける。

　月明かりを背に受けて、超能力者である事を示す制服に腕章を付けた少女が立っていた。

「──リタ」

「守ってあげる。行って」

　リタが一歩を踏み出して裕とすれ違う。

「あいつ強いぞ。幾つも超能力を使ってくる」

「知ってる」

　リタが唇に指を当てる。

「私達の超能力は彼女からの借り物らしいから。彼女が全すべての超能力を使えたところで、別に驚きはしないわ」

「ああ、痛い痛い……。もう、誰ですかっ！　私の邪魔をするのはっ？」

　カミサマのわざとらしく怒ったような声が響く。

　相手に目を向けて、裕は目を剥むいて驚いた。

　カミサマの周囲を数粒の光の粒が舞っていたのだ。恐らく先程バリアに阻まれた時に傷つけたのだろう。その光の粒は、彼女の赤く腫はれた指先へと吸い込まれ、見る見る内に彼女の手から赤みが引いていった。

「わたしと同じ……不死？」

　腕の中のエルが呟つぶやく。

「成る程。神み子こと同じ不死の力まで持ってるって訳ね。これは私一人じゃどうにもならないわ。でも、心配はいらない。彼女を引き受けるのは、──私達だから」

「──────ッ！」

　大地を震わせるような、歓声が上がった。

　突如として、リタの後方に大地を埋め尽くす様な超能力者達の大群が現れた。

「全部で約三万人、皆で来たから大丈夫よ」

　戦場の兵士が陣を展開するように、現れた超能力者達が広がっていく。

　壮大な光景だった。

「だけど死なない奴やつを相手に、勝てるのか……？」

「あら。ユタカくんは知らないの？　不死の相手こそ──」

　超能力者達の中から、光の砲火が飛んだ。

「おや？」

　カミサマは自分自身の傷を治す事が出で来きる特性故か、飛来したその光の玉を避よける素振りも見せなかった。

　しかし、光の玉がタキシードの女に直撃すると。

「なんですか、これ……寒っ!?　眠っ!?」

　カミサマが肩を抱いて震えた。

「そして何だか眠く……。ああ、成る程。低体温症ですね。……温度を下げる超能力に、こんな応用があったとは……」

　そう言いながら、カミサマは掌てのひらの中に巨大な火の玉を出現させた。火の玉からタキシードへ炎が引火する。

　全身を焼かれ、焼かれたそばから光の粒がカミサマの傷を癒いやす。

　しかし、間かん髪はつ入れずに超能力の次弾がタキシードの女を襲う。

　正面にバリアを張って、カミサマがそれらを防いだ。

　初めて、カミサマが攻撃を避けた。

「──不死の相手こそ、私達が最も戦い慣れている相手よ」

　自信に満ちた声で、リタが言う。

「これはちょっと……やっかいかもしれませんね」

　笑みを浮かべたままカミサマが言う。

「何で……あなた達がわたしを……？」

　腕の中のエルがうわ言のように呟く。

「本当に何のおつもりです？　せっかく私が現れて、何もしなければ生き残ることが確定したあなた達が、揃そろいも揃ってどうして私の邪魔をするんですか？」

「どうして？　分からないのかしら？」

　リタがカミサマを睨にらみ返かえした。

「五年前……いきなり現れたあなたが、私達に何をしたと思うの？」

「何を？　超能力を与えてあげたでしょう？」

「五年後に死んでしまう呪のろいのおまけ付きでね！」

　リタが吠ほえる。

「自分の寿命が後五年しか無いかもしれない。そんな状況の中で、どんな気持ちで私達が生きてきたと思う……？　超能力を貰もらったからって、あなたに尻尾しつぽを振って感謝すると思った？　舐なめるんじゃないわよ！」

　リタの感情に呼応するように、超能力者達が昂たかぶっていく。

「誰も死なないで済むのなら、私達は誰一人だって死なせない！」

　そして、高らかに宣言した。

「命を懸けて私達を守ろうとしてくれた彼女を、これ以上あなたの好きにはさせないッ！」

　超能力の砲火が一斉にタキシードの女に降り注ぐ。

　超能力者達から、怒号にも似た歓声が上がる。

　巨大な雑音にかき消される中、リタの唇が動いた。

　リタの目が一瞬だけエルの方を向いた。

「私達のために命を懸けてくれて、ありがとう……」

　エルが震える。

　しかし、相手は強大。

「まさか私に反旗を翻ひるがえそうとは……これはやっかいですね。でも、こんなのはどうです？」

　カミサマが超能力者達に向けて手を翳かざす。

　すると彼かれ等らの群れの中に、黒いクマのヌイグルミが現れた。

「数には数の暴力で対抗するのが一番ですよね」

　あれは、超能力者達と対たい峙じしたカレンが採っていた戦法だ。大群の超能力者も陣形の中から崩されれば、弱い。確かあの時はリタがバリアで彼等を守り、その結果としてリタは一人で戦うことになっていた。

「おい、リタ……」

　本当に彼女達をここに残して行って良いのだろうか？

　しかし、リタは裕ユタカの不安を一笑した。

「心配は要らないわ。今回に限っては、彼女も私達の味方だから」

　何の前触れもなく、カミサマの真横に三体のクマのヌイグルミが出現した。

　斧おのを振り被かぶったその個体は、躊ちゆう躇ちよなく斧を振り下ろす。

「おや……」

　カミサマの姿は一瞬で消え、その斧は空を切る。

「ッチ。避よけられたか」

　超能力者の群れの中から、赤毛にキャスケットを乗せた小柄な少女が顔を覗のぞかせた。

「相手のクマのヌイグルミは、あたしが全部引き受ける。あんたらはあの女に集中しろ」

「カレン……」

　腕の中のエルが少女の名前を呼んだ。

　カレンが超能力者を守って、戦っていた。

　そしてシニョンの女に連れられ、カレンが裕ユタカの眼前に飛んで来た。

　彼女が裕とエルに歩み寄る。

「遅くなってごめん」

　カレンがエルの手を強く握る。

「今度こそ、あたしがエルを守るから」

　カレンが、リタを筆頭とした超能力者達が、誰も死なせまいとして戦っていた。

　誰も死なせたくないと孤軍奮闘していた裕の側そばに、皆が駆け付けてくれた。

　誰もが、誰一人として死なせない決断をしてくれた。

「ああ、もう……何だってんだよ……」

　こんな状況なのに、笑っちゃうぐらい嬉うれしかった。

　──絶対に何とかなる。

　熱い気持ちが込み上げてきた。

　その時、カレンが何かに気付いたように瞬まばたきをした。

「エル？」

　カレンが裕の腕の中のエルを覗き込む。

　いつの間にかエルの顔色が土気色になっていた。

　エルは口元を押さえ、手で何かを裕に訴えてくる。

　その手が何を意味するか分からずに、裕が首を傾かしげると。

「こ、ぷっ」

　大量の血液が、エルの唇の隙すき間まから溢あふれた。

「エル!?」

　カレンが眼めの色を変える。

「だい、じょうぶ」

　エルはそう答えるが、とてもそうは見えない。

「ごめんなさいユタカ……。汚しちゃったわね。……うっ」

　再び真まっ赤かな血が溢あふれだし、エルの白い肌を汚した。

　そして、フルフルとエルの体が小さく震え始めた。

「ごめんなさい、嬉うれしくて嬉しくて……仕方がなかったの……」

　ポタポタと。

「せっかく、ユタカがわたしを助けてくれるって……、みんながわたしに生きていいって言ってくれたのに……それが幸せで、わたし……」

　エルが力なく笑う。

　何かを言いかけたエルの顔に、フッと息を吹きかけ、それを制した。

「心配するな。何とかなる」

「うん……」

　これだけの仲間達が駆けつけてくれたんだ。きっと何とかなる。

　頷うなずくエルの鼻の下を真っ赤な血液が伝った。

　残された時間は長くない。

「どこかにあるはずなんだ。俺がこの世界に来たきっかけが……」

　ただそれを見つけさえすれば、エルを助けることが出で来きる。

　超能力者達の群れの中に現れた黒いクマのヌイグルミが、カレンの操るクマのヌイグルミによって引き裂かれ、落ちていく。

　超能力者達の士気はどこまでも上がっていた。

　目の前のカミサマを見据える。

　彼かれ等らが咆ほう哮こうを上げる。

「いやいや……ちょっと待ってください」

　その熱気に当てられたカミサマが顔を顰しかめる。

　カミサマが心底疲れきった顔で、額に手を当てた。

「まったく。まさか、こんな……」

　疲れきったカミサマの声。

　初めて弱った様子を見せたカミサマに、裕ユタカは少しだけ希望を感じた。

　このまま突つき進めば、エルを助けられる。

　皆が応援してくれているんだ。負けない。負けるはずがない。

「いい加減にして欲しいものです……」

　そしてカミサマは、額に当てた指の隙すき間まから超能力者達を見渡すと。

「わたしがあなた達の次元に合わせてあげたら、調子に乗って……」

「まだ本気を出していないとでも言うつもりかしら？」

　リタの声が響く。

「本気というかですね……」

　士気の高い超能力者達に、苛いら立だたしげに目を細めたカミサマが。

「──あなた達なんて、私が一言『死ね』と口にすれば、死んでしまう存在なんですよ」

　と言った。

「もう何もしないでください」

　突然。

　超能力者達の歓声が止やんだ。

　そして糸の切れた操り人にん形ぎようのように、バタバタと音を立てて、超能力者達が次々と倒れていった。

「あっ……」

　裕ユタカの側そばに居たカレンも例外ではない。

　足から力が抜けて、ふらついたカレンの体が、壁にもたれ掛かりながらズルズルと地面に崩れ落ちた。

「何……が……？」

　腕の中に抱えていたエルも、裕にしがみつく力を失い、だらりと腕が下がる。

　突如起きた周囲の変化に、裕が目を白黒させる。

　次々と倒れた超能力者達が、瞬またたく間まに足下を埋め尽くす。

　気が付くと、そこに立っているのはカミサマと裕の二人だけになっていた。

「何でお兄さんは倒れないんでしょうね？　……まぁ、いいや」

　カミサマが片方の手袋を脱ぎ捨て、手近に倒れた超能力者の額に触れる。

「さて。教えてもらいましょうか。イケニエちゃんを差し出さないと死んでしまうはずのあなた達が、何を思って私に反旗を翻ひるがえしたのですか？　……成る程」

　カミサマが消える。

「きゃっ」

「こっちの小さい女の子が知ってるんですね」

　背の低い建物の屋上に移動したカミサマが、そこに倒れていたアガサの手を掴つかんで、無造作に引き上げた。

「アガサ！」

　リタが悲鳴を上げる。

　リタはバリアを張ろうと力を込めるが、一向に超能力が発動できない。

「ふむふむ。分かりました」

　アガサをその場に投げ捨て、再びカミサマが移動した。

　裕ユタカの目の前に現れ、グッと裕に顔を寄せる。

　吐息がかかるほどの距離で、裕に言葉を投げ掛ける。

「彼女の心を読ませて頂きました。お兄さん達の作戦はイケニエちゃんをこことは違う別の世界に連れ去って、私の提示した約束を反ほ故ごにするというものですね？」

「……反故になんかしてないだろ？　あんたが自分で言ったんだ。この世界で十八歳の誕生日を迎えたらって」

「ええ、言いましたね。言いましたとも。そして私自身がこの世界に出現したことで、ネゴシエーションも可能であると判断したわけですか。成る程、そうきたか」

　カミサマが手を叩たたく。

「じゃあ、条件を追加しましょうか！」

「なっ」

　反論しようとする裕の口を、カミサマの手が塞ふさいだ。

「まず一つ。これ以上、お兄さんがイケニエちゃんを連れて逃げる素振りを見せれば、それを幇ほう助じよした超能力者の皆さまを殺します」

　そんな馬鹿な。

「二つ。お兄さんイケニエちゃんと異世界に逃げたら、追いかけてお兄さんを殺します」

　ここまで来て、全すべてが台無しになってしまった。

「出で来きないと思いますか？　ご理解頂いている通り、皆さまの超能力は私の借り物です。お兄さんに出来ることは、多分私にも出来ますよ」

　裕の表情から余裕が消える。

「三つ。今すぐイケニエちゃんを私に返してくれるなら、今までのことは無かったことにしてあげましょう。……分かりましたか？　何、ご心配なさらず」

　裕の口から手を離し、カミサマが勝ち誇ったように微笑ほほえんだ。

「一度口にした約束は、絶対に守りますよ」

　飛んでカミサマから距離を取る。

　だが、もう逃げても意味は無い。

　心臓を相手に握られているような気分だった。

　どうすれば、この状況を覆くつがえせる？

　必死に思考を巡らせる裕ユタカに、抱えられたエルが唇だけ動かして言った。

「ユタカ。わたしをあの人に渡して……もう十分よ」

「何言ってんだ。諦あきらめんなっ」

「もう十分だって言ってるの！」

　エルが声を荒らげた。

　諦めているわけでも、絶望しているわけでもない。

　強い決意を秘めた力強い瞳ひとみで、エルが裕を見ていた。

　体が動けば、今にも裕の腕の中から飛び出してしまいそうだった。

「わたしは、イケニエに選ばれたことはずっと不幸なことだと思ってたわ。だけど、違った。こんなにも沢山の人が、わたしのために命を懸けて戦ってくれた……」

　一言一言。

「これで不幸だなんて言ってたら、罰が当たるわ。……こんなに幸せなことなんてない」

　言い聞かせるようにエルが紡つむぐ。

「だからわたしをあの人に渡して。わたしはもう──」

　エルが言った。

「──死んでもいいぐらいの幸せを、見つけられたわ」

「ふざけ、るなァ！」

　叫び声を上げたのは、リタだった。

「あなたっ。何を一人で満足したような顔をしているの？　何を一人で勝手に決めているの？　幸せなら死んでいいって？　そんなの絶対許さない。

　ここに居る私達は誰に強制されたわけでもない！

　自分の意志で、あなたを助けるためにここに来たの！

　もうカミサマその女の言いなりにはならないと決めた！

　もう私達は誰も殺さないと決めた！　誰も死なせないと決めた！」

　声を嗄からしながらリタが叫ぶ。

「もう二度と私達に──あなたを殺させないで！」

　そして地に伏した超能力者達が騒ぎ始めた。

「ユタカさん！　何をしてるんですか！　早く行って下さい！　戦いの中では、私達は絶対に死なないと約束したでしょう！　イケニエに選ばれてしまった彼女を！　私達を守るために命を投げ出してくれた彼女を！　もう死なせないって決めたんです！　彼女を守って下さい！」

　そうだ。諦あきらめるものか。

　迷う必要だって無い。

　誰も死なせないと心に決めたあの時から、方法なんて無かった。

　目の前の可能性が一つ潰つぶされたぐらいで、諦めてなんかやれないことぐらい、初めから分かっていた。

「ああもう、煩うるさいなぁ……」

　カミサマが頭をガシガシと掻かく。

「本当はどうしてイケニエちゃんが幸せになれたかを、ちゃんと確かめるつもりだったけど……もう良いいや」

　そしてカミサマが虚こ空くうを抱えるように腕を広げる。

　すると、カミサマの頭上に、宙に横たわる小柄な少女が現れた。

　少女が現れた瞬間、裕ユタカの中から何かが抜けるような感覚がした。

　少女は黒髪をなびかせ、重力よりも優しい力に引かれて、ゆっくりとカミサマの腕の中に降りてくる。

　その少女の風ふう貌ぼうは、

「──エル？」

　エルに似ていた。

　いや、似ているなんてものじゃない。髪の毛が黒く、顔立ちがエルよりも少し大人びてはいるが、呼吸のリズム、纏まとった雰囲気、彼女はエルそのものだった。

　だが、彼女はエルではない。

　本物のエルは、まだ裕が抱えている。

　カミサマの腕の中で少女が呻うめく。

「……カミ、サマ……？」

　瞼まぶたを開いて、寝起きのような声で少女が呟つぶやいた。

「ようやく、私はあなたを幸せに出で来きますね」

　カミサマが慈いつくしむように目を細める。

　そして優しく少女を地面に寝かせると、裕の方に目を向けた。

「さぁ、お兄さん。イケニエちゃんを渡して下さい」

「……エルに何をするつもりだ？」

「答える必要はありません」

　カミサマがこちらに近付いて来る。

「ユタカくん！　逃げて！」

　リタが叫ぶ。

　エルを抱え、裕ユタカは瞬間移動でカミサマから距離を取ろうとするが、

「……え？」

　飛べなかった。

　瞬間移動が、使えない。

　どうなっている？

「おや。もう逃げるのは止やめたんですか？　良い心がけですね」

　カミサマが迫る。

　裕は飛ぼうと力を籠こめるが、一向に瞬間移動が発動しない。

「くそっ、何でっ」

　瞬間移動が使えなくなってしまった。

「さぁ、それではイケニエちゃんを渡して下さい」

　カミサマが近付いて来る。

　慌てた裕が踵きびすを返す。

　壁にもたれ掛かって倒れていたカレンの隣に、エルを座らせた。

「ユタカ、何を……？」

「悪い、ちょっとの間ここに居てくれ。……カレン、エルのこと頼むな」

　そしてカミサマに向き直る。

「もう逃げるのは止めたのでは？」

「あんたにエルは触らせないって言ってるだろ」

　拳こぶしを掲げ、カミサマの前に立ちはだかる。

「まさかとは思いますが、お兄さん……私と戦うおつもりですか？」

「それ以上エルに近付くな」

「やれやれ……」

　呆あきれた顔で首を振ったカミサマが、一歩を踏み出した。

　カミサマが間合いに入った瞬間──裕は踏み込んだ。

　足の裏から伝わってくる抗力に、腰の回転と背筋力、肩の力と前に進もうとする突進力を乗せ、カミサマの右みぎ頬ほおに握り締めた拳を叩たたき込こんだ。

　バチンッ、と。

　肌の破裂音が響く。

　カミサマは一切のガードも回避もせず、拳を顔面で受け止めながらも、微動だにしなかった。

「瞬間移動しか使えないお兄さんが、私と戦って勝てるわけないでしょう？」

　カミサマが指鉄砲の形を作って、人差し指を裕ユタカの腹部に向けた。

「お兄さんの負けです」

「──ダメっ！」

　悲鳴みたいな声。

　突然、裕とカミサマの間に、エルそっくりの黒髪の少女が現れた。

　裕を庇かばうように両手を広げる少女。

　カミサマが放った超能力の弾丸は、少女の腹部に音もなく吸い込まれ、

「ぐ──っ」

　少女の鼻から、どす黒い鼻血が流れた。

「え……」

　カミサマが瞬まばたきをする。

「カミサマ、もうこんなこと……やめて……？」

「おい、あんた──」

　少女はフラつきながら裕の肩を掴つかんだ。

「話は後……今はここから……」

　──逃げましょう。

　少女が呟つぶやく。

　そして、裕と少女は影も残さず、この異世界から消えた。





　　　＊






　夢を見た。

　一人の不幸な少女が、ある日心優しいカミサマと出会って、幸せにしてもらう夢だ。

　まるでお伽とぎ噺ばなしの様な夢の中で、不幸な少女は少しずつ幸せになっていった。

　少女が幸せになると、カミサマも嬉うれしかった。少女の幸せがカミサマの幸せだった。

　だけど、カミサマは幸せになると死んでしまう存在だった。

　少女と一緒に幸せになってしまったカミサマは、死にかける。そして少女はカミサマを守るために、自らの命を絶とうとした。

　自分がいなくなれば、カミサマが死ぬことはないから。

　時間を止めたカミサマは、少女を幸せに出で来きる異世界を作ろうとした。

　だけど、少女にとって幸せな異世界は、そう簡単に作れはしなかった。

　作り上げた世界の中で、最愛の彼女に似た『何か』が泣いていた。

　それの泣き顔を見る度に、カミサマは胸が苦しくなった。

　泣いているのは、作り『物』だ。彼女じゃない。

　言い聞かせ、自分を偽るようにどこまでも非道に振る舞う。

　止まった時間の中でも、少女はカミサマの存在を感じていた。

　心優しいカミサマが残酷に振る舞うのを、少女は見ていられなかった。

　これは、皆が皆、誰か大切な人を幸せにしたかった。

　それだけの話だった。
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　悲しい夢を見た。

　いつの間にか、裕ユタカは眠っていた。

　ここはどこだろうか？

　暗くて、冷たくて、寂しい、何も無い世界に溶けて漂っているような感覚。

「あなたを巻き込んでしまってごめんなさい」

　エルに似た声が聞こえる。

　黒髪のエルそっくりの少女が、裕を見下ろしていた。

　先程まで見ていた夢は、彼女の記憶だ。──何な故ぜか、分かった。

　裕が使っていた、たった五十メートルしか飛べない瞬間移動。それは彼女の超能力だった。裕はその力を借りていた。

　異世界の中で残酷に振る舞うカミサマを、彼女はどうしても止めたかった。

　止まった時間の中で、助けを求めていた。

　そして、たった五十メートルしか飛べない瞬間移動──違う世界を行き来できる彼女の超能力が、偶然にも裕をあの異世界に誘った。

「あの異世界のことは、わたしが何とかする。カミサマはわたしが止めるわ」

　──止めるって言ったって、どうやって？

　相手は不死だ。瞬間移動の超能力者でしかない少女に、止められる相手ではない。

「戦って倒す必要はないの」

　自分の命よりもカミサマを大切にしていた少女が、

「わたしがカミサマを幸せにする」

　カミサマを「殺す」と口にした。

　どれ程の決意がその言葉に秘められていたのか、裕ユタカには想像もつかない。

　少女は、「幸せにして」と願ったエルと同じ顔をしていた。

　きっと少女は、カミサマを殺して自分も死ぬつもりなのだろう。

　ああ、どうしてどいつもこいつもそうなのだろうか。

　誰かの犠牲の上でしか、誰かを幸せに出で来きないと思っている。

　だけど、誰かを犠牲にしてしまった時点で、きっともう人は幸せになんかなれない。

　──誰も死なせない。そうじゃなきゃ、俺達は本当に幸せになんかなれない。

　放ほうっておける訳がなかった。

　手を伸ばす。

　裕の手は、確かに少女に届いた。

　──そんな顔するなよ。

　ただでさえ、エルに瓜うり二ふたつな少女が、泣きそうな顔をすると、エルも泣いているんじゃないかと心配になる。

　誰も泣く必要なんかない。

　ただ皆、誰かを幸せにしたかっただけなのだから。

　全すべて分かった。

　全て理解した今ならば、きっと裕にも何かが出来る。

　行かないと。

　──裕には力ずくで運命を変えることなんて出来ない。

　それでもエルを幸せにすると約束した。

　その約束を果たせるなら──。

　どんな奇跡だって起こす。

　そう決めていた。




　そして裕は、飛んだ。

　たった一人、少女を幸せにするために。
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　──異世界。

　カミサマは困惑していた。

「どこですか……？　どこですか、エル……？」

　エルを傷付けてしまった。

　そしてエルが消えた。

　どこに行ったか分からない。

　頭を抱え、超能力を総動員させてエルを探す。

　見つからない。

「どこですか。どこですか、エル！　返事をして下さい！」

　我を忘れて声を張り上げる。

　視界の端はしに白はく髪はつのエルが映った。

　彼女はこの異世界が作り出した偽にせ物もののエルだ。

「エルはどこですか……？」

　フラフラとした足取りで、カミサマがエルに近付く。

　エルが小さな悲鳴を上げて、カレンがエルの前に身を乗り出そうと、動けぬ体に力を込めた。

「教えて下さい。エルは……エルはどこですか!?」

「──あんたのエルを探してんのか？」

　その声は、不意の方向からカミサマの鼓膜を揺らした。

　振り向くと、そこには先程まで自分と対たい峙じしていた少年──裕ユタカが立っていた。

「お兄さん……」

「あんたのエルを探してるのか？」

「はい……。居なくなっちゃったんです。さっきまで、ちゃんと私の側そばに居たのに、怪け我がをしたエルが、どこかへ行ってしまったんです……」

「あんたのエルなら無事だ。俺のせいで、怪我させちまって悪かった」

「エルがどこに居るか知ってるんですか……？　どこですか？　彼女はどこですか!?」

　カミサマが裕に詰め寄る。

「あんたのエルなら、今多分、俺の中に居る」

「どういう意味ですか？　訳が分かりません」

「超能力の仕組みとかは分からないんだけど……、あんたの超能力で見えたりしないか？」

　彼の言葉に要領を得ない。

「訳が分かりません。手を出して下さい！」

　カミサマは彼の腕を掴つかんで、彼の心を読んだ。

「痛っ……」

　彼の心を読んでいく。

　深く、より深く彼の心へと潜っていった。

　そして、──。

「っつ！」

　思わずカミサマは裕ユタカから手を離した。

「あなた……どうして……？」

　知っているはずがない。知られているはずがない。

　──私の過去を、彼が知っていた。

　困惑する。

　裕の心に触れたカミサマの鼻の下に、赤い鼻血の線がツッと走った。
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　怯おびえたようにカミサマが裕から手を離した。

「あんた、エルを幸せにしたかったんだよな……？」

　裕がカミサマに歩み寄る。

　鼻の下の血を袖そでで拭ぬぐってやって、カミサマに向かって手を差し伸べた。

「俺の心を読んでくれないか？」

　カミサマは一度裕の目を窺うかがったが、恐る恐る彼の手を握った。

「俺さ、この世界に来て、ある女の子を幸せにするって約束したんだ」

「その少女の幸せをこの世界の誰もが望んでいた。だけど、彼女は幸せになると死んでしまう……イケニエちゃんだったんですね」

　裕の心をカミサマが読み上げる。

　それがどうかしたのかと、カミサマの目が問うていた。

「いや……だからさ。違う世界を作るまでしたあんたに、こんな事を言うのは、おこがましいかもしれないけどさ」

　世界の時間を止めて、新しい世界を作ってまでしても、どうしても幸せに出で来きないエルを、カミサマは幸せにしようとしていた。

　幸せになれば死んでしまうエルを、裕は何とか幸せにしようとしていた。

　きっと裕が抱いている苦しみは、カミサマが抱いている苦しみなのだ。

「あんたの気持ち、少し分かる気がするんだ」

　少しだけ目頭が熱くなる。

「幸せにしたい人を、どうしても幸せに出来ないのって、辛つらいよな……」

「何ですか今更、そんな芝居で……」

　言いかけてカミサマが押し黙る。

　裕ユタカの心を読んで、彼が嘘うそを吐ついていないことが分かったからだ。

「あんたの過去を見たんだ。全部……」

　そこにはボロボロになってるエルそっくりの女の子がいて、その子を幸せにしようと頑張っているカミサマがいた。

　ただカミサマは、その子を幸せにしたかっただけなのだ。

　それが分かってしまって、裕は心の底からカミサマを憎めなくなった。

　彼女は裕と同じだったから。

　どうしても幸せに出で来きないエルを幸せにしたい。

　ただその感情だけが、彼女を突つき動かしていた。

　繋つないだ手を通して、裕の感情がカミサマに伝わる。

「私と同じ……？　だから、あなたは何だと言うのですか……？」

「俺に分かることなら教えるし、俺に出来ることがあるなら手て伝つだうよ……」

　だから、

「この異世界の皆のことは傷付けないでくれないか？」

　そうすれば、裕はカミサマの味方でいられる。

　力なんて何も持ってない裕だけれど、カミサマを一人ぼっちになんかさせない。

　その感情が伝わって、カミサマの胸がズキリと痛んだ。

　彼の思いに、カミサマは幸せを感じていた。

　物みたいに思っていたこの異世界で出会った彼の気持ちに、心を動かされていた。

　それでも、

「──ダメですよ」

　カミサマは首を横に振った。

「あなたの言いたいことは分かりました。気持ちも確かに伝わりました。だけど、私はエルを幸せにしてあげなければいけないんです……そのために必要なら、私はこの異世界を壊します……」

　その声には、どこか迷いがあった。

　きっと裕の心を通して、この異世界の人々が『人』であると認めてしまったのだろう。

「私はエルを幸せにしないといけないんです」

　カミサマの手が裕から離れていく。

「──ありがとう、カミサマ。わたしを幸せにしてくれて」

　その手を黒髪の少女が強く掴つかんだ。

「……エル……」

　カミサマが少女の名前を呟つぶやく。

　少女が微笑ほほえむと、カミサマの肩が震えた。

「私は……あなたを幸せに出で来きませんでした……」

　カミサマは少女を見て、震える声で。

「私は、叶かなうならずっとあなたを見守っていたかった。あなたの側そばで、私が永遠にあなたの幸せを守ってあげたかった……」

「ええ」

「だけど、無理なんです。だから私は、あなたを永遠に幸せに出来る世界を作るって決めたんです」

「ありがとう、カミサマ。でも、その必要はないの……」

「どうしてですか……？」

「だって、カミサマはもうとっくに──」

　少女が祈るように膝ひざを付き、カミサマを見上げる。

　そしてどこまでも素直な声で言った。

「──わたしのことを幸せにしてくれていたんだもの」

　夜が明けて、光が差す。

　二つの月よりも明るい朝日に照らされて、少女が笑った。

「あなたと一緒に過ごした日々は、本当に幸せだったわ」

　私のセリフだと言って、カミサマが泣いた。




　子供みたいに少女の胸で泣いたカミサマが泣なき止やむ頃。

　カミサマは異世界の人々を人として認め、これまでの行いを謝罪してくれた。

「謝って済むことではないのは分かっています。できうる限りの償いはします。こんなやり方は間違っているかもしれませんが、皆さまが望むのであれば、私はこの異世界の時間を巻き戻すことも出来ますが……」

「だって。どうするよ、エル？」

　エルは暫しばらく思案していたが、

「とりあえず、蹴けり一発でチャラにしてあげるわ。お尻しりをこちらに向けて？」

　と、何やら凄すごく体育会系なセリフを吐いて、カミサマの尻に蹴りを一発見舞った。

　勢いの乗った華麗な後ろ回し蹴げりだった。

　悶もん絶ぜつするカミサマ。

「俺は、時間がどうこうっていう件について聞いたんだけど？」

「時間を戻す件については、その必要はないと思うわ」

　即答だった。

　うんうん考えていたのは、カミサマにどんな仕返しをするかについてだったらしい。

「辛つらいことも沢山あったけど、この時間はわたしにとって掛け替えの無い時間だから。無かったことにしてしまう必要なんてない」

　エルが胸に手を当てる。

「それに知らないの？　ユタカ」

　エルがドヤ顔で、にんまりと笑った。

「悪いことの後には、良いことが待っているのよ」

　今日きようまで辛いことが沢山あった。

　悲しいことが沢山あった。

　その分きっと、未来では──。




「──わたしは、幸せになれるわ」












　自信満々にエルが言った。






　　　エピローグ　シアワセ少女









　超能力者の街。リタとアガサと「また来よう」と約束したあの飲食店は、先のクマのヌイグルミの襲撃により、見るも無残な瓦が礫れきと化していた。

　しかし、その復旧も既に完了している。

　営業再開前の店内。

　裕ユタカは厨ちゆう房ぼうを借りて、ケーキを作っていた。

　上火と下火を調節できる本格的なオーブン。焼き上がりは上々。冷まして生クリームを塗ぬって、山から取ってきた果くだ物ものを並べれば完成だ。

「よし、出で来きた」

　完成したケーキを持って、ホールへ。

　まだ出来たばかりの綺き麗れいな店舗の中。

　焼き肉の並んだテーブル席を囲んで、裕の到着を彼女達が待っていた。

「遅いわよ、ユタカ。せっかくのお肉が冷めてしまうわ」

「焼く前の焼き肉は冷めねぇよ。あと、ケーキは冷まさないと生クリームが塗れないだろ」

　そう言って、裕ユタカがホールケーキをテーブルの上に置く。

「「「「ぉぉぉ……」」」」

　彼女達の嬌きよう声せいが上がった。

「ふっふっふーん。見たか？　道具と材料さえあれば、ざっとこんなもんだ」

「まだ食べてないので味は分からないわ」

「嘘うそでも良いから、凄すごいって言えよ」

「ユタカくんが料理が出で来きるなんて……意外」

「ユタカさんは超能力もヘナチョコですし、このお店で働いてはどうですか？」

「悪意が無いにしても一言多いわよ、アガサ」

「こいつのことなんて今はどうでもいいだろ」

　テーブルにはリタ、アガサ、カレン、そして本日の主役、エル。

　ホールケーキを目の前に、エルの目がキラキラと輝く。

　裕も席に着くと、真剣な目をエルに向けた。

「じゃあ、エル……分かってるな？」

「ええ」

　答えるや、エルは自らの顔面をホールケーキのど真ん中に叩たたきつけた。

「どべちゃ」という音と共に、生クリームが飛び散る。

「バカッ！　全然分かってねぇじゃねぇか！　ハッピーバースデーを歌ってから、感謝の気持ちを込めて、顔面をケーキに叩きつけるんだよ！」

「そ、そうだったかしら？　でも、感謝はしているのよ」

　顔を生クリームだらけにしながら、顔を上げたエルがオロオロと弁明をする。

「ていうか、エルに何させるんだよ！」

「イテっ」

　エルの横に居たカレンが、立ち上がって裕の頭を小こ突づいた。

「おい、大丈夫か？」「ええ、あ……美お味いしいわ。ユタカ」「舌なめずりするな、行儀が悪いっ」テーブルに置かれたおしぼりで、カレンがエルの顔を拭ふく。

「んーっ」されるがままに、エルは顔を拭かれていた。

　嬉うれしそうなエルを見て、彼女の呪のろいが解けていることに胸を撫なで下おろす。

　あのカミサマとの和解の後、何日も掛けて皆でこの異世界をどうするかを話し合った。

　そしてこの異世界は、少しだけ変わった。

　カミサマが変えてくれた。

　かしましい四人を見る。リタとアガサはまだエルに対し遠慮がある。今日きようも裕が連れてこなければ、二人はこの会に居なかっただろう。カレンはエル以外とは殆ほとんど喋しやべらない。それでも、とりあえず四人は楽しそうだった。

「何見てんだよ？　エルを笑いものにしたらはっ倒すぞ」

　カレンが手を止めて裕ユタカの方を睨にらむ。

「目が合ったら喧けん嘩か腰ごしとか、まるで野の良ら猫だな」

「誰が野良だコラァ！」

　猫はいいんだ。

「んー」エルが手をパタつかせた。

「ああ、悪い悪い」カレンがエルの顔拭ふきを再開する。

　さっきから少し思っていたのだが、カレンに対するエルのこの甘えた雰囲気は何なのだろう？　勿もち論ろん、裕にはこんな表情を殆どして見せなかった。

　まだ裕はエルの心を開ききっていなかったということだろうか？

　そう思うと、少し寂しい。

「別に、エルはお前の事を信頼してると思うぞ」

「心を読んだか!?」

「表情に出てるんだよ、バーカ」

　カレンがエルの顔を拭き終わった。

　綺き麗れいになったエルが、何かを求める様に裕を見つめる。

「ああ……」

　そこで、エルに何を求められているのかに気づいた裕が、蝋ろう燭そくを取り出した。

　表面の崩れたケーキの上に合計十八本の蝋燭を並べて、焼き肉を焼くコンロを使って、火を点つける。

　リタが店内の照明を落とした。

　暗くなった店内で、蝋燭の光を映したエルの瞳ひとみが、キラキラと輝いていた。

　即席で教えられた裕の世界のハッピーバースデーを、三人がカタコトで必死に歌う。

　三人とも、すっげぇ音痴だった。

　歌い終わった後で、拍手が起こり、エルが蝋燭を一息に吹き消した。

「ちなみに私達のハッピーバースデー合唱はいかがでしたか？」

　アガサの声が暗くら闇やみの中で裕にコメントを求めていた。

「ああ、すっげぇ音痴だったな、イッテェ！」

　正直に答えたら、誰かの足が裕のスネを蹴けった。

　真っ暗だったので、犯人が誰だか分からない。

　リタが電気を点つけ、アガサがケーキを切り分け始めた。

「ユタカさんはどのぐらい食べます？　角度で言って下さい」

「ああ、……じゃあ、十度ぐらい？」

「意外と小食ですね。男の子はモリモリ食べるのがマナーですよ？」

　そうは言うが、自分で作った物ってそんなに欲しくないのだ。

　切り分けられたケーキが皿の上に乗る。

「いただきます」

　皆で手を合わせる。

　生クリームを掬すくって、口に含んだエルがとても幸せそうに笑った。

「わたしを幸せにしてくれて、ありがとう」

　どんなに笑っても、エルが血を流すことはもうない。




　──彼女の世界は、これからも幸福で満ち溢あふれていく。






　　　プロローグ　世界は幸福で満ち溢れていく









　全すべてが止まった世界の中、カミサマが頭上に浮かんだ異世界を見上げる。

「ふぅ──」

　やり終えた。

　そんな気分だった。

　カミサマによって救われた世界で、幸せそうに笑うエルそっくりの誰かを見て、満足して笑う。

「……叶かなうなら、このままずっと彼女達を見ていたいです」

　膝ひざに寝かしたエルの髪を撫なでる。

　毛先まで真っ黒な、長髪が揺れる。

「いえ、これは彼女達の結末でした……。私達には、こんな結末はありません……」

　カミサマの声が少しだけ震えた。

「この世界に、救いはありません……」

　そう。この世界は救われない。

　彼女達と、自分達との間には圧倒的な違いがある。

「異世界から現れて私達を救ってくれるカミサマなんて、現実には存在しないんです」

　カミサマがエルの髪を撫なでる。

　それでも、最後に自分達が幸せになれたかもしれない可能性を見れた。

　きっとカミサマなんかいなくたって、エルは幸せになれる。

「それが分かったなら、十分ですよね……」

　カミサマの唇の端はしから、真まっ赤かな血液が流れる。

「私にはエルを幸せにすることが出で来きませんでしたが、次に生まれてくるカミサマなら……私に出来ないことも出来るはずです」

　新しいカミサマによって、エルは幸せになれるかもしれない。

　そう考えると、自分の死にも価値はあると思えた。

　膝ひざの上からエルを降ろす。

　視界が霞かすむ。終わりが近づいていた。

　世界がゆっくりと、時間を取り戻していく。

「エル──どうかお幸せに」

　カミサマが強く瞼まぶたを閉じた。

　そして目の前が真っ暗になって。




「──ど、うわぁぁああああ！」




　間抜けな声が、カミサマの鼓膜を揺らした。

「へ？」

　カミサマが目を開く。

　目の前に、至って普通の男子高校生の顔があった。

「あ」

　男子高校生は、「あ、やっちまった……」みたいな顔をした後、凄すさまじい勢いでカミサマに激突した。

「ぬぉっ、う痛ぅっ」

　顔面を押さえてカミサマが悶もだえる。男子高校生のやたら硬い頭が、鼻っ柱にめり込んで、涙が出た。

「っ……お星様が……」

　彼の方もダメージが大きかったようで、額を押さえて地面に転がっていた。

　二人で暫しばらく悶もだえた後、男子高校生が起き上がり、カミサマの方を向く。

「すまん……。瞬間移動の前に助走を付けたせいで止まれなかった。大丈夫か？」

「瞬間移動……？　瞬間移動に助走は必要ないじゃないですか。……移動後も運動エネルギーは消えないんですから、気を付けて下さいよ……」

「何な故ぜかそれをしないと違う世界に飛べないんだよ」

　鈍い痛みと、彼のマヌケな理由に、胸を満たしていた幸せな気持ちが霧散する。

　光の粒が溢あふれだして、打ち付けた鼻っ柱に吸い込まれていく。

　傷が治ったカミサマが彼の方を怪け訝げんそうに見やる。

　おでこを赤くした間抜けな男子高校生──高たか松まつ裕ユタカがそこに居た。

「何でここにお兄さんが現れるんですか……？」

「ああ、あんた達を助けに来たんだ」

「……今、何て言いました？」

「ああ、言いたいことは分かる。皆まで言うな。俺が来てくれて嬉うれしい気持ちと、俺を巻き込んでしまう不安が胸中に渦巻いてるんだろ？　分かる。分かるよ」

　見当違いも甚はなはだしかった。

「あれ？　もしかして違った？」

　彼が意外そうな顔をする。

　そして、やたら爽さわやかな笑え顔がおで彼はニッコリと笑った。

「ていうか、お兄さんお兄さんって、俺の名前は教えただろう？　覚えておくって言ってたくせに忘れたのか？」

「はい、タカマツユタカさんですね。勿もち論ろん、一度口にした約束は守りますよ。覚えてます覚えてますよ」

　──タカマツユタカ。

　カミサマの作った異世界で、異世界のエルを幸せにしてしまえた人物だ。

　勿論、忘れるはずがない。

「それで、お兄さんは何をしにここへ来たんですか？」

　問われた裕が、カミサマに手を差し伸べた。

「あんたを助けに来たんだよ」

　聞き違いじゃなかった。

　違う世界から現れた少年は、確かに言った。

　──助けに来たと。

「そんなはずありません……」

　だけど、カミサマは否定する。

　そんなはずはないのだから。

　だってこの世界には……。

「あるはずがないんです……。そんな都合の良い話……」

　ここは作られた世界の中じゃない。別の世界から唐突に現れて、自分達を救ってくれる都合のいい存在なんて、現実には存在しない。

　分かっている。

　期待してはダメだ。

「そんな顔するなって」

　彼が強引にカミサマの手を取った。

　伝わる温度が、彼の存在が現実であると訴える。

「確かに、俺一人じゃ、何の役に立つんだって感じだけどさ。あっちの異世界から超能力者が何人かと、あと俺の世界のエルももうすぐ来るから」

　あるはずがない。

「全員付き合ってくれるって言ってるから……今回も、何とかなるだろう」

　あるはずがないんだ。

「あんたの問題も、とっとと解決しちまおうぜ」

「やめて下さい。必要ありません」

　カミサマは、最後の意地で裕ユタカの手を振ふり解ほどこうとした。

　分かっていたからだ。自分は救われない。

　妥協して諦あきらめて納得して、手に入る限りの幸せで終わりにしようとしていたカミサマが、『幸せになれるかもしれない』そんな、ありもしない可能性に少しでも希望を抱いてしまえば、その希望はいずれ絶望になる。

　──そうすれば、自分は満足して死ねなくなる。




　──幸せになれなくなる。




「私は……幸せにならないといけないんです」

　この世界をより良くするために。

　訴えると、彼が意外そうに目を丸くした。

　何だか懐かしいものでも見ているような目で、心配するなって、とため息。

「約束するよ、絶対にあんたのことを幸せにする」




　幸せになれてよかったって。

　胸を張って言えるぐらいに、──幸せにする、と。

　異世界から現れた少年が、約束してくれた。

　決して力強いわけでも、頼りがいがあるわけでもないその少年の手を。

　カミサマは放すことが出で来きなかった。




「──私は、幸せになってもいいんですか？」




　幸せになりたい。

　そう願ってしまったカミサマに、少年が力強く頷うなずいた。
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　お久しぶりでございます。未ひつじ味あじなり太たです。

　まずはこの本を手に取って下さいましたこと、お礼申し上げます。

　うっわーい！　あとがきが四頁もあるーっ！

　自分を表現できる場が多いのは嬉うれしいことです！　さてさて、この四頁に何を書いてやろうか。うっしっし……。

　では最近の話から。昨年度、処女作である『イケニエハッピートリガー』が発売され、私も作家の末席に加えて頂くこととなりました。業界では作家さんが、「作品名＋ペンネーム」で、呼称されることが多いです。例えば、「Ｙの紋章師ヨグの越お智ち先生」「逃奏劇リアクターズエグリアの塀へい流ながれ先生」「ひとりで生きるもん！ひとりの暁あかつき先生」等といった感じです。

　そういうわけで私は、「イケニエの未味」と呼ばれております。

　……はは。イケニエは作品名であり、決して私がラノベ業界のイケニエ的ポジションにいるわけではありません。……そう信じたい……。

　…………書くこと無くなったわ。

　はい、嘘うそです。呼吸するみたいにして嘘を吐つくのが作家の仕事であると信じております。

　嘘と言えば、私は酒に酔うと嘘をつくようになります。それも何でそんな嘘をついたのか分からないような、突拍子もない嘘です。例えば、親しい友人に対して年齢を偽ったりとか、職業を問われて「コンビニ店員」と答えたり等、変な嘘ばかりをつきます。

　大抵そんな嘘はすぐバレるものだと思うのですが、何な故ぜかアルコールの入った私は、舌先三寸で相手を信じ込ませてしまうそうなのです。

　寡か黙もくな文学青年（自称）である私の、いったいどこにそんなコミュ力が隠れていたのか。

　そして一番やっかいなのは、酒を飲んでいるために当の私が、嘘をついたことを忘れてしまうことです。「実は嘘でした」とネタばらしをする前に、その嘘が噂うわさとしてひとり歩きを始め、久しぶりに研究室に顔を出すと、「なり太って、高校時代に中東で水を売ってたんだって？」と、身に覚えの無い話を振られるのです。

　何でそんな嘘をついた、酒に酔っていた頃の私よ。そして何で信じた、飲み仲間っ！

　普通に考えればそんなことは有り得ないと思うのですが、そんな話でも信じてもらえるのは、周囲からの信頼が厚い証拠でしょうか？　だとすると、その信頼を全力で壊しに掛かっている悪癖については、直ちに猛省するべきですね。

　結果には全すべて原因があります。何な故ぜ、私がこんな男になってしまったのでしょうか？

　私の誕生秘話。それは遡さかのぼること、敬愛する父と母の出会いから始まるでしょう。父と母の出会い、それは人からの紹介でした。看護師だった母に、父は「後ろから刺されても死にそうにない男」として紹介されたそうです。父の第一印象は、「本当に後ろから刺しても死ななさそうな人」だったそうです。父は屈強な男でした。街で無作為に選んだ十人か父一人、どちらかと戦えと問われれば、私は迷わず十人と戦います。

　既に定年を迎え、人柄も丸っこくなり、腕っ節も全盛期よりかは衰えた父ですが、成人式で警察官が殴られていたら車を飛び出して止めに行き、レンタルビデオ店で悪漢を見つければ取り押さえ、警察から表彰されたりと、武勇伝には事欠きません。

　そんな父の血を引いている私が、何故こんな嘘うそつき上戸になってしまったのか。私の疑念は、父が唯一頭の上がらない存在、母の一言により解決しました。「父の家系は、酒乱の気があるから気をつけなさい」納得です。確かに私は父の子だったようです。

　それでは、謝辞です。この本を執筆するにあたって様々な方のご尽力を頂いております。

　一巻に引き続き本作のイラストを描いて下さっているらいかさん。イラスト作業だけに留まらず、色々とお話する機会を設けて下さってありがとうございました。らいかさんのイラストにはいつも元気を貰もらっています。私はもう、らいかさんのイラストが無ければ生きていけません。なのに、作業ではご負担ばかりを強いてしまい申し訳ありませんでした。いつも感謝しております。担当編集様。いつもいつも本当に申し訳ありません。続いて、いつも多くの誤字を指摘して下さる校正様、この本に携わって下さった全すべての皆様。『イケニエハッピートリガーⅡ』を完成するに至れたましたのは、皆様のお陰です。本当にありがとうございました。更には、様々なお話をお聞かせ下さった先輩作家の皆様。夢や悩みを、朝まで語り合ってくれた同期の皆様。応援してくれた家族、親類、友人、学友達。並びに香か川がわ大学大学院地域マネジメント研究科様、ＦＭ香か川がわ様。お世話になりました皆様に、この場をお借りして深く御礼申し上げます。ありがとうございました。




　最後になりましたが、この本を開いて下さった読者様に、深く御礼申し上げます。

　ありがとうございました。
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